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本 調 査 は 、 日 本 自 転 車 振 興 会 の 機 械 工 業 振 興

資 金 に よ る 「昭 和46年 度 情 報 処 理 に 関 す る 調

査 研 究 補 助 事 業 」 の 一 環 と し て 実 施 した も の で

あ り ま す 。
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当財 団 は、 わ が 国 にお け る情報 処理 産業 の 発展 に資 す るた め、 昭 和43年 以来、

毎年 海 外 に調査 団 を派 遣 し、 米欧 諸 国に お ける情報 処 理 関係 の諸 問題 の実 態 を明

らか に して まい りま した が、 今 回は と くにわ が国 の企 業 規模 に近 い もの を調査 す

る こ とを前 提 と して、 米 国 にお け る主 として 中堅 規模 の ソフ トウ ェア会 社 、

TSS会 社 の経 営 の実 態 とその 問題点 な らび に情報 処 理 産業 に進 出す る一 般 企業

のサ ー ビス内容 と将来 構 想等 を中心 に調査 す る た め、 第4次 情報 処理 実態 調 査 団

に派遣 しま した。

同調 査 団 は、 昭 和46年6月 末 よ り約3週 間 にわ た り、11機 関 につ いて 調査

いた しま したが、 こ こにそ の結 果 を と りま とめ、 情報 産 業 に関心 を もた れ る各方

面 の方 々の ご参 考 に供 した い と思い ます。

な お、 本調 査実 施 に 当 って、 ご尽 力い た だい た調査 団 員各位、 ご支 援、 ご協 力

をた まわ った現地JETRO機 関 をは じめ、 調 査訪 問先 等 関係各 位 に対 し、 心 よ

り感謝 の意 を表 します。

昭和46年10月

財団法人 日本情報 処理 開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾





調 査 団 の 概 要

1.目 的

米 国 にお け る情 報 処理 お よび情報 処理産 業 につ き、 そ の実態 を調 査す る と と

もに・ 各 国 での発 展 の背 景 と今 後 嚇 向 を把 握 し、 わ が国 に おけ る情報 処理 産

業 の発 展 に資す る こ とを 目的 とす る。

2.調 査 事 項

(1)情 報 処 理 シス テ ムな らびに ソフ トウェア の開発 とサー ビス の実 態 お よび将

来 の方 向'

(2)タ イ ム シェ ア リング ・サ ー ビス業、 ソフ トウェ ア企業等 情報 処 理産 業 にお

け る リセ ッ シ ョンの影 響 とこれに対 す る企業 の考 え方、 対 策等

(3)情 報 処理 産業 に進 出す る一般 企業 のサ ー ビス 内容 と将来 構 想

(4)情 報 処理 にお け る秘 密保 護、 ソフ トウェ アの権利 保護、 標準 化、 教 育、 制

度 等情報 処理 に 関連 す る事項

3.調 査 対 象 国

米 国

4.調 査 時 期

出発 昭 和46年6月26日(土)

帰 国 昭 和46年7月18日(日)
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5.調 査 先

Allen-BabgpckComputing,Inc.

CenturyCity,GatewayEast,

1800Av・nu・ ・fth
.・St・ ・s・

1」osAngeles,California90067
'

InternationalReservationsCorporation

16055VenturaBoulevard,Encino,California91316

WesternResearchApplicationCenter

809West34thStreet,

GraduateSchoolofBusinessAdministration

UniversityofSouthernCalifornia

Li.・・
.hn・ ・1・・…1・f・ ・n・・90007

AriesCorporation

WestgateResearchPark,Mclean,Virginia22101

WestinghouseTele-ComputerSystemsCorporation

2040ArdmoreBoulevard,

Pittsburgh,Pennsylvania15221

RapidataCompariy

20NewDutchLan6,Fairfield,NewJerseyO7006
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QuantumScienceCorporation

245ParkAvenue,NewYork,NewYork10017

ADAPSO

551-FifthAvenue,NewYork,NewYork10017

BeverlyBancorporation,Inc・

1357West103rdStreetChicago,Illinois60643 炉

GreyhoundComputerCorPoration

130SouthCanalStreet,Chicago,Illinois60606

Tymshare,Inc.

525UniversityAvenue,Suite220

PaloAlto,California94301

6.調 査 団 構 成

団長 吉 田 剛

団員 新 野 央

大 塚 順 三

畔 柳 信 雄

堀 川 栄 一

中 川 秀 邦

(財)日 本情報処理開発 セ ンター専務理事

三菱石油㈱数理計画部(OR担 当)主 査

日本電信電話公社デー タ通信本部第2デ ータ部

専門調査役

通商産業省重工業局電子政策課

警察庁長官官房能率管理課課長補佐

(財)日 本情報 処理 開発セ ンター総務部主任部員
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は じ め に

一 昨 年以来、 アメ リカ で は景気 が停 滞 し、 加 うる に宇宙 開発(NASA)や 軍 を

中心 とす る国家予 算 の縮小 が と くに情 報 産 業 に相 当大 きな打 撃 を与 え、 新 たな成

長産 業 と して 急速 な発 展 を示 して いた当 業界 に も幾 多 の問題 をひ き起 してい る。

わ が国 の情報 産 業 は まだ揺 藍期 に ある が、 今後 の あ り方 と して ア メ リカの現状 は

極 め て注 目に値 す る もの が あ る。 またわ が 国にお い て も、 近 く漸 く、 い わ ゆる通

信回 線 の 自由化 が実 現 をみ るこ ととな り、 これ に対応 して新 たな情報 産業 の活 動

分 野 が 開か れ る こ とに な って きてい るが、 タイ ムシ ェア リング ・サ ー ビスあ るい

は情 報 提 供サ ー ビス業 の先 進 国 で あ るア メ リカの実体 を も う一 度具体 的 に見 なお

す 必要 があ る。 と くに ア メ リカに おけ る比較 的大 規模 な企 業 に つい て幾 多 の調 査

が行 なわ れて きてい るが、 わ が 国 に今 後期 待 し うる企 業 の規模 を考 えあわす と、

余 りに も巨大 す ぎる もの で あ って、 む しろ アメ リカに お ける 中小規 模 一従 業員 数

に おい て も数 百 の程 度 一 の企 業 の実 体 の方 が よ り参 考 とす べ き点 が多 いの で はな

い か と思 わ れ た。

以上 の3点 を前提 として、 今 回 の調 査 団は主 と して、 中堅規 模 の ソフ トウェア

開発 会社、TSS会 社 の経 営 の実体 と、 その直 面 してい る問題 点、 お よびそ の将

来 性 につ い て調査 し、 補 完的 に あ るい は ユーザ とな り、 ま た は 競 争 相 手 に な る

であ ろ う企 業 の実態 につ い て も これ を少 しでも 明 らかに しよ うと努 め た。 もと よ

り20日 程度 で10数 社 の調査 を行 な ったの で あ るか ら十 分 の も の とはい えな い

か も知 れな い が、 代 表的 な調 査 対 象 を選 び、 極 力集 約化 され た角度 か ら検 討 を加

えたの で相 当い ろい ろな問題 点 は 明 らか にな った と思 う。 詳細 は各 論 に おい て述

べ るが、 以下簡 単 に総 体 的な 印 象 を取纏 めて参 考 に供 す る こ とにす る
。

1.景 気停滞期 におけ る情 報産業

「1969年 以来情 報 産業 は一 般 に経 営不 振 で あ るが、 一部 は この状 態 か ら

脱 出 し、 将来 に対 す る明 る い期 待 を失 ってはい ない。 」

急 速 に伸 びた ア メ リカ の情 報 産 業 は、 情報 処理 サ ー ビス業 が3000、 ソ フ
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トウ ェ ア 開 発 業 が1,000を 超 え る とい わ れ、TSS会 社 も300に お よぶ と

い わ れ て い た(実 数 に つ い て は 今 回 の調 査 で も ま ち ま ち で 判 然 しな い)。 と こ

＼うが1969年 以来、 金融 の引締 め、 国家 予 算の 削減 等 の不 景気 を反 映 して、

＼ 等 の蝶 は経営 内容が悪化 。、健全 、。黒字経営 を、ているものは趣 く一部

分 に限 られ、 例 えばイ ンデ ペ ンデ ン トのTSS会 社 で は150社 の 中10数 社

に過 ぎない とい わ れ てい る。 と くに あ る分 野 一科学 計 算 の よ うな一 では、 激 し

い過 当 競争 が行 な わ れ、 相 当多 数 の企業 が脱落 して い る。 情報 産 業全 般 にっい

てい えば その数 は必 ず しも明 らかで はな いが、 極 めて大 き く見 積 ってい る人 は、

この3年 間 に全 業界 の%、2000を 超 える もの が倒産 した とい ってい た(倒 産

会社 が あ って も衣 を憂 えて再 出発 した り、 新規 参 入 者 もあ って累 計6000に

な るか?)。

現 にわ れわ れが 当初 訪問 を予定 して い た会社 で行方 の分 らな くな っ た例 に も

逢着 した し、 あ る会 社 は2年 前 に破 産、 その 後新 しい経営 陣 によ って再建 され

つ つ あっ た もの も ある。 ま た経 営 内 容の改 善 を図 るた め に思 い き った従業 員 の

減少 を行 な った り、 業 績 のあ が らぬ部 局、 事 務所 の廃 止、 あ るい は事 業 の一時

停止 を行 な う等 の こ とも行 な われ てい る。 これ等 の こ とを反 映 して か情 報 産 業

に関 す る大学 学 部 の新 規卒 業 者 の就職 も極 めて 困難 な状 態 に ある よ うで あった。

しか しなが ら、 情 報 処理 に関す る設備 投 資 は一 時的 に お ちて はい る ものの企

業 のそ れ に対す る意欲 は依 然 と して強 い もの が あ り、 着 々 と情 報 処理 の合理 化

の方 向 に進 み つつ ある。 情 報 処理 サ ー ビス業 に対 して も、 需 要 と顧 客 は年 々増

加 の方 向 に ある。 た だ ここ1,2年 売 上 げ は上 って も利 益率 が減少 す る とい う

形 に あ る。 これ は当業 界 の急 速 な伸 び過 ぎ、 ひい て は過 当 競争等 が要 因 とな っ

た ともい わ れ、 これ か らも多 か れ少 かれ混 乱 は残 り、 そ の間 に整 理 され るもの

は整 理 され る こ とにな ろ う。 しか しな が ら業 務 は年 間20～30%の 伸 び が期

待 され、 そ の伸 び る分 野 に適 応 した ものは よ り大 き くな って業 績 を あげ うる と

して い る。 と くに事 務分 野 に逸速 く適応 した 企 業 は不 況 の影響 を脱 し、 業績 を
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好 転 して い る。 これ を要 す る に、 新 規発 展分野 の産 業 と して、 参 入者 が増加 し、

これ らは主 として巨大 なNASAや 国防 の予算 に支 え られて い たが、 事情 の変

転 に よ り真 に力 のあ る企 業以 外 が 淘汰 され る とい うのが今 日の ア メ リカの現 状

であ る。 真 に残 りうる もの が、 今後 大 き くな って発 展 してゆ く とい う点 で、 今

回 の訪 問先 は いず れ も絶 大 の確 信 をも ってい る よ うで あった。

で は成績 の あが るもの の要 件 は何 か、 また業 績 の あが らぬ企 業 の欠 点 は何か

をア メ リカの企 業 は どう見 て い る で あろ うか。

2.情 報産業の企業の成長要件

「過 当競 争 を脱 して成 長 を とげ る企 業 は、 需要 の増加 に適 応 しうる能 力 をも

ち、 確 実 な市場 を捕捉 し うる能 力 と、 経 営 の合理 性 を実現 で きる企 業 で ある。」

2.1こ れ は何 も情報 産 業 だ け では ない が、 企 業経 営 の行きづ ま りを生 じた こと

は と くにマ ネー ジ メ ン トの 欠 陥 にあ った と され てい る。 ア メ リカ の群小 の

情 報産 業 は、 そ の急速 な発 展 の気運 に乗 じてわ れ もわ れ も とい わば将来 性

の先取 りを投機 的 に行 な った ともいわれ る。 少 人数 の専 門 家 が大 した資 本

もな く企業 を起 せ る とい うこ とが、 大 企業 か ら飛 び出 した専 門 家 を中心 に

野 心的 な小 資本 家 と結 び つ いて、 新 た に情報 産 業 に参入 した とい うケース

が非常 に多 い よ うで あ る。

した が って企 業運 営 の マ ネ ージ メ ン トに欠 け る点 が多 く、 こ とに 中心 と

な る専 門 家 は、 コ ン ピュー タに関 す る知識、 ソフ トウェア に関 す る知識 は

あって も、 経 営 の基本 的 な こ とす ら分 らない。 た と えば ソフ トウェ ア関係

の原 価計算 管理 一 つ に して も極 めて大 きな見損 じが あ り、 専 門家 の初期 予

算 は4倍 に して みな くて は安 全 で ない といわ れ る位 であ る。 したが って 出

資 者 が相 当 しっ か りした マネ ー ジメ ン トを行 な ってい る以外 は、 お おむね

商売 がで きて も損失 に な る とさ えいわれて い る。 初期 にお い ては、 国家予

算等 に よる比 較的 大 様 な、 要 っただ けの費 用 は カバ ー して くれ る とい うよ
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うな発 注 が多 か っ た時 期 には、 まだ糊 塗 す る こ と もで きた。 しか し、 次第

に厳格 な企 業計 算 の 下 に受 注 しな ければ な らない 時期 に変転 した 時 に、 こ

のマネ ー ジメ ン トの欠陥 は経 営 の根 幹 を揺 がす に至 った。 ま してや 不況 時

代 に入 り、 金融 機 関 も選 択 融資 を強化 す るに至 って はマネ ー ジメ ン トに欠

け る企 業 は敗退 せ ざ る を得 ない。

この 点 に関 して、 成 績 をあげ てい る企 業 は と くに財政 部 門の統一 基準 に

よる処理、 予算 と実 行費 との対比 に よる処理 等 の コ ン トロール が可成 り強

く行 なわ れ てい る よ うで あった。 な お従業 員 につ いて も、 その コン トロー

ル の面 か ら見 た場 合、200名 内外 が最 適 で あ って、 余 り多 人数 にな るこ

とは望 ま し くな い と してい た。 これ は、 ア メ リカの中堅 的情報 処理 サ ー ビ

ス企業 が いず れ もワ ンマ ン経 営的 で あ る こ とか らい えるの で はな いか と も

思 える。 大企業 で行 な う場 合 とは 自 ら違 うので はない か とも見 られ るが、

いず れ に して も集 注 的把 握 の必 要 性 が この よ うなサ ー ビス業 には要 求 され

るこ とは 事実 で あ ろ う。

2.2つ ぎ にマ ネ ージ メ ン トの一 部 に属 す る ともい えるが、 こ とに重 要 な問 題

と して取組 んで い たの は、 セ ール スに関 す る点 で あった。 どの よ うな分野

に、 どの よ うな相 手 方 に、 自分 の もつ い か な るも のを、 ど うして売 込む か

に よって成否 は 決定 す る とい うこ とは、 いず れ もが 口をそ ろ えて い って い

るこ とで あ った。 現 にわ れわ れ が訪 問 した先 に おい ては、 セ ール ス に極 め

て重 点 を置 い て いて、 従業 員 の60～65%は セ ール ス の担 当者 で あ った。

それ のみ な らず、 トップ層 には必ず 優 秀 な セ ール ス能 力 をもった ものが当

って い る。 彼等 の マ ー ケ ッティ ングは可 成 り徹 底 した もの で あって、 必 要

な素材 は諸 種 の外 部調 査機 関 を利用 して、 自己 の 商品 の売込 みの で きる よ

うな分 野 とそ の相 手方 一会社 の 中の誰 に売込 むか まで を克 明 に調 べ あげ る。

その上 で マ ンツ ウマ ンで働 きかけ、 時 に よ って は社長 自 らが相手 方 に当 る。

新 聞、 テ レビ等 の広 告手 段 は む しろ経 費 が多 くて価値 の ない もの と して、
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自己商 品 の カタ ログ等 につい ては思い切 った金 をかける。 これは と思 わ れ る

相手 方 には実物、 実行 教 育 を行 な って ゆ く。 また売 込 み には、 必ず 同種 の

情報 処 理 方式 に対比 して い かな る利 点 をもつ か を徹底 させ る とい う手 段 を

講 じて い る。 もち ろん商 品 が悪 くて は売 込 み は きか ない。 そ の点 い かな る

分 野 に い かな る需 要 が あ るか につ いて極 めて慎重 な調査 を行 なって いる。

一 例 をとれば、 プログラム ・パ ッケ ー ジに ついて もその商 品化 に は決 して理

論 的、 概 念 的 な もので 出発 しな い。 幾 多 の顧 客の要 求 に応 じて、 幾 多の カ

ス トマ ・プ ログ ラ ム を作 成 す る過 程 を通 じ、 これ を集大 成 した パ ッケー ジ

を作 り、 平 行 して需 要 層 を開拓 して い る。 また は多 くの類 似 の パ ッケー ジ

を慎重 に年 月 をか けて研 究 し、 そ の結 果、 よ りよい プ ログラ ム を作 成 して、

需 要 層 にそ の よさ を十 分 徹底 す る手 段 を とる。 タイ ム シ ェア リン グ ・サ ー

ビス に おいて も、 相手 方 の業 務 の処理 を現 実に行 なって見 せ る と と もに、

他 の システ ムある いは コ ンピ ュータの 単独 自己 利用 に比 較 した利 点 を十 分

に責任 者 に分 る よ うに努 めて い る。

以上 の よ うに慎重 かつ徹 底 して マ ー ケ ッテ ィ ング と商 品の よさ を十分 に

把 握 して、 これ を相手 方 に説 得 で きる セ ール ス マ ンの存否 が物 的 商 品で な

い だけ に一 層重要 な役 割 りを果 し、 そ の成 否 が事業 運営 の根 幹 をな してい

る こ とに対 す る認 識 は、 訪問 した成功 企 業 のいず れ の経営 者 に も徹 底 して

い る よ うに思 えた。

2.5情 報 処理 の分 野 は刻 々新 しい発 展 を とげ てい る が、 そ の発 展 分 野 に適 応

してその分野 に進 入 し、 新 しい開拓 をす る能力 を備 えていなければ企業の発展は

期 し得 ない。 アメ リカで今 日最 も混乱 を極 めているのは、 とくに科学計算の分野

で ある とされてい る。 事務関係の処理分野はむ しろ洋 々たるものがある。 これは

初期においては、 諸種の科 学 計算 の需 要 が多 か ったこと・ 科 学計 算 が比較的

ソフ トウェアの開 発 が容 易 で あった こ と、タ イ ム シ ェア リ ン グ ・サ ー ビ

ス に馴 染ん だ こ とな どか ら、 次 ぎ次 ぎ に新 規 サ ー ビス業 者 が続 出 したこ と
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に あ る。 科学 計 算 の需要 はNASAや 国防 関係 の予 算の減 少 に よ って相当

影響 された ことは事 実 で ある が、 なお 相当大 きな分野 を占めて い る。 しか

しなが ら入 り易 い とい うこ とのた め この分 野 に集 中的 に企業 が殺到 し、 極

めて激 しい過 当 競争 の結果 、 低価 格 サ ー ビス を強 い られ、営 業不 振 に陥 っ

た よ うで ある。 この点市場 の観 測 を誤 った結 果 と もい えるが、 同時 に新 し

い市場 を見 出 し得 ても、 これに十分 に対 応で きる 能 力 のない こ とに も原 因が

ある。 ソフ トウェア会 社 に して もTSS会 社 に して も、 今 日不 況 に耐 えて

成 績 をあげ て きて い るのは いず れ も早 く科学 分 野 か ら脱 却 して、 重 点 を新

分 野、 すな わ ち事 務 情報 処理 分 野 に移 した と ころで ある。 ところ が これ等

の事 務処 理分 野 は いず れ も処 理 す べ きデ ー タの量、 デ ー タ ・フ ァイ ルマネ

ージ メ ン ト
、 デ ータ処理 の 複雑性 等 か ら、 科学 計 算分野 よ りも ソフ トウェ

アも難 しく、 また処理 サー ビスも多様 にわた る等、 よ り高度 の開発 処 理能 力

が要 求 され、 また設 備投 資 も大型 化 せ ざる を得 ない。 した が って、 安 易 な

態度 で参 入 して きた企業 は 市場 開拓 に も商 品開 拓にも到底太刀打 ちできない

の が現状 であ る。 こ の点、 成 功 してい るサ ー ビス会社 は逸速 く新 分 野 の開

拓 に力 を注 入 して お り、 あるい は 景気 の動 向 に よる影響 の少 い銀 行 業 務 と

か、将 来 伸 び る こ とが予 想 され る販 売 予測、 販 売分 析、 財務 分 析、 予 算管

理、 在庫 管理、 マ ー ケ ヅテ ィ ング等 の 分野 に対 す る先 制的地 位 を確 立 し、

これ を手 掛 りに着 々 と事 業 を固 めてい る と見 られる。 な お この点 で注 目す

べ きは、 何 で も新 規 分 野 に凡 て手 を出 す とい うので はな く、 自己 の も って

い る過去 の蓄積 を十分 に活 用 し うる分 野 に手 をっけ、 判然 した 自己 の商品

を中心 に活 動 して い る こ とで あ る。 も ちろん、 一定 の限界 内 に と ど まる と

い うので はな い が、 自己 のい わば 目玉 商 品 を確 立 し、 さ らに発 展 を とげ よ

うと してい る こ とで独 自性 の ない 企業 は成 功 しない こ とを明 か に してい る。
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3.ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ

「ソフ トウェ アの開発 は、 顧 客 の注 文に 応 じて行 な うカス トマ ・プログラムと

ソフ トウェ ア会社 自身の 開発 に よる プ ログ ラム ・パ ッケ ージ とは業 者 に とって

それ ぞ れ利 不利、 長短 が あるが、 方 向 と しては フ.ログ ラ ム ・パ ッケ ージ が次第

に多 くな る。 」

ソ フ トウ ェア業者 の開発 す る フ.ログ ラムは、 顧 客 の注文 に応 じて開発 す る カ

ス トマ ・プ ログ ラムの方 が現状 で は まだ多 い。 開発 の具 体 的対 象が 明確 な こと、

開発 期間、 費 用 が比較 的小 さい こ と、 プ ロ ジェ ク トの変化 が あ って従 業 員 の意

欲 に よい 刺戟 を与 える こ とな どを利点 と してあげ られるが、逆 に注文主 による買

い た た きが あ り、 受 注 は受 身 で積 極的 なセ ール ス ポイ ン トが な いた め、 需 要開

拓 に困難 が多 い こ とな どを あげ てい た が、 プ ログ ラム ・パ ッケ ージ の長 所 短所

は正 に カス トマ ・プ ログ ラ ムの長短 が逆 にな る と して い る。 しか し長 期 的 にみ

れば、,営 業 の甘 味 と しては将 来 プ ログ ラム ・パ ッケー ジに あ り、 この分 野 が次

第 に拡大 す る と してい るが、 巨大 な顧 客は それ ぞれ独 自の注 文 をつ け る ので プ

ログ ラ ム ・パ ッケ ージ の手 なお しの必要 な どが生 じ、 必 ず しも簡 単 に い えず、

と くに プ ログラ ム ・パ ッケー ジに は相 当の蓄積 と比 較 的大 きな資 金 を要 す るの

が普通 で あるの で、 力 の弱い 小 さな企業 と して は不 可 能 の分野 で あ る と してい

る。

な お、 プ ログラ ム ・パ ッケ ージ は、 その開発 の数 に かか わ らず具 体的 に販売

され る もの は比 較的 少 数 で ある といわ れ る事実 に つい ては、IBMの よ うに巨

大 な開発 資 金 をもつ ところは、 開 発 した ものの 中 の一 部 が商 品 に なれ ばそ れ で

も足 りる が、 専業 者 の よ うな場 合 には 開発 した ものが商品 にな らぬ場 合 は直 ち

に倒 産 に もつ なが る と して い る。 現 に エ ァ リーズ ・コーポ レー シ ョン(Aries

Corp.)が 整 理 に追 い こ まれた 大 きな理 由 もプ ログラ ム ・パ ッケ ージ の失 敗 に

あ った といわ れ る。 それ だ けに専 業者 の プ ログラ ム ・パ ッケー ジ開 発 は先 に市

場 調 査の と ころ でふ れた よ うに極 めて慎重 で、 幾 多の カス トマ ・プ ログ ラム を
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手 が けた経 験 か ら、 例 えば10以 上 の給 与 計 算 の プ ログラム を作 った上、 その

共 通 した点 を集 約 化 して相当 大 きな需 要 層 を見通 した上で プログ ラ ム ・パ ッケ

ー ジを作 る とい う手 段 を講 じて いて、 事 業 の具体 的 な需 要調 査 と自己 の もっ能

力 と を十 分 に検 討 して 実行 に移 してい る。

プ ログ ラムの価格 の問題 につい ては、 ア メ リカで も必ず しも明確 な もの はな

い。 あ る程 度 の原 価主 義 と評 価主 義 とが混 在 してい る よ うであ る。 販 売計 画 に

あた っては 同種類 の プ ログ ラムは大体 見 当 がつ くので、 その プ ログ ラム に対 比

して 自己 の商 品 が どの程 度 よい か、 どの点 に よ り魅 力 があるか を判 定 して顧 客

に対 する供給 価 格 を決 めてい る。 原価 の計 算 に つい て はなか なか判 然 した ライ

ンは 出せ な いが、 専業 者 全体 が開発 費 の統 一 的整 理基 準 を設 け て、 これ に基 づ

き少 しで も合理 的 な計 算が可 能 にな る よ うに努 力 して い る。

ソ フ トウェアの権 利 の保 護 は、 相手 方 との厳 しい契 約 に よって 自衛す る こ と

以外 にな い として い る が、 わ れわ れ が と くに意 外 に感 じた こ とは、特 許 権 化 ま

たは 著作 権化等 に よる保護 は実現 が難 しい とい うよ り、 か えって 興味 がない と

い うこ とで あった。 特 許 権 を とる とい うこ とは、 経費 と時 間 を要 し、 そ の上 に

ある程度 その 内容 が一般 に知 られ る と ころ とな る。 他 に物的 な条 件 が ない の で、

あ る程度 内容 が分 れ ば、 同業者 は それ を も とに して よ りよい もの を開発 す る こ

とが可能 で あ り、 特許 権 は全 く意 味 をな くす こ とにな る。 む しろ深 く自己 の金

庫 に内蔵 す るに しくは ない との論 で あ る が、 これ は、 価 格 決定 に際 し同種 類 の

プ ロ グラム を見 て 自己 の商 品価 値 を判 断す る とい う点 か ら見 て もあ なが ち偽 り

で はない と思 わ れる。

4.タ イ ム シ ェア リ ン グ ・サ ー ビ ス

「TSS業 は現 在再 編成 の時 期 に逢 着 して い るが、 将来 新分 野 に発 展 す る余

地 は 洋 々た る もの が ある。 ただ 普通 のサ ー ビス ビ ュー ロよ りは多額 の資金 を必

要 とする し、 顧 客 の質 も高 いの で弱 体 な企 業 で は困難 が多 い であ ろ う。 」
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タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス の 専 業 者 は150を 数 える。(ア メ リカ 全 体

で は300以 上 あ る と さ れ て い る 。)し か しな が らそ の 中 で 業 績 が あ が って い

る も の は 十 分 の 一 に過 ぎず 、 上 位 十 数 社 で 全 売 上 げ の75%を 占 め る有 様 で あ っ

て、 業 界 全 体 と して は 必 ず し も好 調 と は い え な い 。 そ の 大 き な理 由 は す で に ふ

れ た と こ ろ で あ る が、 比 較 的 安 易 に科 学 計 算 の 分 野 に 集 中 して過 当 競 争 を ま ね

い た こ と と、 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス に は 可 成 り大 きな設 備 投資 が必要 な

た め、 業 績 が あ が らぬ とき は こ れ が大 きな 負 担 に な る こ とに あ る よ う で あ る。

新 しいサ ー ビスの 分 野 と して は 販 売 管 理 、 在 庫 管 理 、 生 産 管 理 等 の 管 理 部 門 か

ら、 財 務 計 画 、 需 要 予 測、 生 産 予 測 等 の 予 測 の 分 野 に は ま す ま す 広 い 分 野 が あ

り、 こ れ に 対 応 して ゆ け ば ま す ます 発 展 の 期 待 が あ る と して い る。 ま た 自 ら コ

ン ピ ュ ー タ を設 置 す る よ りは、 よ り安価 に、 必 要 な時 期 に コ ンピ ュータ が活 用 で き

1
る とい う点 で は、 コ ン ビ=一 タ を も っ て い る大 企 業 とい えども タイ ムシ ェア リン

グ ・サ ー ビ ス を活 用 す る余 地 が 多 い と して い る。 これ は 大 企 業 に お い て も コ ン

ピュー タ ・セ ンターを設 けて、 オ ンライ ン によって各支 店、営 業所、工 場 等 が 共 同 的 に

コ ン ピュー タの有 効利 用 を図 っ て い る現 状 か らも十 分 肯 け る と こ ろ で あ る。 た だ

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス に は よい ソフ トウ ェア が 準 備 さ れ、 適 合 し た 設 備

が な くて は な ら な い 。 と く に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン手 段 の 優 劣 が き わ め て 重 要 で

あ る と して い る。 な お設 備 費 が 大 き く な る の で い たず らに大 型 の コ ン ピ ュ ー タ

を取 入 れ る こ と な く、 適 合 した も の の う ま い活 用 を図 って い る こ とは 注 目に 値

す る。

な お タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス の 意 味 す る とこ ろ は、 わ が 国 で い う と こ

ろ の 厳 格 な 意 味 で の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス で は な い こ と に つ い て 理 解

し な くて は な ら な い。 大 量 デ ー タ を処 理 す る必 要 の あ る 事 務 関 係 の情 報 処 理 が

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス で で き る か とい う疑 問 は この 点 で 解 明 さ れ た と

思 わ れ た。 す な わ ち、 ア メ リカ で の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス とは 、 リモ

ー トバ ッ チ 処 理 も 当 然 含 ま れ
、 オ ン ラ イ ン に よ る イ ン ク ワイ ア リ ー サ ー ビ ス を
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除 け ば リア ル タイ ムで ない場 合 もタイ ムシ ェア リング ・サ ー ビス に含 んで解 釈

して い る。 要 は オ ンライ ンで必要 な時 に コ ンピ ュ ータ が使 用 で きる サ ー ビスの

凡 てが タイ ムシ ェ ア リング ・サ ー ビスで あ る とい うこ とで あ り、 わ れわ れ の よ

うに ミリセカ ン ドで タイ ム をス ライ ス した ものが タイ ム シェ ア リング ・サ ー ビ

スで あ る とい うよ うな厳 格 な定 義 な どは現 実 に不 必要 であ る といわ んば か りで

あった。

タイ ム シェア リング ・サ ー ビスの市 場開 拓 、 顧 客の確保 につ いて はす で に述

べ た とこ ろで あ るが、 こ とにわ れわ れ が注 目す べ きこ とは、 そ の顧 客 がお おむ

ね大 企 業 で あれ ば も ちろん、 中企 業 で あ って も何等 かの意味 に お いて 一 白 ら

コ ンピュ ータ を もって いる とか、 また は コ ンピュ ータ を実際 に利用 した経験 者

が経 営 者 の 中 にい る とか一 コ ンピュ ー タにつ い て全 く無知 では ない もの が多 い

とい うこ とで あ る。 この点では顧客の質 は可成 り高 く、 提供 され るサ ー ビス につ

い て相 当判然 した 価値 判断 力 を もって い る。 した が って サ ー ビス業者 は余 程 サ

ー ビス の内容 につ い ては明 確化 す る と とも に、 しっか りしたサ ー ビス ポイ ン ト

を明示 す る必 要 が ある。 逆 にサ ー ビス内容 が よけ れば タイ ム シ ェア リング ・サ

ー ビスの有 利性 を顧客 に納 得 させ るこ とは可 成 り容 易 にな る よ うで あ る。 全 く

経験 のな い顧 客 に対 しての需要 の 開拓 はア メ リカで もなか なか 困難 で あ って、

顧客 の欲 してい るで あ ろ う情報 処理 の種類 を分 析 し、 現 実 に これ の コ ンピュ ー

タ処 理 を してみ せ、 そ の効 果 を理 解 させ るた め に、 相手 方 の各 層 に対 して相 当

念 入 りな各種 実物 教 育 をほ どこ して い る。 な お安 価 に使 用 し うるた めに は、 極

力簡 易 な ター ミナ ル と、 易 しい操 作 に よる コ ンピュ ータ利用方 法 を と くに考 慮

し、TSS会 社 自体 が この よ うな設 備 開発 に意 を用 いて い る こ とは敬 意 を表 す

るに値 す る。

顧 客 との間 の通 信線 の利 用 に つい て は各 論 で 明 らかにす る よ うに 各種 の方 法

があ って、 そ の料 金 制度 もいろい ろである。 すなわち顧客の数 とか、 利用 形態 を

組 合せ て最 も有効 な方法 を選 ん でお り、 顧 客は 必 ず しも地域 的 な制 限 範囲 が第
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一義 的 ではな い
。 この点TSS会 社 は各種 の悪 条件 を もつ大都 市 を離 れて近 郊

にサ ー ビス本 拠 を移 してい る こ とも うなづ け る ところ で ある。 なお通 信 料金値

上 げ問題に関 しては、 もちろん値 上 げ は喜 ぶべ き ことでは ない と して はい るが、

デ ー タ通 信 の急 激な発 展 に伴 う通信 設 備費 の投 下 等 よ り、 妥 当 な料 金値 上 げ に
c

な る こ とは止 む を得 な い と してい る よ うで ある。 た だ アメ リカ の特殊 性 で も あ

るが、 各 州内 の料金 の 決定 は その 州 に権 限 が あ り、 これ がた め通信 サ ー ビス会

社 に と って料 金 が平等 でな い こ とがTSS会 社 間に利 不利 を生 ず る こ とが多 い

ので、 料金 の 平等 性 が是 非欲 しい と してい る。

TSS会 社 が 与 えて い るサ ー ビスは、 現状 で は顧 客 自身 の プ ログ ラ ムまた は

顧 客 の依頼 に も とつ い て開発 した プ ログラ ムに よる ものが大 部分 で、TSS会

社 が開発 した プ ログラム ・パ ッケ ー ジに よるサ ー ビスは まだ僅 かで あ る。 後 者

は次第 に増 加 す る方 向 には あ るが、 現 在 で は恐 らく20%に 満 たな い で あろ う。

将来 は各方 面 の顧 客 に サ ー ビス す るた めに は プ ログ ラ ム ・パ ッケ ージ に よるサ

ー ビスがTSS会 社 に とって も、 客 に とっ て も有 利 になるで あ ろ うか ら、 この

た め よい プ ロ グ ラム ・パ ッケ ージ を開発 し、 これ をセ ールス ポイ ン トとす る こ

とが望 ま しい と してい る。 しか しな が らタ イ ム シェ ア リング ・サ ー ビスの顧 客

の範 囲 を考 えあ わせ る と、 この よ うな分 野 は50%を 超 えるこ とは難 しい との

見方 を して い る。

顧 客 の機密 の保持 に つい ては、 コ ン ピュ ータ の使用 方法、 特 別 の コー ド等 に

つ いて の考慮 も は らってい るが、 基 本的 には 相手 方 との厳格 な契約 に よ って信

用関 係 を主体 と してい る。 しか しな が ら顧 客 との トラブル に よ り損 失 を生 じた

場 合 の 自衛策 と して、 各種 の保 険 を設 けて い る。 フ ァイル の損 失 に よ る損 害賠

償 の補填、 コ ン ピュ ー タ事 故 に よる損害 賠 償 の補 填、 従業員 の不 当 行為 に よる

損 害賠 償 の補 填等 々極 めて 多岐 にわ た り附保 してい る。 これは、ADAPSO

を とお して昨年 以来 実 施 された もの で あ るが、 わ が国 で は一 寸考 え られ ない こ

との よ うで も あ った。
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5.情 報 提 供 サ ー ビ ス

「情 報 提供 サ ー ビス は、 企業 的 に成 立 す るのは ア メ リカ で も なか なか 困難 な

こ との よ うで ある が、 リザ ベ ー シ ョ ン ・サ ー ビス は着 々と現 実 に成 功 してい る

と見 られ る。」

ア メ リカにお い て も情報 提供 サ ー ビス業 は必 ず しも企業 的 に十分 な成果 をあ

げ、 着 々 と拡 大 してい る よ うには思 えない。 わ れわ れは南 カ リフォル ニア大学

で行 な って い るNASAの 科 学技 術情報 の 提供 サ ー ビスにつ い て と くに その 印

象 を強 くした。NASAで は、 集 め た莫大 な科 学 情報 一75万 件 に お よぶ とい

う一 を一般 の企 業等 に提供 す るた め、 全国6ヵ 所 の大 学 にそ の サ ー ビス を行 な

わ しめて い る。 これ等 の情 報 は極 めて価値 の高 い もの と思 わ れ るが、 案 外一 般

の企 業等 で これ を利用 す る者 が少 い こ と、 また 利用 しよ う とす る者 が果 して何

を求 め てい るか を確実 にす る こ とに極 めて大 きな努 力 を要 す る こ とな どが この

種情 報 提 供 の難 しさ を考 え させ た。 この情 報 提 供 は、 もとにな る情報 収 集、 そ

の分類 等 はNASAの 予 算 で あ り、 ニ ュース ソー スの費用 は た だで あ る。 また

サ ー ビス のた めに必要 な要 員、 大 学 の先生 等 に つい ての経費 もす べ て国 の予算

で あ る。 しか しなが ら情 報 提供 要望 者 の要 望 内容 を正 確 につ かみ、 必 要文 献 を

と りだ す ため に は、 お そ ら く1件 あた り800ド ル を要 す るで あ ろ うと見 られ、

190ド ルのサー ビス 料 金 を とっては い る もの の国家 の支 出が な い限 りは 全 く成

り立 た ない。 ニ ュース ソー ス、 文 献 の処理 、 高 級要 員 を必 要 とす る情報 提 供 は

なか な か企業的 に は成 り立 ちそ うもない。 ま してや ニ ーズ が思 った程 高 くない と

い うよ り、 無 知 の者 を相 手 に こ の よ うな商売 は極 めて困難 で あ る と思 う。 これ

に反 して、 比 較 的簡 単 な現 実的 な利 用者 が 多方 面 に ある リザ ベ ー シ ョ ン ・サ ー

ビス の よ うな も のが、 アメ リカ では案 外成 功 してい る。 ホテ ル、 モー テル、 レ

ンタカ ー等 の リザ ベ ー シ ョ ン ・サ ー ビスは、 ア メ リカには可 成 り数 多 くある が、

今度 訪 れたイ ン ターナ シ ョナル ・リザ ベ ー シ ョ ン ・コーポ(International

ReservationCorp.)の 如 きも も とも と十分 な基 礎 とマーケ ッティングに基いて
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い る もの とはい え、 設 立3年 目に して初 年 度 の数十 倍 に のぼ る実績 を あげ、 着

着 として業 務 を欧 州各 国 に まで拡 げて い る こ とは注 目に値 いす る。

国 に よっ て事 情 を異 にす るので一概 に言 うこ とは で きない が、 需要 の大 き さ

とそ の内容 に応 ず る手 段、 こ とに経費 を余 り要 しない手 段が得 られ ると きは十

分に 企業 と して 経営 で きる が、 そ うでな い と きは企業 ベース を離 れ て行 な わ れ

る別途 の手段 が 必要 で あ る と考 え させ られた。

6.情 報処理産業への他部門か らの参入

「情報 処理 産 業 の拡 大 に伴 い他 業種 が強 力 な力 を も って新 た に参 入 して きて、

イ ンデ ペ ンデ ン トの業 者 に とって将来 相 当 の問 題 を起 しそ うで ある。 そ の第 一

は、 コ ンピュー タ メー カ、 第二 は通信 会社、 第 三 は銀 行、 第 四 は巨大 な コ ン ピ

ュ ータ ・ユ ーザ であ る。 」

ア メ リカで は専 門の サ ー ビス ・ビュ ー ロ、 ソフ トウ ェア会 社 は大 体 中小 規模

で ある が、 情 報 処理 産 業 の拡大 に伴 って将 来 を見越 して いろ い ろな大 企業 が こ

の分 野 に積 極 的 に進 出 しつ つ あ る。 これ に対 して専 業者 は相 当 の警 戒 心 と不 満

をも って い るの は事 実 で あ る。 従 前ぐ この問題 に関 しては、 と くに電 信電 話会

社 が問 題 にな ってい た が、 最近 の事 情 では む しろ銀 行 が最 も問 題 にな り、 次 い

で コン ピュ ー タ ・メ ーカ で ある。 銀 行 の情報 処理 サ ー ビス業 に対す る進 出は確

かに 目覚 ま しい もの が あ り、 す で に銀 行 の コ ン ピュ ータ部門 が 独立会 社 と して

サ ー ビス を開 始 してい る例 は多 々 ある。 これ等 のサ ー ビス部 門 が銀行 の取 引 き

に係 る関係 を利 用 して顧 客 を不 当 に吸引 す る、 いわ ば 隠 され た強 制 力 の ある こ

とが専 業者 に と って と くに 警戒 を要 す る もの と見 て い る よ うで ある。 われわ れ

が今度 訪れ た ビバ リー ・バ ンコーポ レイシ ョ ン(BeverlyBancorporation,'

InC.)は 、 従前 ある も の とは特 異 な形 の もの で、持 株 会社法 の成立 を利 用 し、

む しろ情報 処理 会社 を親会 社 と して、 ビバ リーバ ンク(BeverlyBank)は その

一事 業部 とな り、 この持 株 会社 が各種 の銀 行 の情報 処 理 を一 手 に引 き うけ、 マ
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ネ ー ジメ ン トか らコ ンサル テ ィ ング を行 な い、 事 実上10の 銀 行 を支 配 して い

る(他 の銀 行 は支店 並 み一 ちなみ に イ リノイ州 は銀行 が支店 を もつ ことは 禁 じ

られ てい る)。 まだ業 務 の主体 は銀行 サ ー ビス だ けで あるが、 将来 綜 合化 され

た情 報処 理 セ ンター と して各方 面 に強 力 に手 を延 ば す こ とを考 えて い るこ とは、

情 報 化時 代 の新 しい行 き方 と して十 分注 目に値 い した。

コ ンピュ ータ ・メ ーカに対 す る専業 者 の不 満 は設備 費 に対 す る差 等 の問 題 で

ある。 専業者 の もつ設 備 は小売 価 格 で ある のに対 して メー カ ・ス ポ ンサ ーの業

暑 の 設 備 は 卸 売 価 格 で あ り、 ここに大 きな力 の相違 が あ り黙 視す る こ とがで

きない としてい る。 これ に対 して コン グロマ リッ ト(大 ユ ーザの進 出)は 、 競

争条 件 にそ れ程 の差 はな い と してい た。事 実 わ れ われが こ こ数年 来 ア メ リカで

見 た大 型 の ユ ーザ は、 余 りサ ー ビス部 門に対 す る進 出欲 は ない よ うに思わ れ、

む しろ現段 階 では全 社 的情 報 処理 サ ー ビス シス テ ムの完成 と合理 的 コン ピュー

タ使 用 に重点 をお い て努 力中 で、 余 力 が あれば社 外 のサ ー ビスに も進 出す る と

い う考 えが強 い。(今 回 の ウ ェステ ィ ングハ ウス、 昨 年度 調査 の プ ロクタ ー ・

ア ン ド ・ギ ャ ンブル、 ク ライ ス ラー等)。 しか しなが ら余 力 を十 分 に活 用 して

新 た な分 野 に進 出 す る こ とは ロ ッキ ー ド社 の例 に も見 られ、 巨大 な資本 と豊富

な人 材 の活用 に よる 力 はそ う楽観 は許 され ない の では ないか と思 わ れ る。 いず

れに して も、 専業者 自身 い ろい ろ の不 満は あって も新 しい発展 分 野 に各方 面 の

巨大 資本 が進 出 し、 そ の シ ェア も拡 大 す る こ とは 観念 してい る よ うな感 が ない

では ない が、 また他 面独 自のサ ー ビスの開 拓 に よ って、 大企業 の情報 処理 の一

部 分 を受 け もち、 そ の補完 的 役 割 りを積極 的 にお し進 める(例 えば銀 行 の調 査

統 計 業務 とか、 大 企業 の科 学 計 算等)自 信 も十 分 に もって い る よ うに も見 えた。
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独 創 性 の あ るRUSHシ ス テ ム に よ りTSSに

成功 して い るア レン ・バ ブ コ ック社

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

Allen-BabcockComputing,Inc.

GatewayEast,CenturyCity

1800AvenueoftheStars

IＬosAngeles,California90067

1971年6月28日(月)

LutherA。Kepple(Manager,LosAngelesDataCenter)

吉 田 、 大 塚 、 畔 柳 、 堀 川 、 中 川 、 新 野 、 若 曽 根(現 地 参 加)

1.概 要 お よ び 所 感

浮 沈 の 激 しい タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス(TSS)で 、数 少 ない 黒字 経 営 の 会

社 とい わ れ る ア レン ・バ ブ コ ッ ク社 は、 ロス ア ンゼ ル ス か ら車 で 約30分 、 サ ン

タ ・モ ニ カ に 近 く、 現 代 的 な 都 市 計 画 に基 い て 創 ら れ た セ ンチ ュ リー ・シテ ィ

に本 社 が あ る。

こ の一 区 画 は、 一 流 の ホ テ ル 、 ス ーパ ー ・マ ー ケ ッ ト、 オ フ ィ ス街 か ら成 っ

て お り、 い か に もア メ リカ ら しい 贅 を尽 した 建 物 と、 広 々 と した 道 路 、 芝 生、

庭 園 が ゆ と り を も っ て 配 置 さ れ て い る。 そ の 一 角 の 美 しい ビル の9階 に 数 室 を

占 め、 まず 申 し分 の な い 環 境 の 良 さ で あ っ た。

本 社 の コ ン ピ ュー タ ・ル ー ム は、DATA100Corp・ の 端 末機 と テ レタ

イ プ(MC-70Timeplex)が あ る程 度 の 狭 い 一 室 で、 オ ン ラ イ ンに よ り、 同

社 の ロ ス ア ン ゼ ル ス ・デ ー タ セ ン タ ー と結 ば れ て い る。

同 社 は、 マ ネ ー ジ ャー、 ス タ ッフ あ わ せ て80名 程 度 の 比 較 的 規 模 の 小 さ い、

コ ソuo--u・ サ ー ビ ス 専 業 の会 社 で あ り－IBMで 経 験 を積 ん だ優 秀 な人 材
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乏 、 独 創 的 な技 術 を売 物 と して＼ 少 数 精 鋭 主 義 を 誇 っ て い る と い う印 象 が 強 く

わ れ わ れ の 実 感 と して 残 っ た。

ア レ ン ・バ ブ コ ッ ク社 の特 徴 は、IBMと 密 着 した 独 創 性 の 高 いRUSHシ

ス テ ム を開 発 し、TSSの 得 意 とす る技 術 計 算 よ りは、 市場 性 の豊 か な ビ ジネ

ス ・ア ー タ ・プ ロ セ シ ン グ の 分 野 を開 拓 した こ とで あ る。 ま た、RUSHシ

ス テ ム は、TSSの み で な く、 大 量 の デ ー タ 処 理 が で き る汎 用 性 の あ る リモ ー

ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー一(RJE)を も 含 む サ ー ビス で あ り、 マ ー ケ ッ トの 拡

張 と同 時 に 夜 間 の コ ン ピ ュ ー タ活 用 を図 っ て い る点 も着 目 した い特 徴 で あ る。

さ らに、 い くつ か の 適 用 範 囲 の広 い ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 自 ら開 発 し、

RUSHシ ス テ ム の サ ー ビ ス の拡 張 を進 め て い る。 こ の よ う な小 回 り を き か せ

た 秀 れ た経 営 感 覚 と、 高 度 の技 術 力 が、 収 益 を生 み 出 して い る も の と思 わ れ る 。

2.詳 論

2.1ア レ ン ・バ ブ コ ッ ク社 の 沿 革

誰 もが、 自分 自 身 の コ ン ピ ュ ー タ を持 つ 贅 沢 は許 され な い。 共 同 で大 き

な コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し 得 る シ ス テ ム 、 こ れ がMr.J.D.Babcock

が1964年 に 、 こ の 会 社 を 設 立 した 基 本 的 な 創 立 の精 神 で あ る。 当 初、

次 の 三 つ の サ ー ビス を 目的 と して ス タ ー ト した。

a・Systemcenteroperations

b.Applicationspackages

c.Systemsconsulting

1965年 にIBM社 に 対 す る積 極 的 な 働 き か け に よ っ て、 次 の 各 項 目

に お け る、 よ り進 ん だ 技 術 の 開 発 に関 してIBM社 と 契 約 を結 ぶ こ とに成

功 した。

a.Bulkcorestorage

b・Tele-processing
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c.Microprogramming

d.TimesharingfeasibilityofthePI」/1

こ の 研 究 の 結 果 、IBM360シ ス テ ム に 密 着 し たRUSH(Remote

旦sersof旦hared旦ardware)シ ス テ ムが 完 成 し、 大 き な コ ン ピ ュ ー タ の分

割 利 用 が、 遠 隔 地 の利 用 者 か ら も、 好 き な 時 に、 安 く経 済 的 に使 え る よ う

に な っ た。

1966年8月 、 パ ロ ・アル ト市(サ ン フ ラ ン シ ス コ市 か ら南 に約30

マ イ ル)に 最 初 のRUSHタ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ シス テ ム の 計 算 セ ン タ

ー が設 置 さ れ た
。1967年9月 に ロス ア ンジ ェル ス 市 に 二 番 目の シ ス テ

ム が完 成 し、 さ らに1969年2月 に は、 東 部 の ニ ュ ー ジ ャー ジ ー 州 ユ ニ

オ ン市 に 三 番 目 の シ ス テ ムが 置 か れ、 サ ー ビス を開 始 し た。

2.2RUSHタ イ ム シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム

221技 術 的 な特 徴

RUSHシ ス テ ム の特 徴 は 、 顧 客 の プ ロ グ ラ ム を高 速 度 の コ ア か ら

付 属 の 記 憶 装 置 に移 し、 別 の 顧 客 の プ ロ グ ラ ム と交 換 す る"swapping"

の 機 能 の 代 りに 開 発 され た技 術 的 な方 式 に あ る。

4,000～&000マ イ ク ロセ カ ン ドの 高 速 ドラ ム と比 較 し て、 超 高

速 の3マ イ ク ロ セ カ ン ドの ア ク セ ス ・タ イ ム を持 つ 大 容 量 の コ ア能 力

を使 用 す る こ と に よ って、 コ ア へ の 顧 客 の プ ロ グ ラ ム の 出 し入 れ が 不

要 に な り、TSSを 利 用 中 の す べ て の 顧 客 の プ ロ グ ラ ム が い っ も コ ア

に あ る の がRUSHシ ス テ ム の 秀 れ た 点 で あ る とい っ て い た 。

こ の技 術 的 な 革 新 の た め に、 同 社 は ハ ー ドウ ェア そ の も の に も い く

つ か の 変 更 を加 え、 経 済 的 に 成 り立 つ シ ス テ ム を作 る た め に、IBM

360シ ス テ ム/モ デ ル50に.22の マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ミ ン グ を追 加

した。

こ れ らの プ ロ グ ラ ミ ン グ の 言 語 はPL/1に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
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222シ ス テ ム の特 徴

RUSHシ ス テ ム の も う一 つ の特 徴 は、 比 較 的 量 の 多 い デ ー タで、

即 時性 の必要 がな い業 務 を、遠隔地 のター ミナルか ら処理 で きる リモー

ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー(RJE)の 機 能 を持 っ て い る こ と で あ る。

こ れ に よ り顧 客 数 は 増 加 し、 同 時 に タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス

の 空 き時 間、 あ る い は 夜 間 の コ ン ピ ュ ー タ 時 間 を 有 効 に 活 用 す る こ と

が 可 能 とな り、 一 石 二 鳥 の 収 益 効 果 を もた らす こ と とな る。

2231BMへ の 密 着 性

バ プ コ ッ ク社 のRJEシ ス テ ム で は、IBMで サ ポ ー トして い る い

か な る コ ン ピ ュー タ 言 語 を使 っ た フ.ロ グ ラ ム も 処理 可 能 で あ り、 プ ロ

グ ラ ム の 開 発 ・コ ンパ イ ル等 に威 力 を発 揮 し う る。 、

ま た、TSS用 のPL/1言 語 も問 題 優 先 型 の タ イ プ で、 会 話 型 の

利 用 し易 い 言 語 とな っ て ヤ・る。 こ のRUSHPL/1とIBMの

PL/1と は 互 換 性 を持 っ て い る。

さ ら にRUSHシ ス テ ム で は、IBMの ダ イ レ ク トrア ク セ ス ・フ

ァイ ル ・シ ス テ ム の利 用 が で き る の で、 デ ー タ ・バ ン ク、 情 報 検 索 に

も有 効 で あ る。

2.5バ ブ コ ッ ク社 の オ ン ラ イ ンTSS/RJEシ ス テ ム

端末機(タ イプ型)

ConsentratorDataphone

9600b

TSS→

IBM

360/50

RJE→

Lease
lineM

odem

1つ のConsentrヨtor当

り最 大38コ ま で

24・bO

DATA100

(CardReader

Printer)

品 十4主 で
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こ の シ ス テ ム で は 、 一 つ の コ ン ピ ュ ー タ で 同 時 に75の 端 末 機 が 扱 え る。

普 通TSSは 科 学 計 算 用 が多 い が、 バ ブ コ ック社 で は65～70%が ビ ジ

ネ ス ・デ ー タ ・プ ロセ シ ン グで あ る とこ ろ に マ ー ケ ッ テ ィ ン グ の ユ ニ ー ク

さ が あ る と思 う。

ユ ー ザ は、 セ ンチ ュ リー ・シ テ ィ 区 域 の 中 小 企 業 が 多 く、 例 え ば、 不

動 産 業 者 、 建 築 業 者 、 ス ー パ ー ・マ ー ケ ッ ト、 株 式 売 買 人 等 が 挙 げ られ る 。

現 在、 バ ブ コ ッ ク社 はIBM360シ ス テ ム/モ デ ル50に よ るFuil

RUSHシ ス テ ム を、パ ロ ・ア ル ト市、 ロ ス ア ン ジ ェ ル ス 市 、 ユ ニ オ ン市

の3ヵ 所 に コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー を持 っ て サ ー ビ ス して い る。

ま た、 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス の た め に 営 業 所 を全 米 に16カ

所 持 っ て い て、マ ー ケ ッテ ィ ング 重 視 の 経 営 を行 な っ て い る こ と も注 目に 値

い し よ う。

TSSの た め の360/50シ ス テ ムの 構 成

◎ プ ロセ ッサ ー

2050

2361

◎ 付 属 機 器

2314

2400

1403

1442

2501

2703

Maincorestorage(128K)

Large-capacitycorestorage(200万bytes)

初 期 の シス テ ム で は 、Data

Diskに 置 換 えた 。

Diskfacility:2台

Tapedrives:3台

Printer

Cardpunch

Cardreader

Transmissioncontrolunit(120回 線)

celldriveを 使 っ て い た が 、 現 在 は
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◎TSSユ ー ザ の 端 末 機 種

oIBM1052,2741

0TTYModel33
,35

0Friden7100

0SD1110CRTDisplay

2.4デ ー タ の 保 証

oCCI-33

0CalcompPlotters

oDatapoint3300

。 そ の 他

デ ー タ の秘 密 と安 全 性 の 確 保 は、 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス に お い

て 最 も 重 要 な 項 目 の 一 つ で あ る。 ユ ー ザ に と っ て、 デ ー タ が洩 れ る こ と は

商 売 上 の 権 益 に 大 き な 影 響 を お よ ぼ す 。 バ プ コ ッ ク社 で は、 ユ ー ザ に6桁

の 英 数 文 字 に よ り、L－ ザ の名 前 と ユ ー ザ の 番 号 を登 録 し、 さ らに6桁 の

数 字 か らな る コ ー ドを2つ 使 って、 ユ ー ザ の プ ライ バ シ ー を保 護 し て い る。

し た が って、 従 業 員 で も ア カ ウ ン ト ・ナ ンバ ー を知 らな け れ ば ア ク セ ス で

き な い。 ま た、 プ ロ グ ラ ム は リス ト ・キ ー に よ り、 保 証 され て お り、 デ ー

タ ・フ ァイ ル は ユ ー ザ の 番 号 と フ ァイ ル の 名 前 に よ っ て ロ ッ ク さ れ て い る。

安 全 性 の 面 で は、 毎 週 一 回 デ ー タ をデ ィス クか らテ ー プ に ダ ン プす る こ

と に よ り万 一 の 事 故 に 備 えて い る。

2.5ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の サ ー ビ ス

多 くの バ ブ コ ッ ク社 と の 契 約 者 は、 自分 自 身 で 開 発 した プ ロ グ ラ ム、 あ

る い はIBMで 提 供 して い る シ ス テ ム360用 の 各 種 の パ ッケ ー ジ を利 用

して い る が、 当 社 の 開 発 したTSS用 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の

種 々 の プ ロ グ ラ ム も利 用 で き る。 ま た 顧 客 の 希 望 す る プ ロ グ ラ ム は、 契 約

に よ り当 社 が開 発 す る。

TSSの 販 路 拡 張 の た め に 当 社 で 開 発 した い くつ か の ア プ リケ ー シ ョン

・パ ッ ケ ー ジ に は次 の よ う な も の が あ る
。

(1)Propertymanagementシ ス テ ム

こ の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ は、TSSを 利 用 して 、 中 小 規 模
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の不動 産 業者、 ある いは個人 経営 の貸 ピル等 の資産 管理 を行 な うプ ロ グ

ラ ムで あ る。

借 家人 の移 動、 家 賃 の請 求 書、 備 品修 理 の伝 票、補 修部 品 の発 注、 支

払 明細 書 の記 録、 整理、 さ らに は財 務 諸表 の作 成 まで行な い、TSSの

顧 客 が書類 業 務 か ら開放 され、 よ り管 理 面 に時 間 が さける こ と を 目的 と

した シス テ ムで あ る。

タイ プの打 て る女子 社 員 が1人 い れば、 こ の システ ム を簡単 に動か す

こ とが で きる の で、 雇 用 も容 易 で あ り、 仕事 に対 す る訓練 も必 要 がな い。

また、 デ ー タ ・バ ンク を利用す る こ とに よ り、 ファイ ル ・キ ャ ビネ ッ ト

も不要 とな る。

(2)FOREシ ス テ ム ψ ご

/F
ileOperationinaRUSHEnvironmentの 略 で、RUSHタ イ ム

シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス の一 環 と して 提 供 さ れ て い る シ ス テ ム で、 デ ー

タ ・バ ン ク を安 く、 簡 単 に作 る こ とが で き る ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ

ー ジ の 一 つ で あ る
。 こ の シ ス テ ム も専 門 の プ ロ グ ラ マ を持 つ 必 要 が な く、

タ イ プ の 打 て る 女 子 社 員 に よ っ て 十 分 操 作 で き る。

FOREシ ス テ ム は、 フ ァイ ル に あ る デ ー タ の加 工 、 呼 出、 追 加、 削

除、 等 の機 能 を もっ 。 この シ ス テ ム は 会 話 型 の 言 語 で 構 成 さ れ て お り、

例 えば 、 追 加 の 場 合 は"ADD"と タ イ プ ・イ ンす れ ば よ い。 バ ッチ 処

理 と違 っ て、 待 た さ れ る こ とが な く、 必 要 な 時 に 必 要 な デ ー タ を追 加 し、

引 出 す こ と が 可 能 で あ る。

レ ポ ー ト類 は、 自分 の 事 務 所 の 端 末 機 で ア ウ トプ ッ ト さ せ て も よい

し、 量 の 多 い 時 はバ ブ コ ック社 の デ ー タ ・セ ンタ ー の 高 速 プ リ ンタ ー で

打 出 し、 郵 送 させ て も 良 い。

ま た、 最 低 限 週 一 回 バ ッチ 処 理 で、 日報 を ま と めた もの を特 別 に 入 手

す る こ と も契 約 で 可 能 で あ る。
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FOR,Eの 用 途 は主 と して 中 小 企 業 者 の次 の よ うな 業 務 の デ ー タ ・バ

ン ク に適 して い よ う。

技 術 デ ー タ 在 庫 管 理

売 掛 金 勘 定 従 業 員 の 記 録

保 険 デ ー タ 病 歴 の 記 録

株 式 の 動 向 税 金 、 財 務 諸 表 … … … 等 。

(3)SQUAREシ ス テ ム

StockQuery&AnalysisintheRUSHEnvironmentを 意 味 し、

RUSHタ イ ムシ ェア リング ・ サ ー ビス を利 用 した オ ン ラ イ ンに よ る株 式

情 報 シ ス テ ム で あ る。

。毎 日の 情 報 サ ー ビ ス

株 式 の 銘 柄 別 取 引 価 格(高 低 ・終 値)、 数 量 を知 らせ る。 対 象 銘柄

は 次 の 通 りで あ る。

ニ ュ ー ヨ ー ク株 式 市 場 の 全 銘 柄 と主 要 な 社 債

ア メ リカ ン株 式 市 場 の全 銘 柄

海 外 株 式 市 場 の 主 要 な 銘 柄

。フ ォ ー チ ュ ン誌 ・500社 の 諸 デ ー タ

過 去16年 間 の 全 米 ビ ッ グ ・ビ ジ ネ ス500社 の 売 上、 資 産、 資 本

金、 収 益 力 の 記 録

。Portfolioに よ る株 式 の 選 択 サ ー ビス

希 望 す る 購 入 価 格 、 収 益 率、 等 を 指 定 して、 そ の 条 件 に 合 う株 式 を

Portfolioで リサ ーチ で き る。 こ のPortfolioに よ る選 択 が で きる よ

うに、 こ のSQUAREシ ス テ ム は多 くの 機 能 を具 備 して い る。

2.6ソ フ トウ ェ ア の リー ス ・サ ー ビ ス

競 争 の 激 しい タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス に と どま らず 、 バ ブ コ ッ ク

社 が 打 ち 出 した 新 し い経 営 戦 略 の第 一 弾 が、 伸 び の大 き い 、 将 来 性 の あ る
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DYNARUSH(DynamicRemoteUseof.SharedHardware)オ ン ラ イ ン ・

シ ス テ ム に よ る ソ フ トウ ェ ア の リー ス ・サ ー ビス で あ る。

こ の シ ス テ ム は 当 社 のTS・S用 に・開発 したRUSHシ ス テ 、ム を さ らに発

展 さ せ た も の で、 大 会 社 の オ ン ライ ン ・シ ス テ ム用 に リー ス する 目的 で 開

発 し、71年 春 に完 成 し た。 現 在 す で に3社 に リー ス して い る。

シ ス テ ム の特 徴

。言 語 はPL/1で あ り、ビ ジ ネ ス ・デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ、 科 学 技 術 計 算

と も に 有 効 で あ る。

。 タ ー ミナ ル か らプ ロ グ ラ ム の 実 行 がで き、 結 果 は直 ち に送 り返 され る。

。オ ン ラ イ ン に よ る デバ ヅ ギ ン グの 機 能 を有 し、 端 末 機 か らプ ロ グ ラ ム の

パ リデ ィ テ ィ'・ チ ェ ッ ク(正 当 性 の 検証)が 可 能 で あ る。

.。 プ ロ グ ラ ム の 大 小 に よ り、 自動 的 に コ ア ・サ イ ズ が 調 整 され る の で、 オ

ン ラ イ ンの 負 荷 が 低 い 時 に は 他 の業 務 に残 さ れ た コア ・入 ペ ー ス と
.・

.1`

t'

.i

CPUタ イ ム が利 用 可 能 で あ る。 .

。DYNARUSHシ ス テ ム が 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ は、IBMシ ス テ ム360,

シ ろ テ ム370の み で あ り、 そ の モ デ ル 、 周 辺 機 器 と も中 型 機 の 規 模 以

上 が 必 要 で あ る。

機 種i

IBM360シ ス テ ム/モ デル50,65,75,85,91

1BM370シ ス テ ム/モ デノレ155,165,1951

コ ア ・サ イ ズ512K以 上
・!

く

周 辺 機 器

2314デ ィ ス ク装 置 ・・4台 以 上s

2702か2703プ ラ グ ー プ ラ グ装 置1台 以 上
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2.7バ プ 「=rック 社 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス 料 金 ・ 、

(1)Dialingservicest

"'三
つ'の デ ー タ ・セ ン タ ー に対 す る 端 末 機 か』ら の 回 線 使 用 料 は、 各 顧 客

との 契 約 に よ っ て き ま る が、 セ ン タ ー に 近 い主 要 都 市、.例 えば、 .パロ ・

アル ・ト、 サ ン ブ ラ ンシ ス コ、 ロ ス ア ン ジ ェ・ル ス、..ベ イ'カ ー フ ィ ーノレド、

オ レ ン ジ ・カ ウ ン テ ィ、 ユ ニオ ン、 ニ ュ ー ヨ ー ク、一フ ィ ラデ ル フ.イ ア等

∴ ・か ぢ は 無 料 に近 く
、 そ の 他 の 遠 隔 地 の 都 市 か らも 月150ド ル の 固 定 料

金 で 、 非 常 に 安 く利 用 で き る。 、

'(
2)TS`S・ 料 金"."z』.t・

料 金 は、 次 表 の よ うにCPUの 実 使 用 時 間 と、顧 客 の プ ロ グ ラム の 大

小 に よ って 割 当 て られ る コ ア の 専 有 面 積 に よ っで 決 ま る。

・'なお 、'累 積 料 金 が 月 間7.50『 ドル'を 超 過 す る ど、 超 過 分 は 割 安 と、な る 。

層Y

利用す る コアの大き さ CPU1分 当 り CPU1分 当 り
(K=1,024

characters) 月750$以 下 :1月 ゲ5σ$・ 以 上

! i、9

8K $8.25 $6.25
・1

.`・
,1■`'^

1'2K
「

10.50' 8.25

16K 12.50 10,25'

20K 14.50 12.・25

24K 1、6.50
、..、

・13・25

28K 17.50 14.25

'

32K 18.50 15.25

36K 19.5b 16.25

40K 20.50 17,25'

一44K
21.50 18.25
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(3)Datastorageのi費 用

TSSの 契 約 者 は、 そ の プ ロ グ ラ ム保 存 の た め に、 最 初 の10万 キ ャ

ラ ク タ の ス ト レイ ジ使 用 分 ま で は 無 料 で あ る が、 追 加 分 の プ ロ グ ラ ム、

デ ー タ の保 存 料 は10万 キ ャ ラ ク タ ご とに 月 間 次 の 使 用 料 を必 要 とす る 。

2314Datastoragefacility$14・00

(4)リ モ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン ト リー の 料 金

RJEの 仕 事 は、 タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ の モ ニ タ ー に よ って コ ン ト ロ

ー ル さ れ、 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス で な お コ ン ピ ュ ー タ に 余 力 が

あ る場 合 や、 夜 間 の 時 間 帯 の 有 効 活 用 が 狙 い で 、 これ に よ り、 採 算 性 は

著 し く向 上 す る。 料 金 はCPUの 実 使 用 時 間 に 依 存 し、 昼 間 と夜 間 で異

な るが、 どち らの シ フ トで ラ ンを行 な うか は、 デ ー タ ・セ ンタ ー の マ ネ ー ジ

ャ ー が 決 定 す る。 な お、RJEの 料 金 は、 前 掲TSSの 月 間750ド ル

以 上 の 割 引 サ ー ビ ス に は 加 算 され な い。

oStandardprimeshift$225.00/CPUhour

oOvernightshift$175・00/CPUhour

バ ブ コ ッ ク社RUSHサ ー ビス 時 間

セ ン タ ー 月 ～ 金 土 曜 日

ロ ス ア ン ジ ェ ル ス

パ ロ ・ ア ル ト

ユ ニ オ ン

6a.m.～9P.m・

5a.m.～10p.m.

8a.m.～9P。m・

8a.m.～5P.m・

〃

8a.m.～12noon

㈲ タ ー ミナ ル 料 金

端 末 機 の 選 択 は、 顧 客 の 自由 で あ る が、IBM2741タ ー ミナル に

つ い て の み、 バ ブ コ ッ ク社 は 月 間125ド ル で リー ス す る。
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ホ テル 、 レン タカー 予 約 サー ビス で世 界 に飛 躍

す るイ ン ター ナ シ ョナ ル ・リザ ベ ー シ ョン社

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

InternationalReservationsCorp.(IRC)

(ASubsidiaryofPlanningResearchCorp.)

16055VenturaBoulevard,Encino,California91316

1971年6月29日(火)

RalphA.Courtney(VicePresidentofPlanningResearch

Corp.)

RalphE.Montijo(ExecutiveVicePresidentofIRC)

TomS.Eason(VicePresidentEngineeringofIRC)

吉 田 、 新 野 、 大 塚 、 堀 川 、 中 川 、 畔 柳 、 若 曽 根(現 地 参 加)

1.概 要および所感

イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ・ リザ ベ ー シ ョ ン(InternationalReservations

Corp.-IRC)社 は 、1968年 に ア メ リカ の 代 表 的 な調 査 研 究 機 関 で あ る

プ ラ ン ニ ン グ リサ ー チ 社(PlanningResearchCorp.-PRC)が 、 す で に 開

発 して い た 航 空 座 席 予 約 の リザ ベ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の経 験 と、 将 来 の トラ

ベ ル ・イ ン ダ ス ト リー の 成 長 を見 込 ん で ホ テ ル、 モ ー テ ル、,カ ー レ ン タル の リ

ザ ベ ー シ ョ ン会 社 と して 設 立 した も の で あ る。

設 立 当 時 は 契 約 ホ テ ル の 数 も少 くア メ リカ 国 内 の み で あ っ た が、 年 々 大 き な

伸 び をみ せ、 現 在 で は ア メ リカの み な らず ヨ ー ロ ッパ 各 国 と 提 携 して お り、 今

後 も世 界 各 国 へ 拡 大 意 欲 を示 し、 設 立 の1968年 か ら5年 間 で 約360億 円

の 売 上 げ 達 成 を見 込 ん で い る。
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こ の シ ス テ ム サ ー ビス は、 世 界 的 に 旅 行 が 広 い 範 囲 に 拡 大 しつ つ あ り、 しか

も個 人 の 好 み が 多 様 化 して い る 段 階 に あ る だ け に、 副 社 長 のMontijo氏 の 発 言

に み ら れ る とお り、

① ビ ジ ネ ス と して(新 しい 分 野 の産 業 で あ る等)

② マ ー ケ ッ テ ィ ン グ と し て(ホ テ ル 等 との 契 約 の 仕 方、 顧 客 か ら料 金 を と

らな い こ と等)

③ 技 術 的 に(DataCommunicationSystemを 使 っ て い る 等)

興 味 深 い サ ー ビ ス と い え る。 今 後 日本 に もか か る需 要 は発 生 して く る こ とが予

想 さ れ て い る の で、 情 報 提 供 サ ー ビ ス業 の 一 つ と し て 検 討 す る 意 味 が あ ろ う。

た だ、 欧 米 と 日本 で は、 ホ テ ル の あ り方、 旅 行 の しか た、 自動 車 との 関 係 な ど

様 々 に社 会 的 条 件 が 相 違 し て い る の で シ ス テ ム分 析 は 相 当 に 難 しい の で は な か

ろ うか。

当 社 の 予 約 シ ス テ ム が か な りの 成 功 を お さめ て お り、 顧 客 が1969年7月

の15000人 か ら1970年7月 に は こ の10倍 、 さ らに1971年7月 に

は69年 の30～40倍 と 急 増 し て い る背 景 に は 次 の 理 由 が あ る の で は な い か

と感 じた。

① プ ラ ン ニ ン グ リサ ーチ 社 に お け る 巾 広 い シ ス テ ム 分析 、 設 計 の 経 験 の 蓄

積 と コンピュー タ フ ィー ル ドの 経 験 が あ っ た。(以 前 に 航 空 会 社 の 予 約 シス

テ ム を 手 が け て い る。)

② ビヘ イ ヴ ィ ア サ ー ビス ・コ ー ポ レー シ ョ ン(PRCの 子 会 社)と い う会

社 で こ の よ うな サ ー ビス の 研 究 を して い る。

③ マ ー ケ ッテ ィ ン グ の 知 識 も プ ラ ンニ ン グ リサ ー チ 社 と して は 得 意 の分 野

で あ る。

か か る 蓄 積 が な い と、 単 に ア イ デ ィ ア だ け で こ の よ うに ス ムー ズ にimple-

mentatiOnが 行 な えて、 シ ス テ ム を拡 大 して い け な い の で は な か ろ うか。

ま た、 海 外 に 今 後 積 極 的 に拡 大 して い こ う とす る 当 社 の 意 欲 が 強 く感 じ られ 、
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と く に シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア を15名 も置 い て 主 に海 外 に お け る シ ス テ ム の 拡 大

に あ た らせ て い る点 が 印 象 的 で あ っ た。

2.詳 論

2.1設 立 の 概 要

当 社 は1968年 に ア メ リカ の代 表 的 な 調 査 研 究 機 関 で あ る プ ラ ン ニ ン

グ リサ ーチ 社(PRC)の100%子 会 社 と して設 立 さ れ た。 設 立 の 動 機

は 、PRCに は 以 前 に航 空 座 席 予 約 シ ス テ ム を受 注 した 経 験 が あ り、 一 方

トラベ ル イ ン ダ ス ト リー の成 長 が 見 込 ま れ て い る う え、 従 来 か ら ビ ジネ ス

あ るい は 観 光 旅 行 を希 望 す る一 般 の人 々 が 中 々 自分 の希 望 どお りの ホ テ ル

あ る い は モ ーテル、 カ ー レンタル の 予 約 を行 な え な い 状 況 が あ り、 ホ テル 側

で も こ の 対 策 に苦 慮 し て い た か らで あ る。

開 始 して 最 初 の 契 約 ホ テ ル チ ェ ー ンは、 ハ ワ ー ド ・ジ ョ ン ソ ンで、3500

ル ー ム の 規 模(タ ー ミナ ル 数 は410)に 過 ぎ な か っ た が、 年 々 大 き な伸

び を見 せ、 ア メ リカ の み な らず 欧 州 各 国 に も シ ス テ ム は 拡 大 した 。1969

年 の 英 国 を皮 切 りに ア イ ル ラ ン ド、 ス イ ス、 フ ラ ン ス、 ドイ ツ等 に 進 出 し

て お り、 今 後 は ス カ ン ジ ィ ナ ヴ ィ ア、 ス ペ イ ン、 ハ ワイ 、 極 東 へ も進 出 を

計 画 して い る。

本 年7月 の契 約 ホ テ ル の 数 は7,600で 部 屋 数 の 合 計 は750,000に も

達 して い る。

当社 は そ の設 立 の 経 緯 か ら も、役 員 を は じ め、 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア は す

べ て プ ラ ン ニ ン グ リサ ー チ 社 出 身 で あ る。 ち な み に 当 社 の 従業 員 は300

人 で 、 こ の 内200人 は 予 約 を し よ う とす る 顧 客 か ら電 話 を受 け る 女 性 の

レ シ ー ヴ ァで あ り、 上 級 技 術 者(シ ス テ ム開 発 を担 当 す る シ ス テ ムエ ン ジ

ニ ア)は15人 で あ る。
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2.2プ ラ ン ニ ン グ リサ ー チ 社(PRC)

(当 社 の 親 会 社 で あ る プ ラ ン ニ ン グ リサ ー チ 社 は如 何 な る会 社 で あ る か

若 干 触 れ て お くこ と と す る。)

PRCは1954年 、 当 時 ラ ン ド社 に い た、R.W.Krueger(現PRC社

長)、Dr.A.Wylly,J.D.Littleら に よ っ て ラ ン ド社 か ら独 立 して 設 立 さ

れ た会 社 で あ る。 産 業 全 般 の コ ンサ ル テ ィ ン グ 活 動 と シ ス テ ム分 析 サ ー ビ

ス を提 供 す る 会 社 で あD・、 現 在 は 世 界29カ 国 に活 動 が 及 ん で い る。 年 間

収 入 は6500万 ドル(234億 円)、 全 世 界 の 従 業 員 合 計3800人 で、こ

の種 の プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・サ ー ビ ス 会 社 と して は ア メ リカ最 大(一 世 界

最 大)の も の と い える。 ち な み に全 収 入 の20%は 海 外 か らの 売 上 げ で あ

る。

サ ー ビス の 主 な 内 容 は 次 の4項 目で あ る。

①Management(経 営)

②Architecture(建 築 、 構 造)

③Computersoftware(コ ン ピ ュー タ ・ ソ フ トウ ェ ア)

④Psych・1・gy(心 理 科 学 … … … 行 動 科 学 も含 む)

コ ンピ ュー タ ・ソフ トウェ ア部 門 は1960年 よ り開 始 した
。 現 在 こ の 部

門 の 収 入 を全 収 入 の 半 分 に す る よ うに 努 力 中 の 由 で あ る。 所 有 コ ン ピュ ー

タ は3台(す べ てIBM360型)で 、2台 は ワシ ン トンD.C.の ヴ ァー ジ

ニ ア に、1台 は ロ ス ア ン ジ ェル ス に置 い て い る。 ほ と ん ど会 社 内 部 用 と し

て使 用 し て お り、 ご く一 部 外 部 に 時 間 貸 し を行 な っ て い る。 ヴ ァー ジ ニ ア

に あ る2台 の 内1台 をIRCに 貸 し て お り、IRCは こ れ に よ り予 約 サ ー

ビス を行 な って い る わ け で あ る。

2.5サ ー ビ ス の 内 容

IRCは ホ テル や モ ー テル と契 約 して、 あ らか じめ 当 該 ホ テル の 部 屋 の 内

20%程 度 を当 社 用 と して 保持 してい る闇 次 頁 参照。 顧 客は テ レフナ ン・サ ー ビス ・
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オ フ ィスに電 話 を して 自分 の希 望 を伝 えれば よい。(電 話 番 号 は全 米で一

つ の番 号 に統一 されて い る。 図1)電 話 を受 けた サ ービス係(女 性)は 電

図1.

∵ 璽 繋 ぎぷ》鱈・曝鞭 ぷ⊇

80ぴs36-0奮36

話

・

電

ぷ
♪

番 号 カ ー ド

層 ・ ≡ ⑨<

泌"'電 池
㌧㍉ ・ い

:

話 の 内 容 を聞 い て 端 末 機 を操 作 し て コ ン ピ ュ ータ か ら該 当 ホ テ ル の 該 当 ル

ー ム を検 索 し
、 顧 客 に 伝 え、 一 方 ホ テ ル に 通 告 す る こ とに な る。 サ ー ビス

の 内 容 は 大 略 以 上 の よ うに な っ て お り、 この 予 約 に つ い て 顧 客 は 手 数 料 を

払 う必 要 は な い。IRCは ホ テ ル や モ ー テ ル か ら チ ャー ジ を と る。

現 在、 全 国 で ヴ ァ ー ジ ニ ア の 本 社 事 務 所 の 他 、 リノ、 シ カ ゴ、 ニ ュ ー ヨ

ー ク
、 ア トラ ン タ の4ヵ 所 に テ レ フ ォ ン ・サ ー ビ ス ・オ フ ィ ス が あ る。

5ヵ 所 合 計 で200人 の 女 性 テ レ フ ォ ン ・ レ シ ー ヴ ァ が お り、 合 計 で

平 均100の 回 線 を借 りて い る。(夏 場 に 多 く借 り、 冬 場 に減 らす、 そ の平

均 が100)こ の 内 ヴ ァ ー ジ ニ ア が 最 大 で40～50回 線 を し め て い る。

コ ン ピ ュ ー タ 本 体 は ヴ ァ ー ジ ニ ア に 配 置 して あ る の で、 各 テ レ フ ォ ン ・

オ フ ィ ス で 電 話 を受 け た 女 性 サ ー ビス 係 は、 端 末 機 を操 作 して コ ン ピ ュ ー

タ か ら の 指 示 を受 け る こ と とな る。 この 端 末 機 は デ ィス プ レイ 装 置 を備 え

て お り、 質 問 な らび に 回 答 は デ ィス プ レイ に映 し出 され(図2)電 話 で 顧

客 に 回 答 を与 え た 後 プ リンタ ーに よ り印刷 され、 顧 客 な らび に ホ テル にcor

firmation(図3)と し て 郵 送 した り、 契 約 内 容 を タ ー ミナ ル(一 部 の ホ テ

(注)20%契 約 す るがこれをful1に す る責任はな く、従ってdamagechargeを ホ テル側に

支払 う必要はない。
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図2予 約 の 内 容 、 必 要 に 応 じ て ハ ー ド コ ピ ー も と れ る
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LOSANGELES,CA

(213)986-5500

図3予 約 確 認書 … … 顧 客 に郵 送 され る
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ル で は タ ー ミナ ル を備 えて い る)で 接 続 した り、 あ る い は 電 話 で 連 絡 す る。

最 初 の 契 約 先 で あ るハ ワー ド・ジ ョ ン ソン(ホ テ ル チ ェ ー ン)を は じ め ア

メ リカ、 欧 州 の有 名 ホ テ ル、 モ ー テ ル、 カ ー レ ン タ ル と契 約 し て い る が 、

AAA(ア メ リカ ン ・オ ー トモ ビル ・ア ソ シ エ ー シ ョ ン)と 契 約 を結 ん で

い る の も特 色 の 一 つ で、 こ の た め にAAAの 大 き な ネ ッ トワー ク と連 関 さ
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れ て い る わ け で あ る。

(ア メ リカン・エキス プレス社 でも同種 のサー ビス を行な ってい るが、対象ホテルや

モーテルが当社 より規模が大 きい。)

2.4コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 概 要

図4の とお り、 本 体 はIBM360/501を 使 用 し、 メ モ リ ー と して

IBM2314デ ィ ス ク 装 置 を使 っ て い る。

本 体 に2701,3台 と2703,2台 を 接 続 し、 前 者 は 各2ヵ 所 ず つ テ レ

フ ォ ン ・サ ー ビ ス ・オ フ ィ ス の 端 末 機 と接 続 す る。 後 者 は特 別 に 契 約 して

い る ホ テ ル の 端 末 機 と接 続 す る。 回 線 は、 前 者 は2400ボ ー 、 後 者 は

1,200ボ ー を使 用 して い る。

本 体 が故 障 した 時 の バ ッ ク ア ッ プ 用 と して は、PRCの 使 って い るIB

M360/501が 用 意 さ れ て お りFullDuplexSystemと な っ て い る。

本 シ ス テ ム は最 初 の 設 計 か ら顧 客数 が 相 当 な数 に達 した 今 日 ま で 基 本 的

に は ほ とん ど変 更 し て い な い。 そ の 意 味 でimplementationは 全 くス ム ー

ズ に 行 な わ れ た と い っ て よい。
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2.5各 国 と の提 携 の 状 況

ア メ リカ 以 外 で は現 在 ま で に次 の 各 国 と契 約 を結 び リザ ベ ー シ ョ ン ・サ

ー ビス を 行 な っ て い る
。

(国 名)(提 携 先)

イ ギ リ ス*NationalCoalBoardofEngland

ア イ ル ラ ン ドIrishTouristBoard
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ス イ ス

ド イ ツ

オ ー ス ト リ ア

フ ラ ン ス

メ キ シ コ

SwissHotelAssociation

GermanHotelAssociation

〃Travel〃

AustriaHotel

PromotourofFrance

NationalBank

*イ ギ リスでは国営石炭公社 と契約 を結んでい るが(InternationalReserva-

tionLimitedIRLを 設 立 してい る)同 公社 は業務管理 に関 しコンピ

ュータ技術者が多数存在 していたため である。

アメ リカから英国のホテルを予約 した場合、手数料の配分 は、英 国のIRLは ホ テ

ル側 か ら1回 に付90セ ン ト～2ド ルの手 数料 が入 り、米国IRGへ は例 えば英国

IRLが2ド ルの時は60セ ン トとい うように一定の比率で入 ることになってい る。

今 後 同様 に 拡 大 を考 え て い る 領 域 は、 ス カ ン ジ ナ ヴィ ア 諸 国、 ス ペ イ ン、

カ ナ ダ、 ハ ワイ』、 カ リ ブ海 諸 国、 極 東 地 域 で あ り、 これ等 の 地 域 に は1971

年 か ら1972年 に 実 現 に移 した い と して い る。

2.61RCの 歴 史(当 社 配 付参 考 資料 よ り)

January1967

PRCbeganstudiesofAutomatedReservationSystems.

April1968

PRCbeganpreliminaryspecificationdesignandbusinessplanning

ofHotelReservationSyst㎝.

July1968

PRCManagementapprovesHotelReservationSyst㎝BusinessPlan.
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October1968

PRCannouncesformationofInternationalReservationsC㎝pany

IRC/HowardJohnsontsReservationSystemAgreementSigned .

IRCawardsmanufacturingcontractinexcessof$4millionto

SandersAssociatesforproprietaryhote1'reservationterminaldesign.

December1968

Downtowner/RowntownerCorporation恥servationSystemAgreementSigt,ed.

April1969

SuperiorMotelsReservationSystemAgreementSigned.

June1969

AirwaysRent-A-CarReservationSystemAgreementSigned.

July1969・

AgreementbetweenPRCandNa・tionalCoalBoardofEnglandisannour

ncedtoformInternationalReservationsLimited.

RoyalInnsReservationSystemAgreementAnnounced・

ReservationSystemgoeson=1ineinMcLean,VirginiawithHowardJohn-

sonlsandDowntowner,/Rowntownertraffic.

Augustl969

AAAReservationSystemAgreementApnounced.

September1969

HowardJohnsonlsMotorLodgesacceptsSystemwith325terminals

on-1ine.

SuperiorMbtelsReservationSyst㎝servicebegins・

厳)yalInnsReservat.ionSystemservicebegins・
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GothamHotelsAgreementAnnounced.

November1969

1nternationalReservationsLim輌tedFomled.

AirwaysRent-A-Cargoesorline.

January1970

AAAReservationSystemgoeson-line.

HertzAgreementSigned.

SonestaHotelsReservationSystemAgreementSigned

April1970'

SonestaHbtelsgoon-1ine.

May1970

1nternationalReservationsLimitedbeginsolivenoperationsinLondon

CanadianPacificHotelsAgre㎝entSigned.

September1970

1RC/SwissHotelAssociationReservationsAgreementAnnounced.

HyattReservationSystemAgreementSigned.

SheratonHotelsReservationSystemAgreem∋ntSigned.

November1,970

1RCcontractsforCorporateTravelOfficeTerminalsinTRW,North

AmericanRK)ckwe11,RCA,Celanese,andSandiaCorporationareAnno_

unced.

InternationalReservationsSwitzerland,A.G.isFounded.
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December1970

NorthAmerican/UnitedKingdomTransatlanticLinkgoesintooperation

ContractsforGovernmentAccountTerminalswiththeOfficeofEconom-

icOpoortunity(OEO)andtheU.S.MarineCorpsatCampPendleton

areSigned・

January1971

1rishTouristBoardgoesnorline`inBritishIsleswithCRTtermir

alsinDublinandfirst150propertiesinIreland.

February1971

1RCaddssingle,nationalirWATStelephoneservicethrough

800-336-0336forthegeneralpublicwithitsfifthReservation

CenterinMcLean,Virginiaequippedwith40CRTterminals.

]March1971

1rishpropertiesaremadeavailableforreservationsoriginating

throughIRCinNorthAmerica.

April1971

Transatlantichigh-s田edlinkbetweenIR口scommunicationscomputerin

LondonandIRC,sreservationprocessingcomputersinMcLean,

Virginia,goesoperational.

IRsystembecomesworld`slargesthotelandcarrentalreservation

systemwithover700,000roomsand60,000cars,representingover

7,600propertiesandcarrentalstationsundercontract.
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May1971

ココ ココ
Interse川agreementbetweenReservierungsburoInternationalHotelsof

Germany(RIHA),PROMOTOURofFrance,andallIRsystemsis

announced.

IRSgoes"orline"withfirstReservationCenterandsixCRT

terminalsinBern,Switzerlandservingfirst370SwissHotelsusing

high-speedlinebetweenBernandLondontoaccessinventoryinMcLean,

Virginia・'

"lnstantaneous"intersellisinitiatedbetweenITBinIreland;IRL

mU.k.;IRSinSwitzerland;andIRCinNorthAmericawithMcl、ean

computer"On-line"23hoursperday.・

June1971

1RSbringsCRT-equippedReservationCentersnon-line■inLausanne

andZurich,Switzerland.,

RIHA's70HotelsinGermanyandPROMOTOURs55hotelsinParis

andI、yonbecomeintersaleablethroughIRsystem.

IRCcuts-in"orline"servicetoworld「slargestsingleblockof

over180,000roomsatover120010cations.

IRCcelebratesitssecondfullyearofoperationhavingbecomethe

unquestionedleaderinhotelandcarreservationsfieldserving

800,000roomsandcarsatover7,60010catlonsthroughouttheworld.
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NASA技 術情報の民間企業への利用計画(WESRAC)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

WesternResearchApPlicationCenter

GraduateSchoolofBusinessAdministration,

UniversityofSouthernCalifornia

809West34thStreet,LosAngeles,Caいfornia90007

1971年6月30日(水)

A.KendallOulie(DirectorofInformationCenter)

DavidT.Komoto(ManagerofInformationCenter)

R.LammonKelly(Staff)

吉 田 、 新 野 、 畔 柳 、 堀 川 、 中 川 、 大 塚 、 若 曽 根(現 地 参 加)

1.概 要 お よ び 所 感

t.1概 要

NASAは 航 空 ・宇 宙 開 発 に伴 って 得 た技 術 情 報 を一 般 に公 開 す る た め・

TechnologyUtilizationProgramを 作 っ た 。 これ に は、 情 報 を集 め る作 業

とそ れ を必 要 とす る者 に 提 供 す る た め の技 術 が必 要 とな る。 情 報 の 収 集 に つ

い て はScientificandTechnicalAerospaceR£ports(STAR)とlnternat-

iopalAerospaceAbstracts(IAA)な ど の 専 門 機 関 に よ る出 版 物 を利 用 す

る。 現 在75万 件 ほ どの 文 献 が 集 ま っ て い る。 情 報 の 提 供 方 法 と して は本 部

に 大 型 コ ン ピ ュ ー タ をお く ほ か、6つ の 大 学 に ロ ー カ ル ・セ ン タ ー を作 り、

磁 気 テ ー プ に よ る情 報 を供 与 して い る 。WESRACは 南 カ リフ ォ ル ニ ア 大

学 の経 営 学 科 内 に お か れ た そ の よ うな セ ンタ ー の 一 つ で あ る。

WESRACの 特 徴 は、IBM360/3064KBの 小 型 コ ン ピュ ー

タ で50万 件 位 の 文 献 検 索 を経 済 的 に 実 行 で き る 点 に あ る。 こ の た め に は、

① 検 索 用 キ ー ワ ー ドを論 理 変 換 して す べ て5桁 の コ ー ドに して し ま うこ と。

② 沢 山 の キ ー ワー ドを比 較 す る た め、 キ ー ワ ー ドの 頻 度 と重 要 性 に応 じた 論
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'理 方 程式 お よび ウ
ェイ トの付与 に よ り無駄 な索 引 を防 い でい る。 ③照 合方式

に特 別 の技法 を用 い て速 度 を向上 させ てい る。 な どの手 段 を講 じて い る。 こ

の システ ムの開発 には2人 で設 計 に半年、 プ ログラム作 成 に半 年 を要 した。

利 用者 は情報 検 索 につ いて経験 のな い のが普 通 で ある。 こ うした場 合、 問

題 を分析 して適 当 なキ ー ワー ドを選 び、 所望 の情報 を入手 す るた めセ ン ター

内 に5人 の常 勤職 員 がい て、 利 用者 とよ く相談 し、 ア ドバ イスす る。 必要 な

らば 大学 内 の専門 家 を動員 す る こ ともで きる。 この よ うにまず専 門家 によ り、

顧 客 が いか な る情報 を欲 してい るか を解 明 する こ とが この シス テ ムの一番 の

キ ー ポイ ン トで あ る。

利 用者 は1件190ド ル払 えば よい。 こ れ で10万 ドル の売 上 げ に な る

よ うな情報 を得た 小 メ ーカ もあ る。大 企 業 も年 間契 約1,000～5000ド ル で

利用 してい る。 しか し全般的 に期待 した ほ どの利 用数 は ない模 様 で あ る。

1.2所 感

セ ンターのマネージャーT.Kamolo氏 は、 終戦 直後 早大 卒業 の 日本人、 ただ

ちに南 カ リフ ォル ニア大学 に入 学 され、 ここで も学 位 を得 てい る。WESRAC

の ソ フ トウェ ア も同氏 の開 発 に よる もので あ る。 わ れわ れ 日本人 の調 査団 の

来訪 を非 常 に歓迎 してい ただ いた。 米 国 の大学 特 有 の広 々 と したキ ャ ンパス

の一 隅、 古 い木造 の二階建 の 事務室 が セ ンター で ある。(コ ンピュー タは経

営学 科 の地 下室 に ある。)、

、NASAの よ うな国家機 関 が、 そ の集 めた最 新 の技 術情報 をい ろい ろな手

段 に よ り民 間 に公 開 しよ うとす る努力 は う らや ま しい。 これ を受 けて

WESRACの よ うな小規 模 の コン ピュー タを持 ってい るセ ンターが、 ソフ

トウェ アの開発 に よって ロー カル ・セ ンター の役 割 りを よ く果 してい る。 文

献検 索 とい う広範 囲 の知識 を必要 とす る専 門家 を、5人 の常勤職 員 と、 非 常

勤 で は あるが大学 内 の各 部門 の専 門家 で構成 す る考 え方 は お も し・ろい。

K㎝oto氏 の話 の 内に、 大 きな企業 に この セ 〃 一の利用 を売 込み に行 っ

て も、 その会社 の資 料管 理担 当 の図書 係 な どが 自分 の存 在 を傷つ け られ る よ
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うに考 えて非 協 力的 な態度 を とる こ とが多 い とい うこ とで あ った。既 存 の職

業 と新 らしい手 段 との競 合 は、 情報 処理 産 業 の分 野 で も思 わぬ所 で 発生 す る

の で あろ う。

とこ ろで、 こ の シス テ ムの よ うにデ ータ ・バ ンクはそこ に貯 え られ る情報

の質 と量 が立 派 で あれば あるほ ど、 それ を誰 が どの よ うに利用 し、 どの よ う

な効 果 が あ った かが本質的 に問題 とな って くる。 この セ ンター を利 用 して良

か った話 は新 聞 に出 る こ ともある が、 莫 大 な宇宙 開発費用 の一 部 を国民 に還

元 す るた め とは い え、 そ の利 用 度 の低 さは気 にな る ところで ある。

2.詳 論

2.1NASAの デ ー タ ・バ ン ク計 画

NASA(NationalAeronauticsandSpaceA(㎞inistration)の 技 術 利 用

計 画 とは、NASAの 航 空 宇 宙 開 発 に伴 っ て 得 られ た新 しい技 術情 報 の う ち、

公 開 可 能 な も の を、 そ れ を必 要 とす る公 共 機 関 や 一 般 民 間 に 対 して 提 供 す る

よ う に考 え られ た もの で あ る。

1962年 、NASAは 全 世 界 の 航 空 宇 宙 関 係 文 献 を含 む 広 範 囲 の 文 献 サ'

一 ビ ス を行 な う こ と を計 画 した 。 各 種 の 情 報 は カ レ ッ ジ ・パ ー ク(メ .リー ラ

ン ド州)に あ るNASAの 科 学 技 術 情 報 部(ScientificandTechnical

InformationFacility)に 集 め られ る。 そ れ らは次 の2つ の 出 版 物 に よ っ て

集 積 され た も の で あ る。

(1)STAR(Scientific,andTechnicalAerospaceReports)

国 防 省(DOD)、 商 務 省(DOC)、 原 子 力 委 員 会(AEC)等 に お

い て 開 発 され た 技 術 の 文 献 集 。

(2)IAA(ThelnternationalAerospaceAbstracts)

NASAが 契 約 した 民 間 機 関AIAA(AmericanInstituteofAerona-

uticsandAstron㎝ics)に よ って 集 め られ た世 界 中 の 関 連 文 献 集 。

NASAとAIAAと は 、STARお よ びIAAが 重 複 した 作 業 を す る こ
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と の な い よ う協 議 して い る。IAAは 世 界 中 の科 学 的 雑 誌 や 図 書 を カバ ー し

て い る の に対 し、STARは 研 究 論 文 の 集 積 を行 な って い る。 こ れ らの情 報

は例 えば 次 の よ うな分 類 で 磁 気 テ ー プ化 され て い る。

NASA関 係 、DOD関 係

GRA(GovernmentReportAnnouncement)

ChemicalAbstracts

EngineeringIndex

ERIC(Education関 係)

MetalAbstracts

MedicalAbstracts

現 在 全 体 で750,000件 の レポ ー トが 集 積 され、 毎 月7,000件 が 追 加

さ れ て い る。 こ れ らの デ ー タ は、NASAの セ ン タ ー の コ ン ピュ ー タ(IBM

360/50)で オ ン ライ ン化 され、 利 用 可 能 で あ る。(こ の シ ス テ ム は

RECONと 呼 ば れ て い る)そ こ で は デ ィ ス クに よ り文 献No.を 索 引 し、 デ ー

タ ・セ ル(DataCell)内 に 貯 蔵 さ れ た デ ー タ を読 む こ とが で き る。

し か し、 こ の 他 に デ ー タ ・バ ン クは 分 散 配 置 され て い て、NASAの

TechnologyUtilizationProgramに 関 係 す るNASAの 研 究 セ ン タ ー、 重

要 契 約 業 者 、 大 学 等 に デ ー タ ・バ ン クが 作 られ、 そ こ に必 要 な 磁 気 テ ー プ が

送 られ 、 必 要 に 応 じて、2週 目 ま た は毎 月 フ ァイ ル の 更 新 が 行 な わ れ て い る。'

各 大 学 の 内最 初 の セ ン タ ー は、1963年 に イ ンデ ィ ア ナ 大 学 に作 られ、 以

来 コ ネ チ カ ッ ト大 学 、 ニ ュ ー ・メ キ シ コ大 学 、 、ピ ッ ツバ ー グ大 学 、 南 カ リフ

ォル ニ ア大 学 お よび 北 カ ロ ライ ナ 科 学 技 術 研 究 セ ン タ ー に 設 置 さ れ た 。 各 大

学 に は 必 ず し も前 記 全 デ ー タ が保 有 さ れ て い る訳 で な く、 専 門 分 野 あ る い は

周 囲 状 況 に 応 じた適 当 な 分 野 の デ ー タ が 集 め られ て い て、 必 要 な らば オ ン ラ

イ ン(ま た は テ レ ッ クス)に よ っ て、 相 互 の セ ン タ ー か ら所 望 の デ ー タ を貰

う こ とが で き る。
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2.2WESRAC

WESRACは 南 カ リ フナル ニ ア大 学 に作 られ た この よ うな デ ー タ ・セ ンター

の一 つ で あ る。WESRACはNASAの 財 政 援 助 に よ る ノ ン ・プ ロ フ ィ ッ

トな 機 関 で あ り、NASAの 豊 富 な デ ー タ と、 そ れ を活 用 す る た め の優 秀 な

大 学 の人 材 を利 用 す る こ とが で き る。WESRACは 南 カ リフ ォル ニ ア 大 学

内 のGraduateSchoolofBusinessA〔 ㎞inistrationに 所 属 し、 デ ー タ 処 理

装 置 も そ の 学 部 の 所 有 す るIBM360/30を 共 同 利 用 して い る。

機 器 構 成

IBM360/30(64KB)

磁 気 デ ィ ス ク ×2

磁 気 テ ー プ ×4

カ ー ド ・ リー ダ ー ×1

ラ イ ン プ リ ン タ ×1

こ の セ ン タ ー の仕 事 の 概 要 はNASAか ら送 ら れ て く る新 ら しい 情 報 に よ っ

て、 磁 気 テ ー プ ・フ ァイ ル や ドキ ュ メ ン ト ・ア ブ ス トラ ク トの 更 新 を行 な い

(WESRACSyst㎝ の テ ー プ形 式 に変 換 さ れ る)、 またマイ ク ロ ・フィ ッ

シュ の デ ー タ の 再 生 な ど を行 な い、 こ れ らの情 報 を利 用 して 顧 客 に情 報 サ ー

ビ ス を提 供 して い る。

2.5WESRACの サ ー ビ ス 提 供 の 方 法

WESRACが デ ー タ の 利 用希 望 者 に対 して どの よ うな形 で サ ー ビ ス をす

る か、 そ の概 略 図 を 図1に 示 す 。 顧 客 が セ ンタ ー に来 た とき、 ま ず セ ンタ ー

内 の 情 報 検 索 の 常 任 専 門 職 員(数 人)が 顧 客 と テ ー マ を審 議 して 検 索 用 の キ

ー ワー ドを作 成 す る
。 顧 客 が 大 企 業 の ベ テ ラ ン な らば 問 題 は しぼ りや す い が、

中小 企 業 等 で は 問 題 意 識 は あ って も主 題 とベ ク トル が必 ず し も 明確 で な い た

め、 セ ンタ ー側 の 専 門 家 が協 力 して、 こ れ を洗 い 出 す 。 セ ンタ ー 内 職 員 の み

で は 手 に 負 え な い と き は 大 学 内 の 各 分 野 の専 門 家 を動 員 す る こ と と な る。

こ の よ う に、 人 の 接 触 に よ る命 題 の 決 定 が こ の 方 法 の重 要 な 点 で あ る。 こ
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図1Functionalflowchartoftheinformationsystem

γ

れ に よ っ て 第 一一段 階 で は や や 広 範 囲 に見 出 し、 項 目 を拾 い 出 し、 つ ぎ に こ れ

を しぼ って い くつ か の ア ブ ス トラ ク トを プ リ ン ト ・ア ウ トし、 そ の 内 か ら所

望 の文 献 に つ い て の 最 終 レポ ー トを プ リ ン トす る こ とが で きる。 必 要 な らば

マ イ ク ロ ・フ ィ ッシ ュ か ら コ ピー を取 る こ と もで き る し、 こ の セ ン タ ー に な

い デ ー タに つ い て は テ レ ック ス に よ っ てNASAセ ン タ ー に 問 合 せ る こ と も

で き る。

料 金 は1件190ド ル で あ る が 、 年 間契 約 に す れ ば1000～5000ド ル で

サ ー ビス を受 け られ る。

7人 位 の 小 さ な オ シ ロス コー プ製 造 会 社 が、190ド ル で 文 献 調 査 を した

結 果Bendix社 の 技 術 を知 る こ とが で き、10万 ドル の 売 上 げ を得 た とい う

例 も あ る。

利 用 者 は 中小 企 業 に 限 らずAlcanAluminum,LockheedAircraft,Dart

な ど の 大 企 業 も 名 を連 ね て い る。

2.4フ ァ イ ル の 構 成

WESRACの コ ン ピ ュ ー タ は磁 気 テ ー プ を基 礎 と して 構 成 され て い る。
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こ の 磁 気 テ ー プに はaerodynamicsか らthermodynamicsま で ア ル フ ァ ベ ッ ト

順 に34の 主 要 カ テ ゴ リー に 分 け られ た 総 計50QOOO件 に お よぶ 要 約 集

(Citationと い う)が 含 ま れ て い る。Citationは 年 代 順 に並 べ られ、 各

Citationに は 索 引 番 号、 レポ ー ト番 号、 キ ー ワー ド、 文 献表 題 、 著 者 、 原

本 名 等 が 含 ま れ て い る。 テ ー プ フ ァ イ ル に はCodedtermblockとInforma-

'
tionblockが 一 対 に な っ て 入 っ て い る。Codedtemblockに は キ ー ワー

ドを表1に 示 す よ う に各 文 字 を6ビ ッ ト ・コ ー ド と し、5文 字 毎 に 現 わ れ る

文 字 をExclusiveORの 法 則 で 新 しい コ ー ドに変 換 し、 い か な る文 字 長 も す

べ て5桁 コ ー ドで 表 現 す る よ うに 入 れ て あ る
。

例 え ば"SYNTHESIS"と い う

表1キ ー ワ ー ド変 換 ル ー チ ン

SEP

BOll

A110

8000

4011

2101

1011

SYNTHESIS=PO%1H

SYNTHESIS

SOE=P

YOS=O

NOI=%

TOS=1

HO=H

0
り

S

8

1

7

S

6

E

5

H

4

T

3

N

2

Y

-

S

PO%1H

Keywordに つ い て は最 初 のttS"

と6番 目 の"E"の 文 字 をBCD

コ ー ドで 表 わ し、 各 ビ ッ ト桁 の

ExclusiveORを と る と、 こ れ は

BCDコ ー ドで"P"と い う文 字

に な る。 以 下 同 様 に す る と、5桁

の 新 コー ドに変 換 す る こ と が で き

る 。 こ れ は キ ー ワー ドが10文 字

以 上 に な っ て も 同 じ方 法 で5桁 に

変 換 され る 。 キ ー ワ ー ドが5桁 に

論 理 変 換 され て も、 意 味 あ る言 葉

で あ る 限 り他 の キ ー ワー ドが 全 く同 じ5桁 コー ド とな る チ ャ ンス は ほ とん ど

な い。 こ の よ うに5文 字 に桁 を そ ろ え る こ と に よ っ て 索 引 プ ロ グ ラ ム は 作 り

易 くな り、 索 引 速 度 を向 上 さ せ る こ と が で きた 。informationblockに は 表

題 、 著 者 名 、 レポ ー ト番 号 等 が 通 常 の形 式 で 入 っ て い る。

2.5索 引 手 川頁

利 用 者 が 相 談 に 来 た とき、 セ ン タ ー の専 門 家 は利 用 者 と よ く相 談 し、 索 引
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ロ ジ ッ ク(Strategy)を 考 え る。 そ して あ る方 針 が 決 ま る と必 要 項 目 を カ ー

ドに パ ン チ して コ ン ピ ュ ー タ に読 み 込 ませ る。 キ ー ワ ー ドが 沢 山 あ る と き、

各 キ ー ワ ー ドの 発 生 頻 度 お よ び 相 互 関 係 に つ い て 何 等 か の 相 互 関 係 をつ け て

お く こ と が考 え ら れ た 。(表2参 照)

各 キ ー ワー ドに 対 して 適 当 な 略 号 を つ け 、 そ れ に よ ってBoolean言 語 に よ

る論 理 方 程 式 を作 る。 索 引 さ れ る ドキ ュ メ ン ト内 の 各 キ ー ワー ドが こ の 方 程

式 を満 足 させ る よ うな 場 合 に の み 、 そ の ドキ=メ ン トが 適 合 した も の(hit)

と し て選 び 出 され る。 この 論 理 方 程 式 は実 用 上 は 言 語 コ ンパ イ ラ に用 い られ

る の と同 じ よ うに、 ポ ー ラ ン ド記 法 で表 現 さ れ、 機 械 処 理 を容 易 に して い る。

(ポ ー ラ ン ド記 法;Polishnotationで は 、 論 理 記 号 で カ ッ コ等 を除 去 し、

+、 一、 ・等 の 演 算 子 記 号 が 文 字 記 号 の前 に 出 て くる。 上 の 例 で は

AA+(A+B)・(M+N+0+P+Q+R)は

+・+++++RQPONM+BAAA

の よ うに な る。)

表2論 理 式 の 一 例

Term

ReferenceWeightIndexingTerm

AA20CARBURETOR

A19ATOMIZATION

B19ATOMIZER

MlANNULARFLOW

NIANNULARJET

OlANNULARNOZZLE

PlCOMBUSTION

QlFUEL

RlINJECTION

MinimurnWeight=20

Posting

Frequency

16

165

56

164

44

50

6563

10783

3016

LogicalEquation=AA+(A+B)・(M+N+O+P+Q+R)$

さ ら に 必 要 と す る キ ー ワ ー ド に は 適 当 な ウ ェ イ ト を つ け て お き 、 上 の 論 理 式

に 合 わ せ て ウ ェ イ ト を 計 算 す る 。(例 で はAA=20、AorB=19、,

M、N、0、P、Q、R=各1、 故 にMinimumWeight=20)そ こ で あ る

Citationの 内 の 必 要 キ ー ワ ー ド が 、 問 題 と す る キ ー ワ ー ド にhitし た と き 、

"
/ノ

.
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そ の ウ ェ イ トの 和 が ミニ マ ム ・ウ ェイ トに等 しい か、 あ る い は そ れ 以 上 に な

っ た とき こ れ を取 り上 げ 、 次 に 論 理 方 程 式 が 満 足 さ れ るか ど うか を チ ェ ッ ク

す る。 こ の2段 階 の チ ェ ッ ク を通 ったCitationが 求 め る範 囲 に 属 す る もの

と して 採 用 さ れ る。 こ うす る こ とに よ っ て単 な る キ ー ワ ー ドのhitに よ る 無

駄 な デ ー タ の選 出 を押 え、 有 効 な デ ー タ だ け を取 り出 す こ と が 可 能 と な っ た 。

問 題 の キ ー ワー ドと フ ァイ ル 内 の キ ー ワ ー ドを照 合 す る に は、Linear-

search法 、Binary-search法 、Collating-search法 な どが あ る。

WESRACで はCodedtemblock内 の 平 均 探 索 項 目が55位 あ る の で

Collating-search法 を 採 用 して い る 。(図2)

図2CollatingSearch法 に よ る比 較手 順

QTQ1-一 一一－Q2-Q3

1＼2!＼ 、!
1＼1 ＼I

ATA1-一 ー－A2-一 ーーーーーーーー一●),.-A3

NASA本 部 ではLinear-search法 を採 用 してい る。 これ は特別 なチ ェ

ック機 能、 多様 な検 出能 力、 自由度 の多 い プ リン ト様式 な どを特 長 と してい

るが、 動 作速 度 は極 め て遅 く、 この よ うなベ ー シ ッ クなシス テ ム を基 に して、

各大 学 は独創的 方法 を考案 して い る。WESRACで は前 記 の よ うに小型 で

ある が、NASAの 原 型 の2.5倍 の検 索 速度 を持 ってい る。

2.6財 政、お よび 今後 の方 向

WESRACの 情報 源 はNASAよ り供給 され、 運 営費 用、 人 件費 は国 か

ら給 付 され る。 利用 者 よ りの料 金収 入 は別会 計 とな り、WESRACに は入

らない。 一件 を処理 す るの に、 情報 収 集 はNASAか らの提 供 で あ るた め こ

れ を別 と して、 平 均3日 、 約800ド ル を必要 とす る。 これ を一件190ド

ル でサ ー ビスす るので あ るか ら、WESRACの よ うに 国 の バ ッ ク ア ッ プ

に よ り、 単 に情報 提供 のみ を行 な う組 織 で さえ相 当 の赤字 とな って い る。

ま して情報 収 集 と検索 とを同時 にや ろ うと して もお そ らく民 間企業 と して
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は経済 的 に全 く成 り立 たない で あろ う。

他面 航空 宇宙 産業等 の足踏 み 状態 か ら、 ドクタ ー ・コース を とった優 秀 な人 材が

そ の才能 にふ さわ しい 職場 を得 てい な い例 が多 い。WESRACで は彼 らの才能

を生 かす た めに も、 現 状 よ り、 さ らに前 進 しInfomationResearch('rroupを 作

って彼 らを投入 し、 頭 脳集 団 に よる問 題 の解 決 をは か り、 で きれば相手 企 業 にそ

う した人 材 もつ けて売 込み た い と考 えてい る よ うで あ るが、 上 述 の よ うな現状 で

はその実 現性 は極 めて薄い もの と思 える。

参考 資料DATAMATIONAug.1970"WESRACSYSTEM"D。T.Komoto
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ミニ コン ・シス テムに よって再 建 を 目指 す エ ア リー ズ社

、

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

AriesCorporation

WestgateResearchPark,Mclean,Virginia22101

1971年7月2日(金)

HenryC.Segal(VicePresident)

CliffordJ.Leady(CooperateVicePresident)

EdwardH.Dombalagian(VicePresidentSecretaryTreasurer)

CharlesB。Raper(ApplicationResearchinElectron-

icsSystems)

ConwayDias(DepartmentManager)

吉 田 、 新 野 、 大 塚 、 畔 柳 、 中 川 、 堀 川

1.概 要 お よ び 所 感 一

1962年 に 設 立 さ れ た エ ア リー ズ社 は、 軍 関 係 の 需 要 に応 じて 、 情 報 処 理

サー ビス、 リアルタイ ム ・サー ビス 、 諜 報 関 係 業 務 、 シ ミュ レー シ ョ ン用 ソ フ トウ

ェア、 人 事 管 理 、 経 営 管 理 な どの プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ を開 発 して 来 た 。

同社 は、 軍 関 係 の豊 富 な 予 算 に 支 え られ て 創 設 以 来 成 長 を続 け て 来 た が、 ず

さ ん な マ ネ ー ジ メ ン トや 商 品 化 し た 多 数 の ソ フ トウェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 品 質 も

必 ず し も良 くな か っ た た め、1968年 に 経 営 不 振 とな り経 営 陣 の 交 替 が 行 な

わ れ た 。 新 経 営 陣 は マ ネ ー ジ メ ン トの 強 化 を行 な う と と もに、 従 来 経 費 が か か

っ て い る 割 に 採 算 の とれ な い 部 門 を大 巾 に切 りす て、 従 業 員 数 も80名 と縮 小

して会 社 の体 質 の改 善 を は か り、 目下 再 建 へ の努 力 を払 っ て い る 。

現 在 、 同 社 は 従 来 開 発 した 多 数 の パ ッ ケ ー ジ の うち、PROMPT

(ProgramMbnitoringandPlanningTechniques)を 改 良 して主 力 製 品 と し、 販

売 を強 力 にすNめ る と とも に、 軍 依 存 の 姿 勢 か ら脱 皮 し、 治 安 、 住 宅 、 都 市 、
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教 育 な ど政 府 関連 の分 野 へ の進 出 をはか ってい る。

また、 従 来 のパ ッケ ー ジの作 成 を主体 として来 た方針 を改 め、 ユ ーザの要 望

を的確 に と らえるた めマ ー ケッテ ィン グの強 化、 基 本的 な シス テ ム分析 の実 施

な どを一貫 して行 な うよ うマネー ジ メ ン ト体 制 を強 化 してい る。

将 来 の方 向 につ い て、 と くに中小 ユ ーザ を対象 と した単独 の ミニコ ンを利 用

した小 規模 な事務 処理 シス テ ムの開発 に関心 を持 って お り、 訪 問時 に も小規 模

なアパ ー ト管理 の ミニ コン ・シス テ ム を開発 中 で あった。

2.詳 論

2.1会 社 の現 況

エ ア リー ズ社 は1962年 ミネ アポ リス で設 立以 来、 軍 関係 の業 務 を中心

に業 績 を拡 大 して来 た。 業 務 内容 は大 部分 が プ ログラ ム ・パ ッケー ジの開発

で あ り、 従来 作成 した多数 のプ ログ ラム は必 ず しも良質 の もので はな くて も

販 売 が 可能 で あっ たた め経 営 が成 り立 って いた。 しか しな が ら、 多 大 の経費

をかけ て開発 した プ ログラ ム ・パ ッケー ジ もマネー ジ メ ン トの不十 分 さの故

に販売 を拡充 で きず膨 大 な赤字 をかか える こ ととな り、遂 に経 営 陣の交 替 に

到 った。 新経 営 陣 は再 建 に あた ってPROMPTを 同社の主 力製 品 と して と

り上 げ、 積極 的 に販 売 を推進 す る一 方、 従来 経営 上採 算の とれ ない部 門 を大

巾に カ ッ トして200名 い た従 業 員 も現在80名 に縮 小 した。PROMPTは

プロジ ェク ト計 画 の策定、 プ ロジ ェ ク トの コス ト制御、 マ ンパ ワーの配分、

生 産 の ス ケジ ュール作 成 な どを行 な うマネージメン ト・システム で あ るが、 同

社 は これ を販 売 す る と同時 に 自社 におい て も活 用 して いる。

同 社 の進 出分野 につい て は、 従 来 の軍 関係依 存 か ら脱 皮 をは か り、 警察、

治安、 住 宅、 税 金 申告 書 作成、 都市 関 係、 人 材開発、 教 育資 金管理 シス テ ム

な ど政府 関 連分 野 を主 に考 えてい る。 教育 事業部 の設置、 政 府機 関 の あ る ワ

シ ン トンへの会社 の移転等 は、 同社 の方針 の表 わ れ と見 る こ とが で きる。

業 務 の 内容 につ い ては、 従 来 の プ ログ ラム ・パ ッケー ジ作成 を主体 と した
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考 え方 か ら、 今 後 は シ ス テ ム 開発 の 全 般 を対 象 とす る こ と を 目指 して い る 。

つ ま りユ ー ザ の要 求 を的 確 に と ら えて、 シ ス テ ム の概 念 を確 立 し、 引 き続 き

基 本 的 な 解 析 、 設 計 を経 て プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ を完 成 し、 ユ ー ザ に 提 供

す る ま で の 全 過 程 を対 象 と して ゆ く考 えで あ る。

と くに 同 社 は 、 中小 ユ ー ザ が 共 同 で 使 え る よ う な小 規 模 な シ ス テ ム に 関 心

を示 して お り、 そ の 一 例 と して ミニ コ ン ピ ュ ー タ と テ ー プ カ セ ッ ト装 置 を組

合 せ た 、 ア パ ー ト管 理 の シ ス テ ム を 開 発 中 で あ る 。 同 社 の 地 下 に は コ ン ピ ュ

ー タ 室 が あ り
、Burroughs35001台 を 使 用 し て い た。 こ れ は デ ィ ス ク ・

ベ ー ス の シ ス テ ム で、 米 軍 の 人 員 輸 送 業 務 を オ ン ライ ン ・ リア ル タ イ ム で 処

理 して い る との こ とで あ っ た。 運 用 は2シ フ トで 行 な っ て い る。 プ ロ グ ラ ム

・ラ ン ゲ ー ジは 殆 ん ど コ ボ ル を使 用 し て お り
、 コ ミュ ニ ケ ー シ ・ ン関 係 の 部

分 の み ア セ ン ブ ラ を 使 用 して い る。 ワ シ ン トン に移 転 前 に は、Univac-

494を 使 用 して い た。

要 員 は80名 が2ヵ 所 に分 れ て お り、 内 訳 は マ ネ ー ジ ャー10名 、 シ ス テ

ム関 係50名 、 そ の 他 の 職 員20名 で あ る。

2.2PROMPT

PROMPT(ProgramMonitoringandPlanningTechnique)は 、 エ ア

リー ズ 社 が 最 も力 を入 れ て い る主 要 パ ッ ケ ー ジ で あ り、 これ は マ ネ ー ジ メ ン

トの広 範 囲 な分 野 で 非 常 に 有 効 な レポ ー テ ィ ン グ ・シス テ ム で、 同 社 の 説 明

に よ れ ば 次 の 事 項 を実 施 す る た め の 有 効 な手 段 とな る も の で あ る。

)1

2

)3(

)4(

)5(

6(

プ ロ ジ ェ ク ト計 画 の 設 定

プ ロ ジ ェ ク ト ・コス トの管 理

マ ンパ ワー の 配 分

プ ロ ジ ェ ク ト作 業 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

プ ロ ジ ェ ク トの 適 時 完 了 の保 証

利 益 の最 大 化

同社 はPROMPTを 約1年 で開発 したが、 当 初 の開発 に要 した経費 は担
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当者 が次 々 と交替 した こ とも あっ て、 今 日では正確 に算定 す る こ とは で きず、

おそ ら く数10万 ドル の費 用 をか けた もの と彼 らは語 ってい た。 しか しなが

ら品 質 は必ず しも十分 な もので は なかっ たため、 昨年 の3月 に は販 売 を一時

的 に停止 を して改 良 した。 同社 は再建 時 に今 までPROMPTに 投 資 して来

た大 きな開発 経費 をた な上 げ し、 現在 で は この パ ッケー ジを15000ド ル

で販 売 して20%程 度 の利益 を上 げてい る。

客先 は大銀 行 が多 く、 また米 国 内のみ な らず、 ヨー ロッパ諸 国 に も販 売 を

行 な って い る。大 部 分 は買取 りで あ るが、 リース(4年)も1件 ある。

2.3ミ ニ コン利 用 の シス テ ム

エ ア リー ズ社 は今後 の商 用分 野 に提 供 す るシス テ ム と して、 単独 の ミニコ

ンピュ ータ を用 い た ア プ リケーション'シ ステムの開 発 に力 を注 いで い る。 同

社 のね らい は、 単独 で は コ ンピュ ー タを 持 て な い よ うな 小 規 模 なユ ーザ を

対 象 に、 それ らのユ ーザ の グル ー プに対 して、 内 容的 に は余 り高 度 で な くて

も、 非常 に安 く利用 で きる小規模 な システ ム を販売 して行 こ うとい う もので

ある。 それ らの ユーザ ・グル ー プは、 資 金的 に も独 自で コン ピュータ を持 つ

こ とが困難 で あるだ けで な く、 そ れ を運 営 す る技 術 や要 員 を持 つ だけ の力 が

ない のが通常 で あ るた め、 ハー ドウ ェア とソフ トウェア を一括 して 販売 す る

こと を考 えてい る。

ア プ リケー シ ョ ン ・シス テ ムの例 と して は、10人 位 の家主 の グル ー プを

対 象 と したアパ ー ト管 理、 病 院 の事務 処理(8人 位 の医者 の グル ー プ)、 小

規模 な旅行 案 内業、 商店 の在 庫管理 な どのほ か、 資料 に示 す よ うな業 務 をあ

げて い る。

シス テ ム開発 の方 法 は、 システ ム分 析、 システ ム設計 の後 プ ログ ラムの作

成 は大型 コ ンピュー タ を用 い て行 ない、 で き上 った ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッ

ケー ジは、 ミニコンのイ ンタープ リータに よ って ミニ コ ンで実 行 可能 な プ ロ グ

ラム と して 出力す る方法 に よって い る。 イ ンター プ リ一夕の プ ログラ ムは テ

ー プカセ ッ トに記 録 し、 リー ドオ ン リー ・メモ リ的 な使 い方 に よ りソフ トウ
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エ ア と ハ ー ドウ ェ ア を統 合 した い わ ゆ る フ ァ ー ム ウ ェ ア 化 を行 な っ て い る。

現 在 エ ア リー ズ 社 が 開 発 中 で あ っ た シ ス テ ム の 一 例 は、10人 位 の 家 主

(10～20室 の ア パ ー トを所 有)の グル ー プ の ア パ ー ト管理 を行 な うシ ス

テ ム で、 月 々各 室 の家 賃 の支 払 い 状 況 、 そ の 他 を作 表 す る も の で あ る。 プ ロ

グ ラム は限 定 さ れ た コ ボ ル を使 用 して い る。 ま た、 ハ ー ドウェ ア の構 成 、 テ

ー プ カ セ ッ ト装 置 の 仕 様 は 次 の とお りで あ る
。

oミ ニ コ ン ピ ュ ー タC㎝puterAut㎝ation社 、 モ デ ル2181台

〔記 憶 容 量4000語(8000字)〕

oテ ー プ カ セ ッ ト装 置DICOM社 製1台

テ ー プ カ セ ッ ト3個 装 着 可 能

テ ー プ カ セ ッ トの 仕 様

記 録 容 量165000字/カ セ ット

トラ ッ ク数8ビ ッ ト/フ レーム

記 録 密 度550BPI

テ ー プ速 度10.66イ ンチ/秒

スター ト、 ス トップタイ ム15ms(ス タ ー ト)/10ms(ス トップ)

oタ イ プ ライ タIBM社 製

こ の 程 度 の シ ス テ ム で あ れ ば、 ソ フ トウ ェ ア も含 め て 約25000ド ル で

販 売 可 能 で あ る と語 っ て い た。

2.4ソ ゥ トウ ェ ア会 社 の 二 ・三 の 問 題

24・1情 報 処理 会 社 の 経 営

近 年 に お け る情 報 処 理 会 社 の 経 営 不 振 の 原 因 と して、 彼 らは 次 の 事 項 を

あ げ て い た 。

① 政 府 資 金 の減 少

② 同 種 会 社 の乱 立

③ 経 営 能 力 の 不 足

④ 技 術 蓄 積 の 不 足
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⑤ 資 金 の不 足

とくに2000～4000に お よぶ ソフ トウェ ア会社 あ るい はサ ー ビス'

ビュ ー ロの うち、 ③ の経 営能 力 の不足 が経営 不振 の最 も大 きな原因 で ある

と見 てい る。 す な わ ち、 情報 処 理会社 を経営 して行 くに は、 コン ピュータ

関 係 の技 術 の専 門家 も重 要 で は ある が、 マ ーケッ ティ ング、 経営 の管理、

資 金 の管理 が よ り重 要 で あ り、 これ らの管理 能 力 に欠 けて い た会社 は不況

の影響 を大 き く受 け消 滅 した。

また、 小 規模 の会 社 では⑤ の資 金 の不 足 の影 響 を大 き く受 け不振 に陥 る

こ ととなつた。

2421BMの ア ンバ ン ドリン グに つい て

IBMの ア ンバ ン ドリング(価 格分 離)に つい ては、IBMの コ ン ピュ

ー タ を使 用 してい ない ので十 分 に解析 を してい な い との こ とで あ るが、 あ

るユーザ は経 費 が上 昇 した との べ ていた。今 後 エ ア リー ズ社 が ミニ コ ンの

ソフ トを販売 して い く上で は影 響 が あるか も知 れ ない と考 えて い る。

243ソ フ トウェ ア ・パ ッ ケー ジの法 的保 護

ソフ トウェ ア ・パ ッケー ジの法的保 護 につ いて は、 特 許 に よる方 法、 商

標 法 の適用 な どが考 え られ るが、 エ ア リーズ社 で は その よ うな方法 で はな

く、 契約 の条項 に よつて、 また売 りな どを防止 して い る。 しか しなが ら、

政府機 関に販売 した場 合 に は他 の政府機 関 に販 売 した こ と と同様 に な るわ

けで あ り、 一般 に は また売 りの事 実 を確 証す るこ とも困難 で あるか ら、 法

的保 護 は伸 々むず か しい問題 と考 えて い る。

244ソ フ トウェ アの コス ト

2年 前 よ りソフ トウェ ア ・コス トの税 法 上 の取 扱 い は、 資 本 に入 れ るか

あるい は研究 開 発経 費 とす るのいず れで も良 い こ と となっ てい る。 エ ア リ

ー ズ社 では研 究 開発 経費 と して取 扱 っ てい る。

ソフ トウェア ・パ ッケ ー ジの手 直 しやデバ ッ グな どに要 す る費 用 は、 税

法 上 コス トとして処理 す る こ とはで きない が、 収 入 の側 か らは引 当金 と し
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て処理 す る こ とがで き る。 も し、 翌年 そ れ を使 用 しな ければ収 入 と して取

扱 う こ とに な る 。
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AttachmentA

Applications:LefttoRight

MEDPROF

CARPETINV.

PUB.UTII、.

CA工

SCHADM・.

POLICE

CORRECT

RLESTMGN

SMALLSER.

CPA

LAWPRAC.

CONST.

ASSOC.

工NS.

AUTO.

Automationofdoctortsofficefunctions

RetailCarpet工nventoτy(H.Segal)

PublicUtility(R.Bragg&G.Milbrant)

ComputerAided工nstruction(S.Shinn)

SchoolAdministration(S.Shinn)

PrecinctStationApPIications

PrisonSystem(C.Dias)

RealEstateManagement(P.DeRegt)

SmallServices-photographers,retailsales,etc.

CertifiedPublicAccountants(C.Raper)

SmallLawOffice

ConstructionCompany

Associationsor工nstitutes

Small工nsuエanceBrockerOffice

AutomobileSales/Service(H.Sega1)

、
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ATTACHMENTB

FUNCTIONS

SpecialFunding SpecialGovernmentFundingprobably

available

Competition Asystemwouldnotbeacompetitive

factor.Therefore,agroupofclients

couldbeassembled.

SubjectMat亡erSpec Asubjectmatterspecialistmustbe
availableforeacharea.

A=Availableandidentifiedeither

internallyorasaconsultant

R=Requiredbutno.tavailable

ComputeエizedFunctions

NameandAddProc. Nameandaddressprocessingincludes

1istgeneration,
ゆ タ

pr=Lnt■ng・

updating,andlabels

TextProcessing 1ncludesthegeneralMTSTprocesses
withextensionstoincludeautomatic
Name/addresssubstitutioninletters
andamoreextensiveretrievalcapability.

BillPrep. Billpreparation:工ncludesgeneralinput

ofsales,computationofP「ices/com「nission/

ratesandprintingthebillwithnameand

address.

Accts.Rec. AccountsReceivable:工ncludesbilling,

reconcilingbillingandreceipts,and

reportsongeneralstatus.

Accts・Pay AccountsPayable:工ncludespostingof

disbursements,aqcumulationbyaccounts,

writingchecksandgeneralreporting・

Payroll Payroll:Includescheckwriting,automatic

accurnulationoftaxes,SocialSecurity,

insurance,andotherpossibledeductions.
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OfflineInventory Offlineinventoryisrunonadaily

basis.Functionsincludedareupdate,

automaticre-orderingandselected

reports.

EmployeeAcctg EmployeeAccounting・Systemto

keeptrackofspecialunionorlegal

problemssuchassic㎞ess,1eave,

seniority,etc・Tobeusedfor

エes迦eanalysis・

PersAcctg PersonnelAccounting－ 工ncludes

Sales!c。rnmissi。nstype。fpr。cessing

Especiallyusefulininsurance,and

other合alesofficeswherecomplex

commissionsarecomputed.

CashTRL CashContro1:Thisisasub-function

ofAcc亡sReceivable.Itdealswith

postingofcashtocustomeraccounts.

itwouldalsoincludepreparation.of

BankDepos工t.

ResSched!Uti1

'

ResourceSchedulingandUtilization:

工ncludesreportsofavailable!used

resources.Thischangesradically

fromapPlicationtoapPlieation・

RelKpng!Diary RecordI(eeping/Diary:Information

storageandretrievalwithemphasis

onstorage・

TaxAcctg Taxorgovernmentpayableaccounting:

1ncludescomputationofpersonaltaxes,

returnsanurnberofwaysandautomatic

computationofexcisetaxes,medicare,

etc.

、

{

1
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超 大型 テレ・プロセシング・システムを綿 密 な採 算 に

基 いて運 営す るウエスチングハ ウス・テレコンピュー

タ ・セ ン タ ー

調 査 先

所 在 地

鵠査年月日

面 接 者

調 査 者

WestinghouseTele-ComputerSystemsCorporation

2040ArdmoreBoulevard,Pittsburgh,Pennsylvania15221

1971年7月6日(火)

M.H.Waller(Manager,MarketingServices)

J.F.Dudas(Manager,Administration&ControlComputing

andCommunication)

古 趾 大 塚 、 畔 柳 、 堀 川 、 中 川 、 新 野

1.概 要 および所感

わ れ わ れ の 訪 問 し た セ ン タ ー は、 鉄 の 都 、 ピ ッ ツバ ー グ の 中 心 街 か ら
、 東 に

約15マ イ ル、 ウ エ ス チ ン グ ハ ウス 社 の 大 小 の 工 場 、 研 究 所 、 研 修 セ ン ター の

散 在 す る 郊 外 の 一 角 で、 美 しい 芝 生 と緑 の 森 に か こ ま れ た 小 高 い 丘 の 中 腹 に あ

っ た 。 広 々 と した 平 屋 建 と窓 に特 徴 の あ る5階 建 の ビル が ウ エ ス チ ン グ ハ ウ ス

社 の 計 算 セ ンタ ー で あ り、 全 米 第13位 、 売 上 高1兆5千 億 円 を上 回 る ビ ッ グ

・ビ ジ ネ ス の 中 枢 神 経 的 役 割 り を果 して い る
。

わ れ わ れ が 訪 問 した こ の テ レ ・コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー は 申 し分 の な い 環 境

に あ り、 熱 心 な 好 意 に 満 ち た 応 接 で 終 始 され 、 大 い に 好 感 を抱 く こ とが で き た。

説 明 内 容 の ・ オ ン ライ ン に よ る テ レ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン と各 種 の 超 大 型 コ

ン ピ ュ ー タ 群 が 細 心 の シ ス テ ム設 計 、 綿 密 な 採 算 主 義 で 貫 ぬ か れ て 運 営 さ れ て

い る こ と に は 深 い 印 象 を も っ た。'

リ ア ル タ イ ム に よ る 受 注 業 務 はUnivacリ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム、 科 学 技

術 計 算 に はCDCシ ス テ ム、 リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー に はIBMシ ス テ

ヘ

ム と、 どの 一 つ を と っ て 見 て も ビ ッ グ ・ビ ジ ネ ス な ら で は の 超 大 型 シ ス テ ム で

あ り、 業 務 の 特 徴 に応 じて 、 そ れ ぞ れ を運 営 して い る 点 は 一 驚 に 値 い す る も の
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で あった。

しか し、 この超 大 型 システム を持 つ大会社で はあるが、 各事業 部 門 に コ ン ピュ

ー タ を導 入 す る場 合 には慎 重 で、 自前 の コ ン ピュー タ を十分 活 用 で きる適用 業

務 を持 つ まで は、 セ ンター を利 用 させ る方 針 で ある。

セ ンターは、 この よ うな各事 業 部門 のつ な.ぎと して有 効 な役割 りを果 す と同

時 に、 セ ンター独 自の全社 的 な デー タ処理 機 能 を持 って い る。 この面 で も、 デ

ー タ処 理量 の増 加 に応 じて機 種 の増設 を行 な う等、 採 算 に厳 しい経 営態 度 が読

み とれ る と思 う。

この よ うな ビッ グ ・ビジ ネス に直 結 す るセ ンター が、ウエスチ ングハ ウス社の

業務 に と どま らず、 外 部 の顧 客 にサ ー ビス を始 めた こ と も今後 の動 向 と して注

目に値 い す る と思 う。

われわ れの調 査 目的 の一 つ と して、 大企 業 が ア ウ トサ イ ダー としてTSS事

業 に乗 出す一 例 と して、 当社 に興味 をも って来 た が、 この期 待 は見事 に裏 切 ら

れた。

頭 初、RCA7046のTSS用 ソフ トウ ェ ア が 悪 く、 これが改 良 され た

頃 には、TSS業 界 の競争 が激化 し、 採 算面 で お も しろ くな い ので手 を引い た

とい う話 しで あった。

現 在は、 逆 に外 部 のTSSを 技 術者 が利用 して い る状 況 で、 月間2qOOOド

ル程 度払 って い る との こ とで あ った。

また、 日本 で も実 用化 に入 ったテ ー プか らマイ ク ロフ ィ ッシュへ のデ ー タの

ア ウ トプ ッ ト、 い わ ゆ るCOMシ ステ ムに関心 を持 って お り、 日本 の実 情 に

つ いて色 々聞 か れた。

同社 で は、 現 在 月間60万 頁 のア ウ トプ ッ トをCOMシ ステ ムで処理 してい

るそ うで あ る。
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2.詳 論

2.1オ ン ラ イ ン ・リア ル タ イ ム

技 術 的 に 難 しい コ ン ピ ュ ー タ 制 御 に よ る メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ を使 っ

た テ レタ イ プ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ムは 、 ウ エス チ ン グ ハ ウ ス が 世

界 で 最 初 で あ り、 ご 自 慢 の 受 注 シ ス テ ム で も あ る。

最 初 全 米 の100の 営 業 所 を対 象 と して、1957年 に 研 究 を始 め、1962

年 に セ ン タ ー を開 設 し た。 機 種 は 本 社 にUnivacが あ っ た 関 係 でUnivac

り

490を1台 導 入 し稼 動 に 入 っ た 。 業 務 は、 営 業 所 か らの 受 注 デ ー タ、 発 送

デ ー タ、 各 地 の 倉 庫 の 在 庫 管 理(在 庫 の 水 準 、 補 充 、 配 送)を リア ル タ イ ム

で 処 理 す る も の で あ っ た。

当 時 、 本 社 に あ ったUnivacに よ る会 計 業 務 、 例 えば 売 掛 金 、 未 払 金 の債

権 債 務 の 整 理 、 配 当 金 支 払 業 務 を セ ン タ ー に移 す こ とと、 業 務 量 の 増 加 、 こ

れ ま で 以 外 の 他 部 門 か らの オ ン ライ ンの 希 望 や 、 バ ック ア ップ ・マ シ ンの 必

要 性 か ら、63年 に も う1台Univac490を 設 置 し、 デ ュ ア ル ・シス テ ム

と した 。

66年 に は、 こ の シ ス テ ム で 、 週7日3シ フ トで も処 理 し切 れ な くな り、

67年 早 々 に 現 在 のUnivac494×2台 に パ ワ ー ア ップ し、Univac490

は 周 辺 機 器 と して 残 し現 在 も 活 用 して い る。

今 日、 約500の ウ エ ス チ ン グ ハ ウ ス の 営 業 所 、 工 場 と テ レタ イ プ ・ネ ッ

ト ワー ク を持 ち、7000の 製 品 を取 扱 い 、 リア ル タ イ ム の 処 理 能 力 は 同 時

に66回 線 、1回 線 約100語/分 の 処 理 が 可 能 とな っ て い る 。 テ レタ イ プ

に よ る ア クセ ズ は1日 約30000通 話 、 内 受 注 が 約7,000件 、 在 庫 等 の

問 合 せ が 約6000件 で あ る。'

バ ッ クア ッ プ用 のUnivac494は 、 沢 山 のバ ッチ 処理 に 使 っ て 効 率 を 高

め て い る。 一 例 と して 、 変 圧 器 工 場 の 生 産 手 順 計 画 の 作 成 と コ ン ト ロー ル に

使 っ て お ワ、 リー ド ・タ イ ム が4～6時 間 と云 う厳 しい も の で、 こ れ に 約

100時 間/月 を要 して い る 。
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リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム と して の 稼 動 時 間 は 朝8時 か ら夜8時 まで で あ り、

こ の 時 間 帯 が 長 い の は、 全 米 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 時 差 を考 慮 した た め で あ

る。 夜 間 は バ ッチ 処 理 、 フ ァイ ル の 保 護 、 テ ー プへ の コ ピー等 を行 な っ て い

る。

こ の 他 、 リア ル タ イ ム の 業 務 と して は 、 後 述 す るCashManagement,

FinancialClosings&OperatingStatements等 多 彩 な適 用 業 務 を持 ってお

り、層最 も ウ エ ス チ ン グ ハ ウ ス で重 要 な営 業 機 能 の 中 枢 を担 っ て い る シ ス テ ム

で あくる。

2.2オ ン ラ イ ン科 学 技 術 計 算 シ ス テ ム

高 度 な科 学技 術 計 算 用 に 現 在CDC6600、2台 を マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ

ン グ の シ ス テ ム で 走 らせ て い る。 こ の2台 を 有 効 に 使 うた め、 イ ン プ ッ ト/

ア ウ トプ ッ トの コ ン ト ロ ー ル と計 算 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グの た め に フ ロ ン ト ・

マ シ ン と してCDC6416(6400型)を 配 して い る 大 容 量 、 超 高 速 の

大 型 機 群 で あ る。 こ の シ ス テ ム は、5つ の事 業 部 門 と ワイ ドバ ン ド(40.8

kbs)に よ る 回 線 で 結 ば れ、 端 末 機 はCDC8231が5台 、 他 に4.8kbs、

あ る い は2.4kbsのUT200の 端 末 機 が3台 あ る。

頭 初 、 こ の シ ス テ ム を必 要 と した 分 野 、 例 えば

a.商 業 用 原 子 力 発 電 の 開 発 に 伴 う技 術 計 算

b.配 送 電 ネ ッ ト ・ ワー ク の 研 究 、 回 路 計 算

c.宇 宙 科 学 技 術 の 開 発(NASA関 連)

等 の 部 門 別 で は 計 算 量 も少 な く、 した が って ウ エス チ ン グ ハ ウ ス の 各 事 業 部

が 個 々 に コ ン ピ ュ ー タ を 入 れ る こ と は 不 経 済 で あ っ た。 そ の た め セ ン タ ー が

そ の 機 能 を集 中 的 に 持 っ て オ ン ライ ンで サ ー ビス す る こ と に な った 。

計 算 業 務 の 増 加 で 、1年 を待 た ず2台 目 のCDC6600を 入 れ た が、 最

近 原 子 力 事 業 部 の 計 算 量 が 急 増 し て.V・る た め、 セ ン タ ー か ら8マ イ ル 離 れ た

同 事 業 部 に 、 よ り大 型 のCDC7600を 入 れ、 こ の7月 か ら稼 動 さ せ た の
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で 、 セ ン タ ー のCDC6600は1台 返 す こ とに な った との こ と で あ る
。

2.5リ モ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリー ・シ ス テ ム

フ ォ ー トラ ン、 コボ ル 言 語 を使 用 す る汎 用 性 の あ る デ ー タ 処 理 シ ス テ ム

の必 要 性 か ら、68年 にIBM360シ ス テ ム/モ デ ル50と モ デ ル75を

導 入 した 。 サ ー ビ ス量 の 増 加 に 伴 い 、 能 率 を あ げ る た め イ ン プ ッ ト/ア ウ ト

プ ッ トの コ ン トロ ー ル 用 に モ デ ル651が フ ロ ン ト ・マ シ ン と して つ け ら れ

た。

こ の360/モ デ ル651に は 、 他 にAMPEX(1Mbytes)の コ ァ が

つ け られ て お り、 フ ロ ン ト ・マ シ ンの 機 能 強 化 に 役 立 っ て い る
。

IBMシ ス テ ム は 、 全 米 に 散 らば る工 場 群 と テ レ タ イ プ通 信 回 線 網 で結 ば

れ て お り、 会 話 型 に 近 い 言 語 に よ る リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー ・シ ス テ

ム で あ る。

端 末 機

IBM1050&TTYASR46ヵ 所

Westinghouse9000*14

1BM2780、113011

社 外 ユ ー ザ3

計74

Univac9200あ る い は9300と ほy"同 じ機 能

各 工 場 の デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ、 経 理 業 務 、 在 庫 管 理 、 一 般 的 な経 営 科

学 計 算 が、 こ の シ ス テ ム の対 象 で あ り、 本 社 の 考 え方 もセ ン タ ー 集 中 型 を 基

本 と考 えて い る。 シ ス テ ム 自体 は タ イ ム シ ェ ア リン グ 方式 で は な い が 、 レス

ポ ン ス は かtsり 早 い 。360/モ デ ル75はMVTで
、 常 時3つ 程 度 の仕 事

が並 行 処理 されてい る。

昨 年 か ら、 ウ エスチ ン グハ ウス以外 の社外 サー ビス を、 このIBMシ ス テ

ムで始 め、 現在 社 内業務70% 、 社 外業 務10%位 で ある。 まだ20%程 度

余 力 が あ るの で、 積 極 的 に社 外 の仕事 を さが してい る。
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な お 、IBM370シ ス テ ム/モ デ ル165、3Mbytesの も の を 入 れへ

360シ ス テ ム/モ デ ル65と モ デ ル75を 置 換 え る可 能 性 も検 討 中 で あ る。

2.4経 理 、 財 務 部 門 へ の 適 用

テ レ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに よ る全 社 的 な経 理 ・財 務 シ ス テ ム の コ ン ピ ュ

ー タ 化 も ウ エ ス チ ン グ ハ ウス が 初 め てX"あ り、 そ の サ ー ビス 業 務 は 付 表 一2

の 通 りで あ り、 主 な 項 目 に つ い て 簡 単 に 補 足 す る。

a.FixedAssetsAccounting

全 社 に ま た が る 約30万 件 の 固 定 資 産 勘 定 の記 帳 、 整 理、 償 却 計 算 、

管 理 等

'b
.CapitalStockAccounting

約20万 人 の 株 主 に対 す る4半 期 ご との 配 当 金 の 支 払

c.OashManagement

全 事 業 所 、 工 場 の 現 預 金 収 支 、250以 上 の 取 引銀 行 の 預 金 残 高 が リ

ア ル タ イ ム で 処 理 さ れ、 要 約 表 も 明 細表 も必 要 に 応 じ、 現 時 点 の 状 況 が

入 手 で き る。

資 金 効 率 の 最 適 化 と有 利 な 投 資 活 動 が 可 能 と な っ た 。

d.FinancialClosings&OperatingStatements

ン　　

毎 月 、 約100の 各 事 業 部 門 の 試 算 表 が 、 プ ロ フ ィ ッ ト ・セ ン ター.一

と に 締 め ら れ る 。 以 前 は デ ー タ が 郵 送 さ れ、 手 で全 社 の 集 計 が な され

て い た が 、 今 日 は"WiredBookClosingSystems"に よ って 、 通 信 回

線 で セ ンタ ー に デ ー タ が 送 られ、 損 益 計 算 書 、 貸 借 対 照 表 の 実 績 と予 想

表 が リアル タ イ ム の コ ン ピ ュ ー タ(Univac494)で 集 計 され 、 タ イ

ム リー に ト ッ プ ・マ ネ ー ジ メ ン トに 提 出 で き る よ うに な っ た。

e.Planning

毎 年 秋 に 、 各 事 業 部 は 翌 年 の資 金 計 画、 事 業 計 画 を本 社 に テ レ タ イ プ

で 送 り、 セ ン タ ー は 各 計 画 の 評 価 を必 要 に 応 じ て行 な い 、 会 社 の 要 約 表

を作 る。
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ト ッ プ の指 示 に よ る 計 画 の 変 更 、 再 要 約 表 の作 成 も コ ン ピ ュ ー タ で 速

か に 行 な わ れ る。

f.Others

そ の 他 、 従 業 員 の 貯 蓄 勘 定 、 年 金 計 算 等

2.5組 織 と コ ン ピ ュ ー タ の 適 用 業 務

テ レ ・コン ピュー タ ・シス テ ム ズ ・コー ポ レー シ ョンの組 織 図 は 次 の通 りで ある。

lWes…g・ ・u・el

Tele-Computer

SystemsCorp.
A事 業 部 B事 務 部

1 1
Business

Div.

Management

SystemsDiv.

SoftwareComputin

ServicesDivCo㎜unica

テ レ ・コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム ズ ・コ ー ポ レー シ ョ ンは 一 つ の 事 業 部 で あ

る が、 将 来 社 外 業 務 の 増 加 に よ って 、100%の 子 会 社 組 織 に す る場 合 も考

え られ る の で、 コ ー ポ レー シ ョ ン の 名 前 が つ け られ て い る。

こ の 事 業 部 の 従 業 員 は530名 、 内%が マ ネ ー ジ ャ ー、 専 門 職 で あ る。

(1)BusinessDiv.

社 内 コ ン ピ ュー タ組 織 の コ ンサ ル タ ン ト、 社 外 業 務 の マ ー ケ ッテ ィ ン グ。

(2)ManagementSystemsDiv.

各 工 場 の 経 営 シ ス テ ム、 電 算 化 の コ ン サ ル タ ン ト、 ま た、 工 場 に コ ン ピ

ュ ー タ を設 置 す る希 望 が あ る と数 名 で タ ス ク ・フ ォ ー ス を編 成 し、 工場 に

派 遣 さ れ、 可 否 を決 定 す る。
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否 定 さ れ た場 合 で も、 工 場 側 が コ ン ピ ュ ー タ導 入 の必 要 性 が 強 い な らば、

上 級 の全 社 的 な 投 資 決 定 委 員 会 に提 案 す る こ と が で き る。

(3)SoftwareServicesDiv.

会 計 シ ス テ ム、 受 注 シ ス テ ム、 シ ミュ レー シ ョ ン等全 社 的 な ソ フ トウ ェ

ア の サ ー ビ ス を行 な う。

(4)Computing&Co㎜unications

ウ エ ス チ ン グハ ウ ス 全 体 の コ ン ピ ュ ー タ、 回 線、 端 末 機 、 音 声 の 電 話 も

含 め て コ ン ト ロー ル して い る。

2.6コ ン ピ ュ ー タ の 周 辺 の 問 題

コ ン ピ ュ ー タ は3つ の シス テ ム と も24時 間 稼 動 で 、 土 曜 日 は2シ フ ト、

日曜 日 は シ ス テ ム の 維 持 補 修 と、 新 しい プ ロ グ ラ ム の 開 発 を行 な っ て い る。

コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タ ル 料 は 月 間 約2億 円 の 巨 費 で あ る が、 周 辺 機 器 に も細

か な 配 慮 が 見 ら れ、IBM2314デ ィス ク装 置 の 代 り に、.CALCOMPを

使 う とか、 テ ー プ もTELEX製 を使 う等 、 コ ス トの 引下 げ に工 夫 を してい

る。

ま た、 テ レ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を看 板 とす る 当社 で は、 コ ン ピ ュ ー タ の

電 源 は100%無 停 電 で 確 保 す る 必 要 が あ り、 配 電 に は3系 統 が 用 意 さ れ て

い る。2系 列 は外 部 か ら の 受 電 で あ り、1系 列 は 自家 発 電 に よ っ て い る。

外 部 受 電 の1系 列 が 故 障 す る と、 も う一 つ の 系 列 に 自動 的 に切 換 わ り、 同

時 に 自家 発 電 が始 動 し最 悪 の場 合 に備 え る シ ス テ ム とな っ て い る。

各 事 業 部 門 別 の コ ン ピ ュ ー タ の 適 用 業 務 の詳 細 に つ い て は、 参 考 と して 付

表 一3を 添 付 した 。

2.7テ ー プ か ら直 接 マ イ ク ロ フ ィル ム に

マ グネテ ィ ッ ク ・テー プか ら、 直 接 マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム ま た は マ イ ク ロ ・フ

ィ ッ シ ュ に ア ウ トプ ッ トす る シ ス テ ム で 、 グ ラ フ用 に はSD4020、 英 数

文 字 に はSD4360を 使 っ て い る。

前 者 は 月 に100万 プ ロ ッ トの能 力 が あ る が 、 稼 動 率 は 僅 か に2%、 後 者
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は 、 マイ ク ロ ・フ ィ ッシ ュ(タ テ4イ ンチ 、 ヨ コ6イ ンチ)に1枚 当 り、224

頁 の ア ウ トプ ッ トが 収 納 で き る 装 置 で 、 現 在 月 間60万 頁 ほ ど処 理 して お

り、 急 増 の 傾 向 に あ る。

将 来 の 利 用 範 囲 の拡 大 に つ い て、 非 常 に 興 味 を持 って い る様 子 で あ った 。
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

専 門業種 に活路 を見 出すTSS会 社

(ラ ピデー タ ・コーポ レー シ ョン)

RapidataCorporation

20NewDutchLaneFairfield,NewJersey,07006

1971年7月7日(水)

S.R.Broc㎞an{AssistantMarketingManager)

吉 田 、 新 野 、 畔 柳 、 堀 川 、 中 川 、 大 塚

1.概 要 および所感

1.1概 要

ラ ピデ ー タ社 は、1967年 に 商 業 用 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ と 関 連 コ ンサ ル

タ ン ト業 務 を提 供 す る た め に創 立 され た 。 同社 が最 初 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ

・サ ー ビス を提 供 し た の は1968年1月 で あ る
。

当 初GE400で ス タ ー ト し、 さ ら に2シ ス テ ム を追 加 して、 サ ー ビス エ

リア は ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 地 域 と ボ ス トン地 域 に拡 大 され た。 現 在 で は、 ニ ュ

ー ジ ャー ジ ー にGE4372CPUを1セ
ッ トとす る2シ ス テ ム が置 か れ、 別

に ニ ュ ー ヨー ク に1シ ス テ ム が置 か れ て あ る。 一 時 ニ ュ ー ヨ ー ク に本 社 を置

い た 。 しか し州 お よ び 市 の 所 得 税 が 二 重 に か か る の に対 し、 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ

ー で は 無税 で
、 さ らに 不 動 産 税 が ニ ュ ー ヨー クの 乃 に な る こ とな どか ら本

拠 の ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 に本 社 を戻 した 。 ニ ュ ー ヨー ク の セ ン タ ー も当 地 に

集結 した い と考 え て い る。

同 社 のサ ー ビス は、 科 学 技 術 計 算 お よ び 事 務 計 算 等 で あ る が、 特 色 あ る パ

ッケ ー ジ を 開 発 、 提 供 す る こ と に よ っ て ユ ー ザ を確 保 し て い る 。 ユ ー ザ と し

て は 景 気 に 左 右 さ れ な い よ うな も の に主 点 をお き、2～3年 前 よ り銀 行 、 保

険 な ど金 融 機 関 を 対 象 とす る よ うな 方 針 を とっ て 来 て お り、 こ れ が 今 日の 業

績 を挙 げ て い る 重 要 な 点 で あ る。
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同社 の社員 数 は120人 位 で あ るが、 この うち65%は マー ケ ッティ ング

に従 事 してい る。 と くに テ レビ、 雑 誌な どで広 告 をせず、 マ ーケ ッティ ン グ

要 員 の 地道 な活 動 で業 績 が拡大 されて来 て い る。

TSS会 社 の規 模 は あ ま り大 きす ぎ て もい け ない。 む しろ足 の 軽い小 回 り

の き く組織 で なけ ればな らな い。 当社 の よ うにTSS－ 本 に徹 した会社 と し

てや って行 くのが よい。 他面GEの よ うな巨大 な会 社 が子 会社 を作 ってTS

Sの 分 野 に乗 り出 して来 た例 も ある が、 これ らは機 能 上の 問題 で うま く行 か

ない で あろ う。

また、 イ ン ・ハ ウス のセ ンター を持 ってい る大 会社 で も、 社 内 で 自由に使

用 で き る余 地 は あ ま りな い。TSS会 社 がよい アプ リケーションを用意 して お

けば、 これ らの客 を吸収 して十 分や っ てい け る。TSS会 社 の相 手 はむ しろ

こ う した大企 業 で あ る と同社 は考 えてい る。

同 社 の客 に は政 府、 ニ ュー ヨー ク市、 電話 会社 、 銀行 な どが含 ま れてい る。

1.2所 感

ラ ピデ ー タ社 は当 初 の ア ドレス がニ ュー ヨー ク ・エ ンパ イ アス テ ー トビル

にあ っ たた め、 ホテ ルの近 く と安心 して いた ら、 実 は ニ ュージ ャー ジー州 の

田舎 の方 との こ と。 当 日タ クシ ーの運転 手 も しば しばガ ソ リンス タ ン ドで 道

を聞 か な ければ わ か らぬ位30～40マ イ ル離 れ た小 さな町 の一 角 に セ ンタ

ー があ った。 茶 色 の屋根 の平 屋 で、 建 築 は か な りモ ダ ンで あ る。 面接 者

Brockman氏 はマ ーケ ッテ ィ ン グの担 当 者で、ニューヨーク市は事 業所 を置 くに

は税 金 が高 す ぎる との こ と。 バ ス で1時 間 もかか る所 に セ ン ター をお け るの

もオ ンライ ン ・システムの有利性か。 地道 に専 門的 分 野 を開 拓 して い く方針 が

TSSと い う最 新 の技 術 を利用 してい る会 社 と して は面 白い対 照 で あ る。 セ

ンター内 は 小 じん ま りした プ ログ ラマ用 個室 が10数 室 あ った が、 これだ け

の設 備 を20人 位 の プ ロ グラマ で まか なっ てい る こ とは見 事 で あ る。 パ ッケ

ー ジ の開発 に つい て、相 当 の市場 調 査能 力 とシス テ ム設 計能 力 を持 ってい な

ければ 永続 き しな い筈 で あるが、 この点今後 の動 向を見守 りたい ところで ある 。
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2.詳 論

2.1Broc㎞an氏 のTSS会 社 に関 す る見解

(1)米 国 にお け るTSSの 動向、 リセ ッシ ョンの影響 につ い てTSS会 社 は

一 時 バ スに乗 りお くれ るな とい うだ けの こ とか ら乱立 気味 で あ
った が、 次

第 に フル イ'にか け られ強 い も のだ け が生 残 る よ うに な った。 今 後 は技術的、

経 営 的 に強 い もの でな い とや って い けな いであろ う。 日本 経 済 の驚異的 な

発 展 を見 てい る と、企 業 が注 意深 く先 を見越 して仕 事 を進 めて い くことに

特 長 が み られ る が、 そ うした慎 重 さが失 敗 を少 な くして い るの で あ ろ う。

米 国で は会 社 の運 用 は ギ ャ ンブル と同 じと考 え られ、 一 発 当 た るの をま

って 限 界ぎ りぎ りの運 営 を してい る会社 が多い。TSS業 界 で も同様 に最

終 ユ ーザの希 望 をよ くつ か ま える こ とな く、 性急 に仕事 を走 らせ る き らい

が あ り、 客 は何 を どの よ うに必 要 とす るか良 く知 ってい な いお そ れが あ る。

日本 で は、NTTな どの公的 機 関 がTSSに 乗 り出 す と聞 い て お り、 民間

で も三 菱 や富 士な どの 大企業 が どの よ うな計画 を してい るか、 また 他の一

般 民 間企業 は どうす る つ も りか興味 をも って見 てい る。

米 国 では情 報 処理 業 と して は、 従 来 科学技 術 計算 、 ビジネ ス、IR等 い

ろ い ろ間 口 を広 げす ぎ た こ とも不 振 の原因 とな って いる。 「ド レイは一人

の主人 に仕 えるこ と」 とい う格 言 が あ るが、 各会 社 は自信 を持 っ た分 野 に

全 力 を注 ぐよ うにすべ き であ ろ う。

この クラス の中小 企 業 で は経 済力 に も技 術能力 に も限度 が あ る。 芝生 に

.水 を撒 くよ うな もので、 元 々ホ ー ス の大 きさは きま って い る。 わ れ われ と

して は、 今後 間 口 を狭 く したい と考 えてい る。 また科学 技 術計 算 を主体 と

す る会社 は、 国防 省 の 仕 事 が減 っ たた め、一 般 に苦 し くな って い る。

TSS会 社 は現在70～80社 位 ある と思 う。 この内 には ボ ー イ ング社

の よ うに巨大 な組 織 をバ ックに ス ター トした もの もある が、 この よ うに企

業 のパ ワーで人 を集 めてみ て もチ ー ム と しては必 らず しも うま くい くとは

限 らず、 将 来性 はな い と見 て い る。



一80-

(2)イ ン ・ハ ウ ス の セ ン ター の 増 加 す る 中 でTSS会 社 の 伸 び る 余 地 が あ る

か とい う問 題 に つ い て は 、 例 えば 巨 大 な 化学 工 場 等 で は 確 か に 大 型 コ ン ピ

ュ ー タ が 設 置 され、 大 量 の デ ー タ処 理 を して い る が 、 こ の よ うな ル ー チ ン

・ ワー クに 乗 らな い 特 殊 な 計 算 が 必 要 に な っ た と き、 そ の 仕 事 を か か えて

い る 個 々 の社 員 に と って は そ の セ ン タ ー が い っ で も 自 由 に使 え る 保 証 は な

い 。 こ う した 環 境 がTSSを 利 用 す る 必 要 性 を生 ず る。

一 方 イ ン ・ハ ウス のセ ンター の需 要 は ひ き つ づ き増 え る で あ ろ うが
、 能 力

の 限 界 の た め絶 え ず レベ ル ・ア ッ プ し な け れ ば な らな い こ と も考 え られ る 。

こ う した 場 合 溢 れ た 業 務 を整 理 し、 適 当 な 業 務 に つ い て はTSSを 利 用 す

れ ば 、 相 当 期 間 レベ ル ・ア ッ プ な しで 人 や 組 織 も そ れ ほ ど増 や さな い で も

い け る の で は な い か 。TSSは 電 灯 や 水 道 の サ ー ビス と同 じで 、 ス イ ッチ

1つ で簡 単 に コ ソ ピ=一 タ に つ な ぐ こ と が で き、 ま た面 倒 な シ ス テ ム ・マ

ネ ー ジ メ ン ト を し な くて す む。 この 利 点 を よ く知 っ て も ら え ばTSS利 用

の 道 は も っ と広 が る で あ ろ う。

(3)企 業 運 営 の マ ー ケ ッ テ ィ ン グの 重 要 性 に っ い て

マ ー ケ ッ テ ィ ン グ に あ た っ て は、 客 の要 求 を よ く調 べ る こ とか ら始 ま る。

当 社 職 員 の65%は マ ー ケ ッテ ィ ン グ要 員 で、 ソフ トウ ェ ア要 員 と よ く連

絡 して仕 事 を進 め て い る。 現 在 総 数 は120人(SE15人 、 プ ロ グ ラマ

20人 、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ80人)で マ ー ケ ッテ ィ ン グ部 門L5人 に 対 し

他 部 門1人 の割 合 い で 人 が増 え て い る。

当 社 は と く に テ レ ビ、 雑 誌 等 に よ る一 般 広 告 は しな い 。 しか し、 マ ー ケ

ッ テ ィ ン グ担 当 社 員 の 地 道 な活 動 と、 ユ ー ザ との 個 人 的 な接 触 を通 じて 市

場 を開 拓 し て い る。

多 くの 会 社 は 、 多 分 有 効 に コ ン ピ ュー タ を使 っ て い るで あ ろ う。 しか し、

ユ ー テ ィ リテ ィ が 良 く な い場 合 も ま た 多 い。 専 門 の ア プ リケ ー シ ョ ン を各

ユ ー ザ が 開 発 して い て は 不 経 済 で あ る が、 当 社 で は 良 く市 場 の 要 求 を調 べ

て 専 門 的 パ ッ ケ ー ジ を開 発 して 提 供 して い る。 現 ア プ リケ ー シ ョ ンの 内
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65%は ユ ー ザ が 作 り、35%は 当 社 で 作 っ て い る。 ニ ュ ー ヨー ク に は沢

山 の 計 算 サ ー ビ ス会 社 が あ り、 た と えばAutomaticDataProcessingCo.

で は トラ ッ ク で 投 入 デ ー タ を 集 め て、 給 与 計 算 な ど の大 量 デ ー タ処 理 を や

っ てい る。 こ の よ うな 業 務 は 当 社 に と っ て は あ ま り興 味 が な い。 む しろ 以

下 に 例 示 す る よ う な 高 度 の専 門 的 な オ ン ラ イ ン ・パ ッケ ー ジ を提 供 す る こ

と を 方 針 と し て い る。

抵 当 貸 出 用 パ ッ ケ ー ジ

電 子 回 路 の 分 析 用 パ ッ ケ ー ジ

セ ンサ ス の 手 法 に よ る 統 計 分 析 用 パ ッケ ー ジ

ペ ン シ ル バ ニ ア 大 学 の 経 済 モ デ ル

多 くの 銀 行 は、 イ ン ・ハ ウス の コ ン ピュー タ を所 有 して ル ー チ ン ・ワー ク

を処 理 レ て い るが 、 分 析 予 測 等 の 計 算 に適 当 な パ ッ ケ ー ジ を提 供 で き るT

SS会 社 が あ れ ば そ れ を利 用 しよ う と考 え る の は当 然 で、 当 社 で は こ こ を

狙 っ て マ ー ケ ッ テ ィ ン グ して い る。

そ の ほ か ニ ュ ー ヨ ー ク の 電 話 会 社 も当 社 の パ ッケ ー ジ を 利 用 す る サ ー ビ

ス を受 け て い る。

当 社 は 今 後 の 目標 を銀 行 、 保 険 等 の 金 融 機 関 に お く こ と と し て い る。 リ

セ ッ シ ョ ンの 到 来 は2、3年 前 か ら予 知 して い た の で、 景 気 の 動 向 に あ ま

り関 係 の な い ユ ー ザ と密 着 す る よ うに 心 掛 け て き た 。

(4)ISALの 料 金 問 題 につ い て は と くに 言 う こ とは な い。

ATTもNTTも 独 占的 立 場 に あ る た めPoliticalPowerを 持 っ て い

る。 こ れ に 対 して あ れ こ れ 言 っ て も始 ま らな い。 た だ、 通 信 回 線 の 将 来 に

っ い て は マ イ ク ロ ウ 。 一 ブ や 衛 星 通 信 の 禾1用 な どに よ るPrivateCo㎜ －

unicationLineが 次 第 に広 が る で あ ろ う。 伝 送 特 性 に つ い て はCondi-

tionedLineで あ る に も拘 らず 、 途 中 の 中 継 線 の 接 続 上 の 問 題 な どが あ っ

て 複 雑 化 し、 必 らず し も 良 好 とは 言 え な い 。

通 信 回 線 は 新 旧 入 り乱 れ て 次 第 に手 が つ け ら れ な くな る の で は な い か?
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ユー ザ としては統 一化 され た ス ッキ リした ものが ほ しい。

(5)最 後 に、 企業 には常 に競 争 が必要 で あ る。 自由な 競争 こそ 米国 にお ける

基 本原理 で ある。 良 い ものは 残 り、 悪 い もの は脱落 してい く。

も し当社 が 日本 に支 社 を置 く こ とを認 め られれば、 大 企 業相手 に タイ ム

シ ェア リング ・サー ビス をや ってみ た い。

TSSに つ い ての今 迄 の説 明は 当社 にお ける場 合 の こ とで あ って、 これ

が一般 概 念 で ある と誤 解 しな いで ほ しい。

2.2ラ ピデ ー タ社 の コン ピュー タ ・シス テム の概要

(1)セ ンター の構成

FILESTORAGE MEMORY

81KW

(24bit/!W)

BELL

DATA

SET

MXP CPU

#3

CPU

#1

MASTER

CPU

#2

SI、AVE

CPU#1、CPU#2(GE437)

AsynchronousfloatingPointoperation2μscycletime

#1がMASTERと し て 常 時 動 作 し 、#2はSLAVEと し て#1の

Overflow分 を 受 持 ち 、 ま た#1の 障 害 時 に#1に 代 っ て 動 作 す る 。

Memory81KW(wordsize24bits)

CPU#3(GEDATANET30)

MXP(ApS(Am・ ・icanD・t・Sy・t・m)製 マ ル チ プ レ ク サ)

FileStorage(GE製DiskStorageDSU-160)

(二=一 ジ ャ 〒 ジ ー セ ンタ ー 内 に36台)

1シ ス テ ム あ た りCPU#3の 能 力 上33加 入 しか 入 ら な い が、 将 来 は

50加 入 に した い 。 こ の よ うな シ ス テ ム が ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー に2シ ス テ
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ム 、 ニ ュ ー ヨ ー ク に1シ ス テ ム あ る
。

二.ユ ー ヨ ー ク の 分 は 近 く ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー に 統 合 す る 予 定 で あ る 。

(2)SupPortedTerminals:10、15、30字/秒

TeletypeModel33、35

1BM2741

Dura,Date1,Time-SharedDevice

CalcompPlotter

HewlettPackard2760(OCR)・

MotorolaOpticalCardReader

等

(3)使 用 言 語

BASIC:ダ ー トマ ス 大 学 のOriginalBASICに 手 を 加 え 使 い 易

く し た 。 例 え ば 、 デ ー タ ・フ ァ イ ル の 入 出 力 量 を250,000字/フ ァ イ ル に

上 げ 、 デ ィ ス ク ・ ア レ イ に ダ イ レ ク ト ・ ア ク セ ス で き る よ う に し た 。

ま た 、 プ リ ン ト 出 力 に 豊 富 な 編 集 命 令 を 使 え る よ う に し た 。

FORTRAN:大 体 、ASAFORTRANに 準 拠 し て い る が
、 と

く に1/0エ ラ ー の 検 出 、 出 力 編 集 、 ラ ン ダ ム ・ フ ァ イ ル ・ ア ク セ ス 、 プ

ロ ッ タ サ ブ ル ー チ ン な ど が つ い て い る 。

(4)ユ ー テ ィ リ テ ィ

RapidataInteractiveTextEditor(RITE)

RapidataInteractiveDebugging(RID)

RapidataInteractiveCharacterHandling(RICH)

(5)ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ パ ッ ケ ー ジ

PLEA(Progra㎜ingLanguageforEconomicAnalysis)

経 済 お よ び 統 計 分 析 用 に 利 用 で き る プ ロ グ ラ ム 言 語 で 、 各 種 統 計

処 理 が 可 能 。 一 般 図 表 ま た は セ ミ ロ グ 図 表 を 書 く こ と も で き る 。
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X-11、X-110

X-11は セ ンサ ス の 季 節 調 整 を し た月 間 デ ー タ の 統 計 用、

X-110は4半 期 デ ー タ に よ る も の で、 い ず れ もPLEAと 組 合

わ せ る と販 売 や 経 済 予 測 用 に 役 立 つ。

RAPIDQUOTE

株 式 情報 の デ ー タ ・ベ ー ス で あ り、 ニ ュ ー ヨー ク、 ア メ リカ ン、 ミ

ッ ドゥ ェ ス ト、 パ シ フ ィ ッ ク ・エ クス チ ェ ン ジ等 の 株 式 市 場 の 前 日終

値 が 入 って い る。 さ らに、 これ らの 銘 柄 の 売 買 状 況 の記 録 も残 さ れ て

い る 。 こ れ に対 して 情 報 問 合 せ お よ び 分 析 が で き る よ うに な っ て い る。

LOGIC

電 気 技 術 者 用 で、 デ ィ ジ タ ル ・シ ス テ ムの 計 算 に 利 用 で き る。

RECAL(RapidataElectronicCircuitAnalysisLanguage)

MTBF

MILHDBK-217Aに 基 く構 成 部 品 のMTBFの 算 出 用

プ ロ グ ラ ム

PERT/CPM

(6)ア カ ウ ンテ ィ ン グ

シ ス テ ム の 使 用 状 況 はUserNumberま た はJobCodeで わ か る。 ア カ ウ

ン テ ィ ン グ ・コ ン トロ ー ル は 次 の も の を 計 量 す る。

。 ユ ー ザ ・ナ ンバ ー の有 意 性

。 ユ ー ザ 使 用 の 日時

。 ユ ー ザ のバ ッ ク グ ラ ン ド/フ ォア グ ラ ン ド使 用 分

Oダ イ ナ ミ ッ ク な プ ロ グ ラ ム ・タ イ ム ・リ ミ ッ ト

(7)機 密 保 持

ユ ーザ の 確 認 はIDコ ー ドと タ ー ミナ ル コ ー ドま た はIDコ ー ドとパ ス

ワ ー ドに よ っ て行 な う。

プ ロ グ ラ ム お よび デ ー タ ・フ ァ イ ル の 読 取 りは 次 の条 項 で 規 制 さ れ る 。
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契 約 金$100.00

月 間 基 本 料$10.00/送 り状(Invoice)

運 転 費

・端 末 接 続 時 間(10&15字/s㏄)(30字/s㏄)

　
昼 間:1月 の 最 初 の150時 間$11.00/h$13.OO/h

昼 間:1月 の 次 の150時 間 ※$9.OO/h$11.00/h

昼 間:上 記300時 間 を除 い た す べ て※$7.00/h$9 .OO/h

夜 間$5.00/h$7.00/h

・ コ ン ピ ュ ー タ処 理 料$ .06/処 理 ユ ニ ッ ト

・プ ロ グ ラ ム保 管 料$ .60/月 ・1000文 字

・低速 記憶 占有料
($91,0。0品 品 品 九 、ER)

顧 客 援 助 サ ー ビス

・プ ロ グ ラ ム変 換 運 転 費 の み

.プ ロ グ ラ ミ ン グ.サ_ビ ス 時 間 と機 器 か ら算 出 ・ あ る
い は定 手 数 料

媒 体 変 換 サ ー ビ ス(pm5:30以 後)

・デ ィ ス ク ツ ー カ ー ド$15 .00/1000カ ー ド

・カ ー ド ツー デ ィ ス ク(2進)$10 .00/1,000カ ー ド
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。 パ ス ワ ー ドに よ る 保 護

。 読 取 る こ とは で き て も内 容 変 更 は で きな い
。

侶)シ ス テ ム の機 能

プ ロ グ ラ ム は ソー ス 言 語 ま た は オ ブ ジ ェ ク ト形 式 で 貯 え られ る。

プ ロ グ ラ ム は タ イ ム シ ェ ア リ ング ・モ ー ドで 実 行 で き る し、 ま た プ ロ グ

ラ ム の 変 更 な しに バ ッ ク グ ラ ン ド ・モ ー ドで も実 行 で き る。

プ ロ グ ラ ム は 必 要 な らば 自 動 的 に 磁 気 テ ー プ に記 録 で き る。

実 行 時 間 の 長 い プ ロ グ ラ ムは 延 期 方 式 で 処 理 で き、 そ の 間 タ ー ミナ ル は

他 の 仕 事 を す る こ とが で き る。

価 格 一 覧
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・ デ ィ ス ク ツ ー プ リ ン タ ー^

(1,000行 あ た り)

・ デ ィ ス ク ツ ー'テ ー プ"

・ ア ー フ ツ ー ア ィ ス ク

・テ ー プ保 管

・要 求 あ た りの最 低 料 金

・am8:00～pm5:30で の 客 か ら要

求 され た サー ビス に 対 す る追 加 料 金

他 の サ ー ビス

・プ ログ ラム ・ラ ン

・ フ ァ イ ル 削 除

・カ タ ログ作 成

・低 速 記 憶 装 置 へ の 書 込 み

運 転 時 間'

月 曜 ～ 金 曜

土 曜 、 日曜

1!〈 ニ ト2ノ く一 ト3ノ く一 ト

$2.5.0$3.00$3.75

$1.00/フ ァ イ ル

$1.00/フ ァ イ ル

$5.00/月 ・ リ ー ル

$7.50

$5.00

$750/人 ・時+運 転 費用

am8:00～pm11:00(最 小 限)

土 曜am8二 〇〇～ 日曜pm12:00

(連 続 して)

上 記 価 格 は、1971年3月1日 か ら有 効 。

※ ス ライ ド価 格 は 送 り状 ご と に適 用 さ れ、 夜 間 は含 ま な い。

※※ 夜 間 価 格 は、 月 曜 ～ 木 曜 のpm5:30～am8:00と 金 曜 のpm5:30

～ 月 曜am8:00に 適 用 さ れ る
。
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電子産業を中心に調査研究活動を展開する

カンタム ・サイエンス社

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 書

QuantumScienceCorporation

245ParkAvenueNewYork,N.Y.10017

1971年7月8日(木)

MirekJ.Stevenson(ChairmanoftheBoard)

MurrayDisman(President)

JamesA.Stone(VicePresident,PlanningDivi・sion)

TakahiroYamaguchi(OverseasDataService)

吉 田 、 新 野 、 大 塚 、 堀 川 、 中 川 、 畔 柳 、 仲 井 真(現 地 参 加)

1.概 要 お よ び 所 感

1.1概 要

当 社 は1960年 に現 会 長 のStevensonがIBMに 籍 を置 きつs、 主 に金

融 界等 マ ネー ジ メ ン トに たず さわ る人 々に専 門的 な技術 的 知識 の うえに ビジ

ネ ス の知 識 を付加 した情 報 を提 供 す る こ と を目的 に設 立 した。

っ ま り最初 はパ ー トタ イ ムの コ ンサ ル タ ン トと もい える性 格 の もので あ っ

た が、 電 子産 業界 の伸 展 を背景 に 徐 々に拡 大 し、1963年 に はStevenson

氏 は完 全 にIBMを や め て当社 に専 念 し、1965年 には 現社 長 のDisman

博 士 が参加 した。その 結果 、1965年 には 当初 の10倍 の売 上 規模 とな り、

現 在 で は電 子 産業 関係 の情報 提 供 を中 心 に 米国 で も有数 の調 査 研究機 関 に成

長 した。

従 業 員 は80人 ～100人 、 事 務所 は ニューヨー クとパ ロ ・アル ト(カ リフ

ォル ニア)に あ り、 双 方 に半 分ず つ存 在 す る。

当社 の特色 は電 子産 業部 門 の情報 に特 化 してい る点 であ る が、 各種 サ ー ビ

ス(詳 論参 照)を 通 じて主 な情報 分野 は次 の五 つ で ある。 また それ らに関 す
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る代表 的 ク ライ ア ン トは下 記 の とお りで、 当社 が この種 の調 査 研究 機 関 と し

て米 国 で相 当 に評 価 され てい る こ とが窺 い知 れ る。

(代 表 的 ク ライ ア ン ト)

1

2

3

4

5

所2t

Computer

(電 算 機)

Communication

(通 信)

Component

(構 成 部 品)

Consumerelectronics

(民 生 用 電 子 機 器)

Materials

(半 導 体 原 材 料)

感

(ハ ネ ウ ェ ル、IBM、 コ ン ト ロ ー ル ・デ ー タ 等)

(ATT、ITT、 ウェス タ ン ・ユ ニ オ ン、NEC等)

(モ ー トロー ラ、ジ ェネ ラル ・インス トル メンツ、GE等)

(ウ エ ス チ ン グ ハ ウ ス、RCA、GE等)

(ア ラ ゲ ニ、 カ ー ペ ン タ 等)

当社 はい わゆ るResearchInstituteで あるが、情報 加工 の段階 で技 術 的 面

ば か りで な く、 経済 面、 経 営 面か ら専 門知識 を動 員 してい る点 で、 日本 で い

う シ ンク タン クの一一つ と して考 える ことが で きる。 た だそ の あ り方 と して当

社 の特色 と思 われ る点 は電 子 産業 部門情報 に特 化 してい る点 で あ る。 す なわ

ち、 あ らゆ る分 野 の問題 を扱 うとい うの では な く、 コ ンピ ュー タや コ ミュ ニ

ケー ショ ン、 コ ンポ ー ネ ン トな どの分 野 に特 化 してい る。 これ は リサ ーチ ャ

ー を何 千人 とかか え る大規 模 な会 社 と'競合 す る意味 で も、 また とか く不 安 定

にな り勝 ちな調 査研 究 とい う需要 分 野 で確 実 に需 要 を把握 す る意 味 で も注 目

す べ き営業 戦略 で ある。 当社 が政 府受 託 が ほ とん どな い(昨 年 度 実績)の に

比 較 的安定 して成 長 して きたの も、 か か る特 化 型戦略 が功 を奏 した もの と思

わ れる。 わ が国 にお い て も今 後 の シ ンクタ ンクの一 つ の方向(専 門特 化型 シ

ンクタ ンク)と して注 目す べ きで あ ろ う。

方法 論 で は後 記 の とお り、 今 回 の説 明の 限 りで は とくに 目新 しい方法 もな

い よ うに思 えた が、 興 味深 か った こ とは、 市場 予測 の 方法 で、 供給 側 の条件

をチ ェ ックして い る こ と と、 イ ンタ ビュー法 を重 視 してい る点 で あった。 前

者 につ い ては、 とか く需 要 予 測 が先行 し勝 ちで あ り、 また当然 そ れ が最重 要

で はあ るが、 そ の需要 に対 して供給側 が利 益 を見込 んで実 際 に供 給す るか は

別 問題 で あ り、 顕 在需 要 の予 測 な らば需給 両面 の フィー ドバ ックが必要 なわ
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け で あろ う。

後者 につ い ては、 日本 とは一 般的社 会 条 件 も違 うが、 イ ンタ ビュー を行 な

う者 に は相 当な る知 識 を持 って いる者 を当 らせ、 ね ば り強 く需 要 予 測 を積 み

上 げ てい く方 法 をと ってい る。 これ は、 高 度 の 知 識 をイ ンタ ビ ュア が持 っ

て い る こ とに よ り、 相 手 が 自分 自身 で情 報 を吸 収 す るた めに もよ り積極 的

にイ ンタ ビューに 応 じて くれ る との こ とで あ った。

興 味深 い こ とは、 研究 はすべ て ニー ズ に基 づい て行 な うこ とで あ り、 単 な

る見 込 み で研 究 を開 始 す る こ とは ない。 す な わ ち当社 で開 発す るの はす べ て

顧 客 の ニー ズ に関連 した テー マば か りで あ り、 自由 な研究 とい うの を研究 員

に や らせ ていな い。 わ が国 に お いては、シ ンクタ ンク論 議の 展 開 にあた って 自

由研 究 あ るい は 自主 研究 の あ り方は 一 つの 問 題点 で あろ うが、 公 共的 シ ン ク

タン ク(国 の シ ン ク タ ン ク)は 別 に して、 民 間 シ ンクタ ン クの場 合、 調 査

研究機 関 とい え ども営 業 と して行 な う限 り、 か か る厳 しさは必 要 な のか も し

れな い。 他 の ソフ トウェア会 社等 とも共 通す る問 題 と して、マネージメ ン トや

マー ケ ッティ ン グ重視 の 姿 勢 は シ ンク タ ンクだか らとい
っ てい ささか も失 わ

れ て はな らない し、 む しろ今後 と くに力 を入 れ ねば な らな い問 題 で あろ う。

Stevenson会 長 の話 に よ る と、 かか る機 関 の規 模 は50人 ～200人 の 範

囲 内 にあ るべ き だ と述 べ てい た。 彼 の話 に よれば、50人 以下 で は専 門分野

の知 識 が不 足 す る恐 れが あ り、200人 以上 で はマ ネージメン トが及 びきらな

くな る恐れ が ある。 つ ま りこの よ うな機 関 では マ ネー ジャーは 誰 が何 をや っ

て い るか常 に把握 してい る こ とが非常 に重 要 で あ り、 マネー ジメ ン トの重 要

性 は この面 で も強調 され ねば な らない わ けで ある.

(参 考)当 社 の場 合 プ ロジェ ク トリー ダ10人 ～15人

プ ロジ ェ ク トチ ー ムの規 模2人 ～15人(テ ー

マ に よ り増減 員 を指示 す る。)

の 構成 によ り調査 研 究活 動 を行 な って い る。
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2.詳 論

2.1事 業 の 内 容

カ ンタ ム ・サイ エ ンス 社 の 行 な っ て い る サ ー ビス は次 の三 つ に 大 き く分 け ら

れ る。(図1参 照)

① 継 続 的 情 報 提 供 サ ー ビス(ContinuingSubscriptionServices)

契 約 顧 客(定 額 を払 う)に 対 し、 継 続 的 に情 報 を与 え る もの。 と くに

MAPTEKサ ー ビ ス は 当 社 が8年 前 に 独 力 で 開 発 した 「デ ー タベ ー ス」

を基 礎 に、 あ る 程 度 長 い 期 間 の予 測 を行 な う も の で、 当 社 の一 つ の 特 色 と

な っ て い る。

② 個 別 契 約 情 報 提 供 サ ー ビス(CustomStudies)

顧 客 の 個 々の ニ ー ズ に した が っ て 個 別 に調 査 テ ー マ を受 託 、 調 査 分 析 し

情 報 を提 供 す る。

③ 複 数 契 約 情 報 提 供 サ ー ビ ス(Multi-clientStudiesandReports)

一 つ の テ ー マ に つ い て 共 通 の 関 心 を も つ 複 数 の顧 客 の 注 文 に 応 じて 調 査

分 析 を行 な い情 報 を提 供 す る。(い わ ゆ る マ ル チ ・ ク ラ イ ア ン ト ・プ ロ

ジ ェ ク ト)

図1サ ー ビス の 内 容

カ ンタ ム ・サ イ エ ンス 社

1 1

複 数 契 約 情 報 提 供 サ ー ビス

(Multi-clientStudies

andReports)

継 続 的 情 報 提 供 サ ー ビ ス

(ConUnuing

SubscriptionServices)

個別 契 約 情報提 供サー ビス

(CustomStudies)

Samson

Trends

Quantum
Views

MAPTEK

Services

Mult卜client

Studies

Samson

Reports

一)堅 剛 職 封
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2.2Multi-clientStudiesに つ`、 て

当 社 の 収 入 の 内 半 分 以 上 を こ の 部 門 が 占 め る。 多 くの 顧 客 を一 括 して 一 つ

の テ ー マ とす る た め 金 額 も1件 大 体10万 ドル(3600万 円)以 上 と な る。

こ の 部 門 の 主 な も の を 例示 的 に 示 せ ば

①RemoteComputingMarketStudi

過 去1年 ～1年 半 で100万 ド ル を上 ま わ る調 査 を行 な っ て お り、 こ の

分 野 で は ア メ リカ 第 一 で あ り分 析 研 究 の 方 法 も確 立 してい る 。

例a.NetwnrkInformationServices(タ イ ム シ ェ ア を含 む一 般 的

オ ン ラ イ ン ・シス テ ム)

b.DedicatedInformationSystems(個 別 のイ ンハ ウス ・シス テ

ム)

c.FederalInformationSystems(政 府 機 関 が 遠 隔 地 で 利 用 す

る場 合)

②ComputerMemoryMarketsandTechnology

コ ン ピ ュ ー タの メ モ リー に 関 す る 包 括 的 な 研 究(1500人 の 人 と面 接

して 完 成 した とい う。)

③AlphanumericCharacterDisplays

プ ラ ズ マ 化 文 字 の 表 示 方 法 の 研 究

④SemiconductorDevicepackageandMaterials

ICや 半 導 体 に 関 す る 研 究(ア メリ カ に お い て は す で に 終 っ て お り、

1971年 に は ヨ ーPッ パ に つ い て行 な う予 定)

⑤RemoteTerminalStudies

今 年 か ら開 始 す る 予 定 の テ ー マ で あ る。 と くに、LargeBatch(大 き な

も の で 通 信 の 能 力 を もつ)やInteractiveKeyboard(小 型 の タ イ プ ライ

タ 程 度 で 若 干 の メ モ リ ー を も つ)な どに つ い て調 べ る予 定 で あ る。

2.5CustomStudiesに っ い て

こ の サ ー ビス は 個 々 の 顧 客 毎 に行 な うも の で あ る。 例示 的 に 主 な も の を示
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す 。

①

②

③

④

⑤

ProductDefinition(製 品 の も つ べ き 要 件 に つ い て)

MarketStrategy(マ ー ケ ッ ト の 戦 略 に つ い て 、 ど ん な も の を 売 っ た ら

よ い か 。)

DistributionArrangements(配 送 計 画 に つ い て)

SelectionofPartners(あ る 仕 事 に ど ん な パ ー トナ ー が よ い か)

Acquisition+MinorityInvestments(会 社 の 買 収 、 投 資 に 関 し て ど

の 会 社 に 戦 略 を た て る べ き か 」

2.4調 査 研 究方法 につ い て

テ ー マに応 じて それぞ れの方 法が あ る が、 た と えば コンピュータ ・システム

の導 入 が 将来 どの程度 の 市場 規模 にな る かの予 測 を行 な う場 合 につ い て簡 単

に以下 に記 す。

(1)ま ず需 要 が どの程 度 の規模 にな るか を現 実 の ニー ズ を積 み上 げ て把握 す

る ことが何 よ りも重 要 で あ るが、 この他 に全体 と しての経 済 の規模 とコ ン

ピュータ ・システム 導 入 比 率か らのア プロー チ、 シス テ ムを供 給 す る側(機

械 メ ーカ等)の 供 給 可 能 数 字 を予 測 し最 終的 に全 体 の数 字 を出す。

①MacroEconomic② 産 業 別合計

(EDP比 率等)(13の 産業 別 セ クター か ら予測)

＼/

↑
③ 供 給 側 の 予 測(=VenderAnalysis)

(TechnologyEquipmentCapabilityP
rofitability)織 一.
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(2)次 に産 業別 合計 の数 字 の算 出 手 順 を示 す と

① 産業 を13の 産 業別 セ クター に分 け る(例 えば、 銀 行業 、 保 険 業等 々)

② この コンピ ュー タ ・シス テム を使 った場合、 経 済的 に何 が 可能 か分析

し、 この シス テム を導入 す る会 社 の最 小規 模 を決 める。 つ ま り、 この 規

模 以下 の会社 で は これ を導 入 して も引 き合 わ ない とい う規模 で あ る。

③ ② で決 めた規 模 以上 の会社 が全部 導入 した ら どの程 度 の 市場 となる か

算 出 す る。

④ 各産 業 ご とに会社 がそ の シス テ ムを実 際 に導 入 する か否 か を判 断 す る

た めに

イ.こ の シス テムに よる ア プ リケー シ ョ ンは各 産業 ご とい か な る ものが

ある か

ロ.そ の よ うなア プ リケ ー シ ョ ンを実 行 可能 にす るハ ー ドウ ェア、 ソ フ

トウ ェア は存 在 す る か

ハ.そ の産 業 におけ る会社 は財 政 的判 断 か ら も実際 に導 入 す る か

の三 段階 に分 けて調 査 す る。

⑤ 以上 の よ うにポ テ ン シャル ・ユ ーザ を含め て各 産業、 各 会社 に対 しイ

ン タビュー を行 ない、 これ を積 み 上 げ て全体 の予 測 とす る。 この よ うな

調 査 を行 な うに はデ ー タが莫 大 な量 とな り、 コ ンピュ ー タ技 術 を応用 し

な け れば で きな い。(当 社 の場 合、 この よ うな分野 は西 海 岸 のパ ロア ル

トの事 務所 でDisman氏 の 指導 の も とに 行 なってい る。)

当社 が とくに重 視 してい るの がイ ンタ ビュー調査 に よる予 測 数字 の確 認 の

方法 で ある。 す なわ ち、 一 般的 に デ ー タ をた くさん蓄 積 しつ 」、 ケ ース ス タ

デ ィで 掘 り下 げ る こ とと してお り、 当 社 の場 合決 め られ た500社 の ケ ース

ス タ デ ィ をイ ンタ ビ ュー調 査 に よ り徹底 的 に行 な う方法 を とっ てい る。 この

500社 を リー デ ィ ング ・エ ッジ ・ユ ーザ と呼 んで お り、 先 進 的 コ ン ピュ ー

タ ・ユ ーザ ば か りで あ る。 全企 業数 の1%に も満た ない数 で あ るが、 この

500社 で全 米 コ ンピ ュー タの50%を 占め る とい う。 当社 の 話 しでは、 こ
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の500社 の 調査 か ら全体 を予 測 して も5%の 誤差 もない との ことで あ る。

2.5テ ー マ の選 定、 決 定 につ いて

テ ー マの選 定 に は、 大学 の関 係者 等 専門 知識 の所 有 者 に意見 を聞 く ことは

あっ て も特 別 の委員 会 を設 けた りして はい な い。

当社 の場 合、 昨 年度 の収 入 をみ て も30%が 特 定 の ク ライ ア ン トか ら申 し

込 まれ てい るが、70%は 複数 の クライ ア ン トか ら申 し込 まれて い る。 つ ま

り、 この レギ ュラ ーの ク ライア ン トが 興味 をも ってい るテ ーマ を 日常 の取 引

の 内か ら把 握 し、 次 に これ が果 して一 般的 興味 となる もの か どうか、 ヒア リ

ング等 を行 ない、 練 り直 した末 に当社 の と りあ げ るべ き テーマ と して正式 に

プ ロポー ザル等 を作成 す る。

この過程 で正式 に テー マ と して研 究 を開始 す るに は、 まず どの位 コス トが

かか るかを算 出 し予 算 をた て る。 この コス トの 内70%は すで に興 味 を示 し

て くれ たお 客 で まか な える時(つ ま り確 定 顧客 だ け で70%は コス トを確実

に 回収 で き る時)は じめ て開始 す る。 これ が70%以 下 であ る時 は原 則 とし

て研 究 テ ーマ と して と りあげ な い。60%で もは じめ る時 は幹部 の デ シジ ョ

ンに相 当大 きな責 任 がか か るわ けで ある。
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ADAPSOセ ミナ ー

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

ADAPSO(TheAssociationofDataProcessingService

Organizations,Inc.)

551FifthAvenue,NewYork,N.Y.10017

1971年7月9日(金)

J.L.Dreyer(ExecutiveVicePresident
,ADAPSO)

AlvinI」.Steinhart(President,Datatab,Inc .)

AlanGoldberg(President,TheDataForce,Inc .)

JohnJ.Gerard(President,SimplexSystemsServices&

ComputingCorp.)

JoelDorfman(ExecutiveVicePresident,Integrated

ComputerServices,Inc.)

IrwinS.Bodek(President,Systronics,Inc .)

吉 田 、 新 野 、 大 塚 、 畔 柳 、 中 川 、 堀 川 、 仲 井 真(現 地 参 加)

1.概 要 および所感

今回 の訪 問 に際 してADAPSOは わ れ われ調 査 団 の ために 情報 処 理 に 関す

るセ ミナ ー を準備 してい た。 セ ミナ ーはADAPSOの 会 員会 社 で あ るデ ー タ

タ ブ社 の会 議 室に おい て行 な わ れ た。 内 容 は① 業 界 の 動 向、② 市 場 戦 略、 ③ 財

務 管理、 ④ ユ ーザ ●プ ロ グラム とプ ログラム ・パ ッケー ジ、⑤ ソフ トウェア の契

約 と保 険、 ⑥ 支店 管 理 について、そ れぞれADAPSOの 会 員会 社 の 社長 あ るい

は 副社長6人 によ り、 彼 らの実 務 経験 に 基づ いた もので あ る。 デ ー タタ ブ社 長、

Steinhart氏 の歓迎 の あい さつ に続 い て セ ミナー に入 ったが、 各説 明者 の熱心

な説 明 な らび に調査 団 との間 に かわ され た質 疑 応答 のた め、 予 定 時間 を は るか

に こ えて しま った。
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今 回 の セ ミナ ー で は と く に マ ネ ー ジ メ ン トの 重 要 性 、 ま た、 経 済 状 態 の 悪 化

に と も な っ て フ ァ イ ナ ン ス、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ へ の 関 心 が 増 大 し て い る よ うに

感 じ ら れ た。

2.デ ー タ プ ロセ シ ン グ ・サ ー ビス 業 界 の 動 向

2.1情 報処理サ ービス業 の形態

ア メ リカにおける情報処理サービス会社 の種類は次のように大別 される。

また、推定会社数は下記のとお りである。

)1(

)2(

)3(

)4(

(5)

計 算 セ ン タ ー 約

タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ会 社 約

ソ フ トウ ェ ア 会 社 約

コ ン ピ ュ ー タ 管 理 会 社 約

(DataFacilityManagement会 社)闇

コンサ ル タ ン ト会 社

理、 運 用 を業 とす る会 社 で あ るσ

700社

150社

1,000社

50社

DataFacilityManagement会 社 と は 客 先 の コ ン ピ ュ ー タ の 管

2.2情 報処 理 サ ー ビス業 界 の成長 の推移

1970年 に お け る業界全 体 の売 上 げ は24億 ドル に達 す る と考 え られ る。

1969年 の 売上 高 は20億 ドル で、 これ は1968年 の28.5%増 加 とな

って い る。 売上 高 の 増 加 に もかyわ らず税 引前 利益 は1968年 の6.5%か

ら1969年 に は2.5%へ と減 少 した。

これ は経 済 不況 の影 響 を示 す もので ある。ADAPSOと して は向 う5年

間 に年 率20%～30%程 度 の 売上 高 の のび を見込 んで い る。1980年 に

は100億 ドル の売 上 高 とな る もの と考 えて い る。
{

2.5情 報 処理 サ ービ ス業 界 の種類

業 界 は大 別 して独 立形、 メー カ系 列形 、 お よび コン グ ロマ リ ッ ト形 の三 種

類 に分 け られ る。 これ らの外 に銀 行 あるい は通 信会 社 の情報 処 理 サ ー ビスが
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あ る。 メ ー カ系 列 形 はIBM,CDCな どの コンピ ュー タ ・メ ー カ傘 下 に

あ って、 情報 処 理 サ ー ビス を行 な ってい る もの であ り、 コ ン グ ロマ リ ッ ト形

には ボ ーイ ング、 テ ィル ズ ベ リー(菓 子)な どの複合 企 業 の情 報 処理 部 門 が

あ る。

こ こ2、3年 は コス トの上昇 が著 しくな り、 と くに資金 の不 足 の た め小規

模 の会 社 は経 営 が苦 しく、 伸 び なや んで い るの に反 し、 大企 業 をバ ックとす

る コング ロマ リ ッ ト形 が伸 び て い る。 しか し、 これ は 自 由競争 で あ るか らと

くに云 々す るこ とはないが、銀 行 や 通 信会社 な どが情 報 処理 サ ー ビス業 界 に進

出 す るの は不 当競 争 で あ り、ADAPSOは これに反対 の態 度 を表 明 してい

る。 銀 行 は、 昨年 情報 処理 サ ー ビス の分野 か ら2億 ドル も の収 入 を上 げ てお

り、 コン グ ロマ リッ ト形 の進 出 と異 な り後 述 の よ うに問題 で あ る。

2.4計 算セ ン ター

現 在、 計 算 セ ンタ ー は整 理、 統合 の過 程 に あ り、 この傾 向 は 当分 継続 す る

も の と考 え られ るが、 将来 の見 通 しについ て は必 ず しも暗 い とは考 えて いな

い。 今後 企 業 の数 は減少 し、 代 りに規模 は 大 き くな って行 くで あろ うが、

ADAPSOと して は、 と くに独 立形 の企業 が伸び る必 要 が あ る と考 えてい

る。 現状 で は、 独立 形 の企 業 は まだ十 分 に顧 客 をと らえて お らず、 ま た小規

模 な 企業 は しっか りとした経営 組織 をもつ にい た ってい ない。 こ う した 独立

形 の 企業 の態 勢 が ととの え られ てゆ くこ とに よ って伸 び て行 くであ ろ う と考

えて い る。

2.5タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス会社

タイ ムシ ェア リングの分 野 で は約150社 の うち現 在 はわ ず か20社 程度

が採 算 の とれ る状 況 に あ るにす ぎな い。 この よ うに タイ ム シ ェア リング会 社

が不 振 の原 因 と して は、 商 業 用 の事 務処 理 の広範 な分 野 に進 出す るた め の技

術 力 を必ず しも十分 に備 えてい ない こ と、 多大 の 研究 開発 費 や設 備 費 を必 要

とす るに もか かわ らず、 資 金 が不 足 してい る こ と等 によ る もの と考 えて い る。

しか し将 来、 タイ ム シ ェア リン グの 分野 は成 長 して 行 く と思 わ れ る。
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2.6ソ フ トウェア会 社

ソフ トウ ェア会 社 は他 の 分野 に く らべ れば 十 分 に確 立 され た分 野 で あ る と

い える。 約1,000社 の うちプ ロフ ェシ ョナル な ものは 約300～400社

といわ れ てい る。IBMの ア ンバ ン ド リン グが ソフ トウ ェア会 社 に与 える今

後 の影 響 に関 して は必ず しも明確 に な ってい な い。

2.7コ ン ピ ュー タ管理 会 社(DataFacilityManagementC・mpany)

コ ンピュー タ管 理 会社 は 客先 が設 置 して い る コ ンピュー タの管 理 ・運 用 を

業 とす る会 社 で あ るが、 これ は非常 に興味 の あ る分 野 で あ る。 現 在 は会社 数

も比較 的 少数 で2～3億 ドル の年 間売上 高 をあ げてお り、 今後5年 位 の間 に

10億 ドル程 度 の売 上 げ をあげ る業界 に成長 して行 くもの と考 え られ る。

2.8ア ウ トサイ ダ ーの参 入

情報 処 理 サ ー ビス業界 の種 類 と して は、2-3項 で述 べた とお り、 独 立形 、

メ ー カ系 列 形 、 コ ングロマ リッ ト形 の ほか、 銀 行、 通信会 社等 が あ る。

ア ウ トサ イ ダー とい わ れるの は、 コ ング ロマ リッ ト形 、 銀行、 通信 会 社等

で あるが、 コ ング ロマ リッ ト形 は、 大 企業 の 情報 処理 部 門、 あ るい は これが

独立 して子会 社 とな った もので あ る。 その背 景 に大企 業 が あ り、 資金 的 に も

技 術的 に もす ぐれ た もの をも ち、 独 立 形企 業 に とって 脅 威 とな って い るが、

自由競争 の 建前 か らい って致 し方 な い と考 えて い る。

これ に反 し銀 行 の場合 は 豊富 な資 金 力を有 してお り、 これ は他 を強 制 す る

力 を有 す るだ けに公 正 な競争 が損 わ れ るおそ れ が多分 にあ り、 不 当 競争 とい

って も差 支 えない と考 えてい る。 この た め、ADAPSOと しては、 銀 行 の

情報 処理 サ ー ビス 業界 へ の参 入に は終 始反 対 を表 明 して い る。

また、 ア ウ トサ イ ダー とは い えない が、 メ ーカ系 列形 は、 た とえば使 用 す

る コ ンピュー タの ハ ー ドウェア は、 い わ ゆ る卸 売価格 で設備 で きるが、 一般

の セ ンタ ーは 小売 価格 で なけ れば 設備 で きない。 した が って、 メー カ系 列 形

は そ れだ け有 利 な立場 にあ り、 これ は公正 な競争 とは いX難 い。

メーカ系 列形 に せ よ、 通 信会 社の 子会 社 にせ よ、 親会 社 か ら完全 に切離 さ
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れ た状態 で サ ー ビスす べ きで あ る と考 えてい る。

3.市 場戦略 につ いて

説 明 者 のGoldberg氏 はADAPSOの ソフ トウ ェア委 員長 で あ るが、デ ー タ フ ォ

ー ス 社 社 長 と な る 以 前
、 出版 、 広 告 、 不 動 産 、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ な ど多 種 の 経

歴 の 持 ち主 で あ る。 ソ フ トウ ェア 会 社 を始 め る に 当 っ て も資 金 的 な ゆ と り を も

っ て お り、 こ れ が 大 き な 強 み と な っ て い る よ うに 感 じ られ た 。

5.1マ ー ケ ッテ ィ ン グ の 重 要 性

ソ フ トウ ェ ア製 品 と マ ー ケ ッテ ィ ン グ の 関 係 は 次 の4つ が あ る が(2)の ケ ー

ス が 注 目す べ き も の で あ る。

(1)ソ フ ト ウ ェア とマ ー ケ ッテ ィ ン グ の 双 方 が 悪 い 場合

(2)ソ フ トウ ェ ア は 良 品 で あ る が マ ー ケ ッテ ィ ン グ が 悪 い 場 合

(3)ソ フ トウ ェ ア は 良 くな い が 、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ は 良 か っ た 場 合

(4)ソ フ トウ ェ ア とマ ー ケ ッテ ィ ン グ の 双 方 が 良 い 場 合

(2)は 技 術 的 な 詳 細 に 気 を と られ た 結 果 、 マ ー ケ ッテ ィ ング を お ろ そ か に して、

一 般 的 な ア ピ ー ル の 重 要 性 を見 落 した も の と い え る
。 従 来 は 技 術 力 が 重 要 視

さ れ て 来 た が マ ー ケ ッテ ィ ング は 余 り重 要 視 さ れ な か った 。 そ れ は 過 去 に お

い て ソフ トウ ェ ア は 作 れ ば 比 較 的 容 易 に 販 売 す る こ とが で きた か らで あ る
。

今 後 は こ の 傾 向 は 変 化 し、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ が よ り重 要 と な る で あ ろ う。 と

くに 企 業 規 模 の 小 さ な 会 社 で は マ ネ ー ジ メ ン トを 担 当 す る 人 が 技 術 的 な キ ャ

リア ー の 人 よ りは、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ の 能 力 を も つ 人 で あ る こ と が必 要 で あ

る。

ろ.2マ ーケ ッテ ィング の戦 略

マ ー ケ ッテ ィング に関 して考 慮 しな け れば な らな い要素 は次 の ものが あ る
。

(1)市 場 の大 き さ

(2)売 れ るか ど うか

(3)ど の レベ ル に販 売 す るか(個 人 か、 会 社 か、 商 社 か)
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(4)ど ん な メ デ ィア を利 用 す る か(ラ ジ ナ か、 テ レ ビ か、 ダイ レ ク ト

メ ー ル か)

(5)ど ん な 方 法 で 市 場 に 入 る か(リ ー ス か 、 セ ー ル か)

デ ー タ フ ォ ー ス 社 の 場 合 に は 社 長 と幹 部 が マ ー ケ ッ ト ・サ ー ベ イ を実 施 し

た。 そ れ で ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 の 情 報 あ る い は 資金 ぐ り な ど を 調 査 す る た め に、

業 界 団 体、 技 術 関 係 者 、 ユ ー ザ 、 金 融 界 、 あ るい は 投 資 家 な どの 人 々 と話 し

合 い を 行 な って 、 具 体 的 な販 売 方 法 を考 えた 。

5.ろ ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジFORCEの 例

FORCEは デ 一 夕 フ ォー ス 社 が 開 発 したIBM-360/370用 の プ

ロ グ ラ ム 言 語 で あ る。 こ れ はCOBOL類 似 の 言 語 で あ る が 、 レ ポ ー トゼ ネ

レー タ(RPG)と ア セ ンブ リ言 語 の 双 方 の 利 点 を備 え た 言 語 で あ り、 コー

デ ィ ン グ に 要 す る 時 間 はCOBOLの 約 半 分 で あ る と い って い た。 この プ ロ

グ ラ ム 言 語 の マ ー ケ ッ トはIBMコ ン ピ ュー タの 利 用 者 が 対 象 と な る。 そ の

た め にIDC社(1。t。,n。ti。n。ID。t。C。,p。,ati。n)が 実 施 した'IBM-360

に 関 す る市 場 調 査 結 果 を 買 い 取 っ た。 ま た、 販 売 に あ た って は 企 業 のEDP

の マ ネ ー ジ ャ や プ ロ グ ラ ム 関 係 の マ ネ ー ジ ャ を対 象 と し、 ベ ン チ マ ー ク ・テ

ス ト、 デ ー タ テ ス トは 客 自身 が 実 施 で き る よ う に し、 パ ソ ケ ー ジ が ユ ー ザ

の 必 要 に合 致 した も の で あ る こ と を直 接 確 認 で き る よ うな 方 法 を採 用 した。

売 込 み の 際 の メ デ ィ ア も、 ラ ジ オ 、 テ レビ、 あ る い は 新 聞 広 告 な ど の 手 段

に よ らず 、 客 が 現 実 に使 用 で き る も の で あ る こ と を示 す た め、 技 術 的 に も 充

実 した 説 明資 料(一 部'3ド ル50セ ン トか け た)を 作 成 した。

FORCEの 場 合 、 マ ー ケ ッ ト リサ ー チ に4ヵ 月 、 開 発 に1年 半、 テ ス ト、

デ バ ッグ に1年 を費 した 。 販 売 方 法 と して1年 間 は 無 料 で 客 に 使 用 して も ら

う方 法 を採 用 して い る。 つ ま り、900ド ル で1年 間 使 用 させ 、 買 取 る場 合

は900ド ル を前 払 金 に 充 て て い る。

以 上 を要 約 す る と
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(1)IDCの サ ーベイ結 果 を利用 して、 マ ー ケ ッ トに 関す る調査 を十分

に行 な った。

(2)売 込 み の た めの 説 明資料 には十 分 に金 をか けた。

(3)売 込 み の対 象 を企 業 のEDPS関 係 の 責任 あ る地 位 の人 とした。

(4)ソ フ トウ ェア を実 際 に客 に使 用 させ、 客 自身にそ の効 果 を確 認 させ

た。

(5)そ の結 果、 そ の ソフ トウ ェア を今 購 入 しなけ れば損 だ とい う気 を起

させ た。

最 後 に、 マ ー ケ ッテ ィン グの戦 略 が どの よ うに 良 い もので あっ て も、 販売

を担 当す る もの に技 術 的 知識 が不 足 してい ては成 功 しな い こ とを注意 しな け

れ ば な らな い。

4.財 務 管理 につ いて

4.1そ 受 容llり

財 務 管理 の 役割 りは会 社 の各 部 門 を金 の 面 か ら結 合 し、 い か に して ボ トム

ライ ン を越 えて利潤 を上 げ てい くか とい うこ とで あ る。

ADAPSOは 財 務 管理 に関 して"統 一会 計 原則"と 題 す る マ ニ ュアル を

発行 してい るが、 その 方法 は会 社 の各 部 門(マ ー ケ ッテ ィ ング、 研究、 開 発、

販売 な ど)に 要 す る コス トを分 離 して、 それ らを図 表 に よ って 管理 す るも の

で、 そ れ に よ って会 社 の方針 決 定、 幹部 の責任 を 明確 に して行 く こ とが で き

る。

4.2ソ フ トウ ェアの 開発 コス トと その コン トロール

ソ フ トウ ェア会 社 に お いて最 もむず か しいの は、 ソフ トウ ェアの開 発 コス

トを明確 に把 握 し難 い こ とで あ る。

すな わ ち、 ソフ トウ ェアの開 発 コス トを予 測す る こ とは作 業 の 特殊 性 か ら

非常 に 困難 で あ り、 頭初予 測 した コス トの4倍 位 が 実際 に必 要 と も言 わ れ る

位 で ある。 いず れに して も、 頭 初 の開 発予 算 を上 まわ るこ とが通常 で あ る。
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この問題 を解 決す る一 つ の方 法 は、 プ ロジ ェ ク トの管 理 に タイ ム シー ト

(表1)を 利 用 して、 ソフ トウ ェアの 開発 コス トを管理 して行 くこ とで あ

る。 ソフ トウ ェア会 社 あるい は デ ータ セ ンタ ーでは、 この ジ ョブ コン トロー

ル シ ー トに よ って作 業 を管 理 す る こ とが で き るわけ で あ る。 管理 者 は この シ

ー トか ら各 作業担 当者 が どん な作 業段 階 に あ るか、 作 業 ス ケ ジ ュール に影響

す る問 題が お きて い るか ど うか を把握 で き る。 それ で、 この シー トを毎 日あ

るい は毎 週 チ ェ ックす る こ とに よ り、 そ の部 門 の コス トが上 昇 してい る か否

か を判断 す るこ とが可能 とな る。

マ ンパ ワー の コス トの予 測 に つい て も同様 の困難 な点 があ り、 定式 的 な コ

ス トの 算 出方法 は存 在 しない とい え る。 これ らは人間 の思考、 能 力に 関す る

コス トで あ るか ら、 算 出 す るの が むず か しいの で あ り、 現在 の ところ は、 経

験(実 績)に よって予 測す る以 外 に方 法 が ない と考 えて い る。
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010-KEYPUNCH 0-REG
020-KEYVERIFY 1-OURERROR

2-CLIENTERROR
110-COMPUTER 4-OVERTIME
120-SORTING 5-OVERT工ME-OURERROR
130-MACH.RM.DESKWORK 6-OVERTIME-CLIENTERROR
140-CLERICAL 8-NON-OHARGEABLE
150-CHECKINGREPORTS 9-OVERTIME-NON-GHARGEABLE

210-BINDING
220-DECOLLATING

230-BURSTING

240　 WRAPPING

310-PROGIもAMCODING

320-PROGRAMDESIGN
330-PROGRAMFLOWCHARTING

340-WRITINGTESTDATA
350-REPORTLAYOUTS

360-DEBUGGING
370-PROGRAMCHECKOUT

380-DOCUMENTATION

390-BUGCORRECT工NG

410-SYSTEMSDESIGN
420-FORMSDESIGN
430-SYSTEMSDOCUMENTATION
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510-COORDINATION

520-CLIENTCONTACT
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720-CONFERENCES

'
810-SUPERVISION
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910-TYPING

920-TRAVEL
99999 SSS TOTAL 980-OTHER

990-IDLE
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5.ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム か プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ か

5.1ソ フ トウ ェアの分 類

ソフ トウ ェアは ユーザ ・プログラムとプ ログ ラム ・パ ッケー ジに大 別 で きる。

ユーザ ・プログラムは客 先 の注 文 に合 せ て開発 す る プ ログ ラムで、 客 先 の提 出

した問 題 に対 して サ ー ビス セ ンターが協 力 して作成 す る もので あ る。 プ ログ

ラム ・パッケージは サ ー ビス セ ンター が独 自に開発 したプ ログラ ムで、 その ま

ま客 先 が利用 で き るタイ プ の もので あ る。

これ ら二 つの タイ プ はそ れぞ れ両極 端 を示 す もの であ り、 両者 の間 に も沢

山の タイ プ(Specialization)が 存 在 す る。 例 えば

(1)特 定産 業 を対 象 とす る プ ログ ラム

(2)在 庫管 理 な ど特定 のア プ リケ ー シ ョン を対 象 とす るプ ログラ ム

(3)会 社全 体 を対 象 とす るも の

な どが あげ られ る。

一 般 に ユ ーザ'プ ログラム とプログラム・パ ッケージ は明確 に判別 し難 い が強

いて い えば ユーザ'プ ログ ラムは個 別的、 人 間 的 なサ ー ビス を重 点 とす る の

に対 して、 プ ログラム ・パ ッケー ジは既 製品 とい う ことが で きる。

5.2ユ ーザ ・プ ログ ラムの長 所 と短 所

ユ ーザ'プ ロ グラ ムは次 の よ うな長所 をもっ てい る。

(1)顧 客 の要 求 に応 じて その 問題 に合 った 回答 が提 供 で きる な ど フ レキ

シ ビ リテ ィーが あ る。

(2)同 一 顧客 に対 して次 々 と新 ら しい もの をサ ー ビスで き るので、 市 場

を他 に求 め る必要 がな い。"

(3)ソ フ トウ ェア技 術者 が多 方面 の問題 を取 扱 うこ とが で きるの で仕事

に張 り合 い をもつ こ とが で きる。

一 方、 ユー ザ ・プ ロ グラムの短 所 に は次 の もの があ る。

(1)積 極的 に会 社 に出か けて問 題 を さがす わ けに行 か ない か ら相 手 の依

頼 を待 たね ば な らな い。 いわ ば受 身 で ある。
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(2)価 格 の 決 定 が 困 難 で あ る。 プ ロ グ ラ ム作 成 の 期 間 、 コス トを正 確 に

見 積 る の が 難 し く、 価 格 が 安 け れ ば 客 は と れ る が 利 益 は な くな る。

(3)対 象 とす る 業 務 が そ れ ぞ れ 異 り、 数 が 多 くな る た め社 内 で の 作 業 管

理 が む ず か し くな る 。

5.5プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ の 長 所 と 短 所

プ ログ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ は 次 の よ う な長 所 を も っ て い る。

(1)パ ッ ケ ー ジ の 内 容 に よ って 自ず と販 売 の 的 が 絞 れ る の で、 そ れ らに

集 中 して 販 売 す る こ と が で き る。

(2)完 成 品 で あ る か らパ ッケ ー ジ を客 先 に イ ンス トー ル す る の に 高 級 な

エ ン ジ ニ ア を 一 々 派 遣 す る必 要 が な い。

(3)ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム の よ う に 多 種 類 に わ た らな い た め 社 内 の 作 業 管

理 が 容 易 で あ る。

(4)販 売 の 対 象 と な る 客 が 多 い た め、 開 発 コ ス トを分 割 して販 売 価 格 を

安 くす る こ と が で き る。

一 方
、 プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ の 短 所 に は 次 の も の が あ る。

(1)
.!eeZl!.21i.re4・FQ,S高い 。 パ ッケ ー ジ で あ る た め、 汎 用 的 な 機 能 を も た せ

ね ば な ら ず、 こ れ が ま た コス トに は ね か え る。

(2)パ ッ ケ ー ジの 機 能玉 は 制 限 が あ る。 この た め 、 そ の 機 能 以 上 の 要 求一 、

を もつ 客 に ま で 販 売 す る こ と は で き ず 客 先 の 選 択 が 制 限 され る。

(3)と く に 大 き な 客 先 は パ ッケ ー ジ の 一 部 修 正 を要 求 して 来 る こ とが 多

い が、 そ れ を 断 る こ と は で き な い の で、 次 第 に パ ッケ ー ジ を維 持 す る

こ とが 困難 に な っ て く る。

5.4ソ フ トウ ェ ア会 社 の 意 見

ソ フ トウ ェ ア会 社 の 方 向 と して は ユ ー ザ'プ ロ グ ラ ム か ら出 発 して、 プ ロ

グ ラム ・パ ッケージ に 移 行 す る よ う に な る で あ ろ う。 汎 用 性 の あ る プ ロ グ ラ ム

・パ ッケ ー ジ は 販 売 が 容 易 だ か らで あ る
。

ADAPSOの 意 見 で は ユ ー ザ'プ ロ グ ラ ム が 良 い とい う議 論 は ない が、
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プ ロ グラム ●パ ッケ ー ジ が 良 い とい う意 見 は あ る。 現 在 プ ログ ラム ・パ ッケー ジ

を専 門 に して い る 会 社 は 皆 ユ ー ザ'プ ログ ラ ム の 開 発 も 行 な っ て い る。

す な わ ち、 数 多 く の ユ ー ザ'プ ロ グ ラ ム を 手 掛 け、 そ れ ら の 経 験 を も と に

して 、 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ の 開 発 に 移 行 した の で あ る。 汎 用 性 の あ る 良 い

製 品 が で きれ ば 販 売 も 容 易 で あ り会 社 が の び る こ とも 可 能 だ が、 い き な り プ

ログ ラ ム ・パ ッケー ジ を 開 発 す る こ とは 、 そ れ が 売 れ な か っ た 場 合 に は非 常 に

一 頃剛己ピ■』ユー<吉"一づ塾

危 険 と い え よ う。

5.5参 考

プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ の 種 類 は 多 角 化 の 傾 向 に あ る が、 現 在 プログラム ・パ

ソケ ー ジ を専 門 と し て い る 会 社 の例 と して 以 下 を 紹 介 さ れ た。

(会 社)

AutomaticDataProcessing社

〃

1.T.E.L.社

KeyData社

レ イ ノ ル ズ&レ イ ア ル ズ 社

Datatab社

〃

(種 類)

Payroll

証 券会 計

受 取 勘定

在 庫 管理(リ アル タイ ム)

自動車 産 業会 計勘定

マ ー ケ ッ ト・リサ ーチ

EDPに よる手 紙作 成

6.ソ フ トウェアの契 約 および保険

説 明者 のBodek氏 は1年 前 に 日本 を訪 問 した との ことで あ った が、 日本 と異

な、って ソフ トウ ェアの製 作 に関 して非常 に多種 類 の 保険が あ り、 そ れ らに よ っ

て損 失 を防 当 て ・ミる ・ とが印 象的 であ ・た・

6.1ソ フ トウ ェアの 契約

契約 は会 社 を保 護 し、 業務 な らびに 利益 を確 立 す るた め の重 要 な手段 で あ

る。 ソフ トウェアの契約 に はつ ぎ の よ うな内 容 が記述 されて いな ければ な ら
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な い 。'

(1)シ ス テ ム の フ ロー チ ャ ー ト

(2)報 告 書 類 の 様 式 見 本

(3)仕 事 の 予 想 量(例 えば キ ー パ ンチ の 量 な ど)

(4)パ ン チ カ ー ドの レイ ア ウ ト

(5)仕 事 の 範 囲 に 関 す る 双 方 の 合 意

ま た、 次 の よ う な も の に つ い て の 金 額 ・規 定 も契 約 に 明 示 して お くべ き で

あ る。

(1)マ ス タ ー フ ァイ ル な どの カ ー ドパ ンチ の 手 数 料

び

(2)頭 初 の プ ロ グラ ミング コス トな らびに再 プ ログ ラ ミングの際 の コス

ト

(3)可 能 な らば キ ーパ ンチ を分 離 した コス ト

(4)報 告 書 の コス ト

(5)客 側 の誤 りに よ る再 作 業 のた めの コス ト

契 約 に は プ ログ ラム あ るい は マス タ ーフ ァイ ルの所 有権 を明示 しな け れば

い け ない。 た とえば、 プ ログ ラム作 成 料 を客 が支 払 った場 合、 そ の プ ロ グラ

ムの所 有権 は客 に ある と考 え る。

契 約 違反 に関 して双 方 で取 り決 め る こ とも必 要 で あ る。 また契 約 の期 間 は

少 な く とも1年 間 契約 を結ぶ べ きで あ る。 そ れ は、 プ ログ ラムが 安定 す る初

めの数 ヵ月間 に は経費 が 嵩む か らで あ る。 その他、 ヒス トリカル なデ ー タ を

どれ位 の期 間手 持 ちす るか に つい て も合意 が必要 で あ る し、 支 払 い条 件 につ

い て の条項 も必要 で あ る。 キ ーパ ンチ等 の作 業量 が多 い な らば 中 間払 い な ど

も考慮 しなけ れば な らない か らで あ る。 ・
＼

6.2保 険 の 種 類

ソフ トウ ェアの保 険 をか け る場 合 に は、経 験 のあ る会社 を選 択 しな け れば

な らない。 それは、 ソフ トウ ェア関 係 の技 術 的な 用語 や要 求 な どにっ い て精

通 してい る保険 会 社 は比較 的 少 な いか らで あ る。
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Bodek氏 の会 社 ではADAPSOを 通 じて下 記 の よ うな 保険 をか け てい る。

これ らの 中 で と くに重要 な もの は、(3)の 書 類、 記 録に 関す る保険 で あ るが、

その他(2)盗 難 保険 あ るい は⑥ 誤 りに関す る保険 な ども重 要 で ある。 保 険 は 最

大 限 にか けて お くべ きだ が、 保 険料 は一 般 に 高価 な もの とな るた め、 損 害 の

少ないもの、た とえば5000ド ル ぐ らい まで の もの は保 険 に よ らず直 接 支払

うよ うに してい る。

(1)一 般的 な損 害賠 償 保険

(2)盗 難、 紛 失 保 険

(3)書 類、 記 録 に関す る保 険(重 要 で ある)

a自 社記 録 の 喪失

b客 先 の記 録 の喪失(再 生 の費 用 あ るい は原記 録 の値 に対 してか け

る)

c契 約 に も とつ く記 録 の喪失

(4)事 故 で操 業 を停 止 した時 の保 険1

(5)事 故 の際 の特 別支 出 に対 す る保険

a－ 時 的 な追 加作 業

b他 の計算 セ ンターの コ ンピュー タ使 用 な ど

(6)誤 りに関 す る保 険

aサ ー ビス ビュ一 口に対す る訴 訟

b無 過 失 責任

cコ ン ピュー タの障 害 あ るい は プ ログ ラ ムエ ラー に よる損失

(7)従 業 員 の トラブル に対 す る保 証 の た めの 保険 闇

a客 の機 密 情報 の漏 洩、 横領

bサ ー ビス ビ ュー ロの プ ログラ ムの漏洩 、 横領

囲 この 保険 は高価 で あ り多 くの会 社 はか けてい な い。

損害 の 軽減 方策 と して は、 プ ログラ ムあ るい は デー タ(マ ス ター ファイル)

を複製 して お くとか、 あ らか じめバ ックア ップの設 備 も準 備 して お くな どが
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考 え られ る。

そ の他 一般 的 に留 意 す る事項 と して、 次の ものが あげ られ る。

(1)従 業 員 との契 約

a責 任 の範 囲

b給 料 の支 払 い 一

c職 権 を越 えて実施 した場 合 の責 任

d会 社 の顧客 あ るいは プ ログラム を失 った場合 の責 任

(2)共 同の記 録

a記 録類 の適 切 な保 存 と更新

b商 標 類 の保 護

(3)納 税言己録

a正 しい 申告

b法 律 に従 う。

c良 い公 認 会 計士 を選 択 す る。
'

6.5ソ フ トウ ェアの特 許 権 につ い て

ソフ トウ ェアの権 利 保護 の 問 題に は種 々の議 論 がある が、 結論 的 に は特 許

権 あ るいは 著作権 に よ って ソフ トウ ェアの保 護 をはか る ことは困 難 で ある。

特 許 にす る場 合 は ソフ トウェア の内容 を公 開 しなけ れば な らず、 一度 公開 す

るな らば 同 じ機能 を持 つ ソフ トウ ェア を70～80%程 度 の費 用 で 製作 す る

こ とは極 め て容易 で あ る。 した が って保護 の た めに は公 開 しな い こ とが最上

とい える。'

7.支 店 の管理

支店 の 管理 の最 大 の カギ は支 店 に 信頼 のお け る人材 を得 る こ とで あ る。 支店

管理 の ため に本社 か ら一 々出 かけ て行 くこ とは 経 費 も要 し、 時 間 的 に も損 失 が

大 きい。 支店 に 出か け ない でそ の 動 向 を把 握 す るた めの方 法 と して は財 務 関係

の報 告 を通 じて行 な うの が最 良で あ る。
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デ ー タタ ブ社 で は、 シ カ ゴ、 ロス ア ンゼ ルス、 ニュー ヨー クに支店 を持 って

い るが、 財 務報 告 に よる支店 の 管理 を実 施 して い る。 それ に よれば毎 月20日

まで に前月 の 財務 記録 を収 集 し、 月末 に は前 月 な らび にそ の月 まで の累 計利潤

な ど を把握 で き る よ うに してい る。

こ の報 告 は各支店 間 の比 較 を容 易 とす るた めす べて パ ーセ ン ト表示 に よ り、

とくに売上 げ お よび人 件費 の動 向 に注 目す る こ とに してい る。 各支店 の営業成

績 判断 の一 つ の 目安 と して標 準的 な コス トの配分 を次 の よ うに考 えてい る。

人 件 費35%

EDPマ シ ンコス ト15～20%.

販 売 コ ス ト25%、

グ ロス プ ロ フィ ッ ト15%以 上(15%は 最低 ライ ン)

また、 大 ま か なチ ェ ックの方法 と して、 人 員 ×3500ド ル と売上高 を比較

す るこ とに よ りペ イ してい るか否 か を判定 してい る。

財 務管 理 を通 じて支店 の問題 点 を明 らか にす る こ とが可 能 で あ り、 さ らにこ

の方 法 を個 々の プ ロダ ク トライ ンご とに適 用 す る こ とで 詳細 な 管理 を行 な うこ

とが で き る。 デ ータ タ ブ社 で は、 マ ー ケ ッ トリサ ーチ、EDPに よる手紙 の作

成、 受 取 勘定、 そ の他 の デ ータ処 理 の各 ライ ンご とに管理 して い る。

支 店 の財務 管 理 の 方法 に は、 ア カ ウ ンテ ィ ング を支 店 で実 施 し、 本 社 に報告

す る方法 と、・少額 の資金 管 理 を除 い て本社 にお い て管理す る方法 とがあるが、デ

ータ タ ブ社 で は両者 の方法 を併用 してい る。

支 店管 理の 要 締 は財 務状 態 の詳 細 な把握 な らび に支店 に信 頼 し うる人 材 を用

い る こ との二 つ で あろ う。
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(参 考)1969年 にお け る情報 処 理 サ ー ビス業界 の調 査

ADAPSOが 実施 した情 報 処理 サー ビス業 界 の実 態 調査(第4回)の 要

約 を参 考 と して添 付 す る。

1

2

3

4

会 社 数

売 上 高

顧 客 数

コンビ三一タ数

5会 社経年数

6売 上げの種類

7

、

従 業 員 数

(内 訳)

1,150社

20億440万 ドル(前 年 比2&5%増)

22万

2850台 内IBM

Honeywell

そ の 他

平 均5年

4年 以 下44%

4年 ～8年32%

8年 ～12年16%

13年 以 上8%

DataProcessingService

39%

13%

48%

Progra㎜ingService&SaleofSoftware

SaleofComputerTime

Consulting&ManagementService

Other

12万 人 平 均

エ グ ゼ ク テ ィ ブ

シ ス テ ム ア ナ リス ト

セ ー ル ス'マ ン

マ ネ ー ジ ャ

プ ロ グ ラ マ

オ ペ レ ー タ

キ ー パ ン チ ャ

100人/社

8%

7%

10%

9%

14%

13%

35%

85.0%

7.5%

5.o%

1.5%

1.o%
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そ の 他

配 送 要 員

8情 報 処 理 サ ー ビス業 界 の当面 の 問題

1969年

グ

員

融

争

術

率

ア

ン

態

他

ン

エ

・

イ

シ

状

ウ

テ
ツ

長

ト

一

の

ケ

レ

済

一

フ

ペ

マ

要

金

競

技

成

ソ

オ

経

そ

29%

17

17

6

5

5

6

6

6

3

2%

2%

1968年

19%

29

16

8

7

11

5

5
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一・行 持 株 会 社(OneBankHoldingCompany)の 情 報

処 理 サ ー ビス(ビ バ リー ・バ ン コー ポ レー シ ョン)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

BeverlyBancorporation,Inc.

1357West103rdStreetChicago,Illinois,60643

1971年7月12日

JamesD.Nieds

(MarketResearchManager,AssistantVicePresident)

DineshN.Kapadia(TimeSharingOperationsManager)

吉 田 、 新 野 、 大 塚 、 畔 柳 、 堀 川 、 中 川 、 坂 倉(現 地 参 加)

1.概 要 および所感

航 空 機 、 保 険、 自動 車 等 の 大 企 業 や 銀 行 が 、 自社 の コ ン ピ ュ ー タ部 門 で、 あ

る い は ま た こ れ を独 立 さ せ て 子 会 社 と し、 情報 処 理 サ ー ビス を行 な っ て い る こ

とは す で に 知 ら れ て い る。 情 報 処 理 サ ー ビ ス業 界 、 と くに バ ッ ク を持 た な い 独

立 の計 算セ ンター、 ソ フ トウ ェ ア 会 社 に と っ て、 こ れ ら い わ ゆ る 「ア ウ トサ イ ダ

ー」 の参 入 は 大 き な 関 心 事 で あ り
、 そ の中 で も銀 行 は 資 金 力 と い う他 を強 制 す

る 力 を持 つ だ け に 、 独 立 系 に とっ て 強 敵 中 の強 敵 で あ る こ と は 想 像 に 難 くな い 。

わ れわ れ 調査 団 は ビバ リー一・バ ン コー ポ レー シ ョ ンも こ う し た銀 行 が 情 報 処 理

サ ー ビ ス業 界 へ 参 入 した 一 例 と考 えて い た。 す な わ ち、 ビバ リー ・バ ン コー ポ

レー シ ョ ン は ビバ リー銀 行 の 子 会 社 とば か り思 っ て 同社 を訪 問 した の で あ った

が、 事 実 は そ うで は な か っ た 。

1969年 ビバ リー 銀 行 は、 ビバ リー ・バ ン コ ー ポ レー シ ョ ン な る 会 社 を創

設 し、 こ れ に 自社 の 株99%を 持 た せ て 一 行 持 株 会 社 と し、 そ の 傘 下 に 入 る と

と も に 、 銀 行 本 来 の 業 務 の み を ビバ リー銀 行 に 残 して 、 そ の 他 の 一 切 は 経 営 陣

と とも に ビバ リー ・バ ン コー ポ レー シ 。 ンに 移 した。 一 行 持 株 会 社 へ 転 身 して

しま っ た の で あ る。
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こ の転 身 に よ り、BASISと 称 す る銀 行 を顧 客 とす る情 報 処 理 サ ー ビス も

銀 行 の 情 報 処 理 サ ー ビス で は な くな り、 さ らに 銀 行 に 対 す る マ ネ ー ジ メ ン トの

指 導、人事 、 購 買、 要 員 の トレー ニ ン グ等 の 業 務 を 拡 大 し、 こ れ ら を通 じて シ カ

ゴ地 区 の10の 銀 行 を事 実 上 コ ン トロー ル す る こ と と な り、 銀 行 が 支 店 を持 つ

こ と を禁 じ た イ リノ イ 州 法 す らも巧 み に 潜 り抜 け て しま っ た 。

現 在 行 な っ て い る情 報 処 理 サ ー ビス の 顧 客 は10行 に す ぎ な い が、 将 来 は さ

らに 拡 げ る こ と を考 え て お り、 銀 行 以 外 の 分 野 へ の サ ー ビス も企 図 して い る。

情 報 処 理 サ ー ビ ス の 対 象 とな っ て い る10行 の 預 金 残 高 は、 ビバ リー銀 行 が

1億4,400万 ドル(520億 円)、 他 の9行 の 合 計 が2億2200万 ドル

(800億 円)、 総 計 で3億6700万 ドル(1320億 円)と 規 模 は 大 き く

ない 。

さて 、 当 社 の 情 報 処 理 サ ー ビス の 中 心 はBASISで あ る が、 こ れ は 銀 行 の

窓 口か ら⊇ 関 す る情報 をオ ンライ ン ・リア ル タイ ムで コン ピュ ー タに

照 会 す るイ ンク ワ ィア リー ・シス テ ムで、 わ が国 の銀 行 で も行 なって い る預金

のEDPシ ス テ ム等 に比 して、 当社rl3と くに云 々す る程進 ん だ もの とは考 え難

い。 しか も、 このBASISに よる収 入 は、 粗 収 入 の40%を 占め なが ら利益

率は僅 か7%に 過 ぎ ない。

しか し、 当 社 に とって この よ うな低 利 益 率 の情報 処 理サ ー ビス の もつ意 味 は、

独 立系 の計 算 セ ン ター や ソフ トウェ ア企 業 が 難 ず る よ うな単 なる銀行 の情報

処理サ ー ビス 業界 へ の参 入 で はな く、 こ のサ ー ビス を一つ の手 段 と して、 銀 行

が支店 をもっ こ とを禁 じた イ リノイ州法 に 抵 触す る こ とな く、 合法 的 に経 営 規

模 の拡 大 をは かる こ とに あ った のであ ろ う。

2.詳 論

2.1設 立 の 経 緯

ビバ リー 銀 行 は、 シ カ ゴ市 に お い て48年 の 歴 史 を有 し、 中 小 銀 行 で は あ

りな が ら も、1959年 に は コ ン ピュ ー タ を導 入 す る な ど、 経 営 面 で は幾 多
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の 努 力 を重 ね て き た が、 中 小 銀 行 の 域 を脱 す る こ とは で き な か っ た。 イ リノ

イ 州 で は、 州 法 に よ っ て 、 銀 行 が支 店 を持 つ こ と を禁 止 して い る か らで あ る。

しか し、 同 行 は、Call・-A-Computer社 の タイ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス

の シ カ ゴ地 区 に お け る 代 理 店 に な る な ど、 コ ン ピ ュ ー タ を広 く活 用 す る こ と

に 力 を注 い で きた 。 ま た、 中 小 銀 行 に とっ て は 、 ほ とん ど不 可 能 に近 い ほ ど

の 多 数 の エ キ ス パ ー ト を擁 し、 い くつ か の銀 行 に 対 し、 彼 らの専 門 に つ い て

の サ ー ビス を行 な っ て い た。 加 えて 、 同 行 が 自社 の た めに 開 発 し た銀 行 の業

務 に 関 す る情 報 処 理 シ ス テ ム の た め に 、 ビバ リー 銀 行 が 単 独 で コ ン ピ ュー タ

を使 用 す る こ と は 経 済 的 に も 問 題 が あ り、 そ の 意 味 か らも こ のサ ー ビ ス を他

の 銀 行 に ま で 拡 大 す る こ と を考 え て い た 。

折 しも 、 銀 行 が 情 報 処 理 サ ー ビス を行 な うの は不 当 競 争 で あ る か ら禁 止 す

べ き だ と い う論 議 が独 立 系 の 情 報 処 理 サ ー ビス 業 界 か らま き お こさ れ る な ど、

同 行 発 展 の 前 途 に は 幾 多 の 障 害 が あ っ た が、1969年 、 永 年 に わ た る 事 業

拡 大 の意 欲 と経 済 性 追 求 の結 果 は ビバ リー ・バ ン コ ー ポ レー シ ョ ンの 設 立 とい

`

う形 で 同行 発 展の た め の突破 口 を見 出 した ので ある。

ビバ リー ・バ ンコー ポ レー シ ョンは ビバ リー銀 行 の株 の ほぼ99%を 所 有

す る一 行持 株会 社 で ある。 ビバ リー銀 行 は、 本来 の 銀行業 務 に関 す る 部門 の

み を残 して、 経 営 陣 を含 め て150名 にお よぶ人 材 を ビバ リー ・バ ン コー ポ

レー シ ョ ンに移 した。

ビバ リー ・バ ン コー ポ レー シ ョンは ビバ リー銀 行 が続 けて きた銀行 に対 す

る各種 のサ ー ビス を引 き継 ぎ、 これ を拡大 し、 さ らに銀行業 以外 の分 野へ の

進 出 も企 図 し始 めたの で ある。 銀行 業 務 に関 す る経 験 は十 二 分 に持 ち なが ら、

しか も銀 行 で はな い同社 が、 情報 処理 サ ー ビスや各 種 のサ ー ビス を通 じて事

実 上10行 をコ ン トロー ルす る に至 っ て も、 支店 を もつこ と を禁 じたイ リノ

イ州法 に何 ら抵触す ることはな く、 また銀行 の情 報処 理サ ー ビス と して批難 さ

れ る こともな くな った ので ある。
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2.2組 織 と内容

現在 の組 織 はつ ぎ の とお りで ある。

President

T.V.Markle

① ② ③ ④' ⑤ ⑥ ⑦

.

Data

Process

・Manage-

ment

Services

Finance

&

Auditing

Client

Bank

Relations

Special

Ventures

Beverly

Bank

Marketing

①DataProcess

コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る リサ ー チ ・ア ン ド ・デ ベ ロ'ッ プ メ ン ト、 オペ レー

シ ョ ン、 お よ び シ ス テ ム と プ ロ グ ラ ミン グに 関 す る 業 務 を行 な う。

銀 行 に 対 す る 情 報 処 理 サ ー ビス は こ の 部 門 が担 当 し、 現 在、 表1に 示 す

'

シ カ ゴ地 区10行 に 対 して サ ー ビ ス を行 な っ て い る。

表1当 社 の情報 処理 サ ー ビス を受 けて い る10行 お よび 預金 残 高 の推移

(単 位:100万 ドル)

1960 1961 1962 1963 1961 1965 1966 1967 1968 1969 1970 goal

1970

goal

1971

OakbrookBank 27 26 33

BataviaBank 12 12 13 13

Matteson-Richton
Bank 5 7 6 9

FordCityBank 7 15 22 17 33

AlsipBank 5 9 11 11 16

EvanstonBank 35 36 36 35 37

Gary-WheatonBank 14 15 17 18 23 28 32 30 36

RiverdaleBank 12 14 16 17 20 22 27 32 36 35 40

Mt.GreenwoodBank 12 14 15 17 19 21 25 30 36 40 38 43

BeverlyBank 40 43 51 59 65 73 82 95 112 133 144 137 158

totalS 40 55 77 88 112 124 140 160 239 306 367 348 419

`
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②ManagementServices

当 社 の 業 務 の う ち、 最 も重 要 な部 分 で、 前 記 の10行 に 対 して、 人 事 に

関 す る業 務、 購 買 に 関 す る 業 務、 シ ス テ ムの 作 成 や 要 員 の ト レー ニ ン グ に

関 す る業 務、 管 財 関 係 の 業 務 等 を担 当 して お り、 こ れ ら を通 じて 各 行 の 重

要 な 分 野 を ガ ッ チ リ と把 握 して い る。

③Finance&Auditing

10行 の 税 金 、 帳 簿 の 整 備、 資 金 計 画 な らび に 監 査 を行 な う。

④ClientBankRelations

10行 の 社 長 会 、 取 締 役 会 等 、 幹 部 間 の連 絡、 調 整 を 行 な う。

⑤Specia1Ventures

10行 に 対 す る本 来 の 銀 行 業 務 以 外 の業 務 、 例 えば 旅 行 、 保 険 等 の サ ー

ビス 業 務 や 銀 行 以 外 の顧 客 に対 す る給 与 計 算、 取 引 勘 定 等 の 処 理 サ ー ビス

の ほ か、 か つ らの 販 売 な ど も行 な っ て い る。

⑥BeverlyBank

銀 行 業 務 を行 な っ て い る。 同社 の 顧 客10行 の 中 で は、 歴 史 的 に も規 模

的 に も最 も大 き く、 本 店 的 な存 在 。 他 の9行 は 支 店 とい っ た 形 と考 え る こ

とが で き よ う。

⑦Marketing

銀 行 のマ ー ケ ッテ ィ ン グ に 関 す る 調 査 、 企 画 、 広 報 等 を担 当 す る。

2.5経 営 方 針 お よ び サ ー ビス の 効 果

231経 営 方 針

当 社 は設 立 に あ た っ て、 マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス部 門 に 重 点 を お い て

業 務 の 拡 大 を は か っ た 。 当社 の経 営 方 針 は 、 各 顧 客 銀 行 全 体 の経 営 を一 括 、

集 中 的 に 処 理 して そ の 合 理 化 を 追 求 す る と こ ろ に あ る。1970年 末 現 在、

顧 客10行 の 預 金 残 高 は3億6700万 ドル(1,320億 円)で 、 規 模 は

比 較 的 小 さい が、 業 績 は 順 調 の よ うに 見 受 け られ る。
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232サ ー ビス の効果

同社 のサ ー ビス の効 果 につ いて は、 っぎ の よ うに説 明 され た。

わ れ われ の顧 客(10行)は 、 わ れわ れ との提 携 によ って、 銀 行 の経 営

に関 す る共 通 的 な問題 は 全 てわ れわ れ のサ ー ビス に任 せ、 各行 の ト ップは

そ の本 来の 客 との折 衝 に全 力 を集 中 す る。 あ るい は また、 他 の銀 行 が行 な

って い る 以上 の広 範 囲 な企 画に 熱中 す る時 間 を もつこ とが でき る よ うにな

る。

次 に、 中 小銀 行 が大 銀 行 に対 して も って い る最 も大 きなハ ンデ ィキ ャッ

プは、 客 の借 入 れ要 求 をみ たせ ない とい うこ とだ が、 銀 行 の貸 出限 度 はそ

の銀 行 の資産 に依 存 してい るた め、 大 口の借 り手 は大銀 行 へ行 って しま う。

しか し、 わ れわ れ の顧 客で ある銀 行 が、 そ の限度 以 上の貸 出 しを行 ない た

い場 合、 われ わ れ の銀 行仲 間 は これ を援 助す る こ とがで きる。 こ の協 同貸

付 けに よれ ば、 中 小 の銀行 で も一行 の貸 出 し限度 を超 えて貸 す こ とがで き

る。 客 は融 資 を受 け られ る と同時 に銀行 もまた大 きな利 益 を得 る こ とがで

きる。

また、 当社 の よ うに一 ヵ所 に スペ シ ャ リス トを集 中す れば、 当 社 のサ ー

ビス を受 けてい る銀 行 は あたか も自社 の組 織 内に スペ シ ャ リス トを擁iして

い るの と同 じ効 果 をあ げる こ とが可能 とな る。

2.4情 報 処 理 サ ー ビス

241サ ー ビスの 種類 と範 囲

当 社 は、 各 銀行 に対 して諸 般 の経 営 に関す るサ ー ビス を行 な って お り、

そ の数 は全米 で130行 以上 に ものぼ ってい る。 このほ か、 銀行 以外 に対

す るサー ビス も行 な って い るが、 情報 処理 に関 す る もの は次 の通 りで あ る。

シ カゴ地 区10行 に対 す る情報 処理 サ ー ビス(BASIS)お よび シス

テ ムの販売、 開発 した銀行 用 の ソフ トウェ ア、 マー ケ ッテ ィ ング、 財務 関

係 の プ ログラ ムの販 売、 給与 計 算、 取 引勘定 等 銀行 以外の 分 野へ の処理 サ

ー ビス。 なお銀行 以外 へ のサ ー ビス は まだ僅 か で、 せ いぜ い10%程 度 で
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あ る。

24.2BASIS

当 社 の 代 表 的 な 銀 行 向 け 情 報 処 理 サ ー ビス ・シ ス テ ム はBASIS

(BankAutomatedServiceInformationSystem)で あ る。 以 下 これ

に つ い て 詳 述 す る。

'BA ・SISは イ ン ク ワイ ア リー の み の シ ス テ ム で あ る た め
、 コ ン ピ ュー

タ が 客 の 通 帳 に 記 載 す る と い っ た こ と は 行 な わ な い が、客 との取 引 きの 一切

は 毎 月 コ ン ピ ュ ー タ よ りア ウ トプ ッ トさ れ、 会 計 管 理 報 告 書 と し て 客 へ 郵

送 し、 取 引 き の 内 容 を 明 らか に して い る。

(1)サ ー ビス の 範 囲

現 在 シ カ ゴ 地 区 の10行 に 対 し てBASISに よ る情 報 処 理 サ ー ビ ス

を 実 施 して い る が、 も っ と 多 くの銀 行 に サ ー ビス す る こ と を計 画 して い

る。

図1.シ カ ゴ地 区 に お け る 当 社 顧 客 銀 行(10行)の サ ー ビス ・エ リア

〒

1Gary-WheatonBank

2EvanstonBank

3BataviaBank

40akbrookBank

5FordCityBank

6AlsipBank

7MountGreenwoOdBank

8BeverlyBank

gRiverdaleBank

10.MattesorRichtonBank

－
2

丁

10
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(2)プ ア イ ル

10行 の 取 引 客 に 関 す る全 て の情 報 は 中 央 の フ ァ イ ル(デ ィ ス ク)に

集 録 さ れ て お り、 個 々 の 銀 行 に は な い。

(3)タ ー ミナ ル

現 在 、10行 を通 じて 、 約500の タ ー ミナ ル が 設 置 さ れ て い る。 こ

の うち、450ま で が タ ッチ トー ン式 の電 話 機 で 各 行 の 窓 口 に配 置 され

て い る。 い い か えれ ば、 各 行 の 電 話 機 は全 て タ ー ミナ ル と考 え て 差 支 え

な い。

残 り の50は 、 タイ プ ラ イ タ、 デ ィ ス プ レ イ装 置 で、 こ れ は 各 行 の 特

殊 な 部 門 一 例 えば 各 行 の ト ッ プ ・マ ネ ー ジ メ ン トとか、 お 客 に 対 す る

よ り多 くの情 報 を必要 と し、 しか も これ、を書類 と して残 さな ければ な ら

ない 貸付 部門 等 に配 置 されて いる。

ター ミナ ル のほ とん どが タ ッチ トー ン式 の電 話機 とい うこ とは、 必 要

とす る情 報 を必 要 とする所 に伝 え る最 も経 済 的 な方 法 を研 究 した結 果 で

あ り、 した が って、 コ ンピ ュー タ か らの情 報 は通常 音 声 に よっ て回答 さ

れ る。

もちろ ん、 タイ プライ タ、 ディ ス プ レイ装 置 を有 す る ター ミナ ルな ら

ば、 音 声 で も文 字 で も指 定 の機 器 に情報 は 出力 される。

回答 の音声 は合 成 言語 で、 これ を完全 に聴 きわ け るた め、 通常1週 間

の トレー ニ ングが行 なわ れ る。 ここ で最 も大切 な ことは、 電 話 で済 む仕

事 にデ ィス プ レイ を使 う必要 は な い とい う当社 の考 え方 で あろ う。 この

簡単 な考 え方 が銀 行 業 に お ける コ ン ピュー タの有 効利用 を高 めた とさ え

同社 で は言 って い た。

(4)シ ス テムの 内容

この シ ス テ ム は、 オ ン ラ イ ンに よ る、 イ ソ ク ワ イ ア リー の み の シ ス テ

ムで あ る。

窓 口係 の必 要 とす る情 報 とは、 例 えばお客 の預金残 高 とか、 当座 預金

一 ぜ

'
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に 加 入 し た時 期 とか 、 貸 出 しな らば 信 用 状 態 は ど .うか と い った こ と で あ

り、 約50の イ ン ク ワ ィ ア リ ーが 用 意 され て い る。

窓 口係 は、 こ う して 得 た 情 報 に よ り現 金 を支 払 い、 ロ ー ン を受 付 け る 。

これ らに も とつ く フ ァ イル の メ ンテ ナ ン ス は 、 そ の 日 の 夜 、 バ ッチ に よ

り処 理 さ れ る。 こ の 場 合 の 実 際 の コ ン ピ ュ ー タへ の 入 力 はMICRが 主

に 用 い ら れ て い る 。 .

(5)フ ァ イ ル の 秘 密 保 護

安 全 の た め の基 本 的 な 方 法 と し て、BASISは6桁 の コー ドを使 用

してい る。

1、2桁 目

3〃

4、5〃

6〃

銀 行 の コ ー ド

安 全 の た め の コ ー ド(イ ン ク ワ ィア リー す る範 囲 を規

制 す る)

窓 口担 当 者 コー ド

特 殊 コ ー ド(時 々変 更 して安 全 をは か る)

イ ン ク ワ ィ ア リー で き る種 類 は 約50種 で あ る。 しか し誰 で も が こ れ

だ け の イ ン ク ワ ィ ア リー を駆 使 して情 報 を得 る資 格 を も っ て い る 訳 で は

な い。 そ れ ぞ れ の 身 分 に よ っ て 知 り得 る フ ァイ ル の 内 容 に は 制 限 が設 け

ら'れ て い る。

た と え ば、 コ ン ピ ュ ー タ は タ ー ミナ ル か ら入 力 して い る 人 の 身 分 に よ

っ て、 イ ン ク ワィ ア リー が妥 当 な範 囲 か 否 か を 判 定 し、 そ の担 当 者 に 許

され た範 囲 を超 え る場 合 は 回 答 を拒 否 す る と と も に、 そ れ が 誤 操 作(キ

ー の打 ち違 い 等)で あ る とな い と に か か わ らず
、 不 当 な イ ン ク ワ ィ ア リ

ー を行 な っ た と して そ の事 実 を記 録 し、 毎 日 こ れ を中 央 の ラ イ ン プ リ ン

タ よ り出 力 し、 これ に よ っ て安 全 保 証 違 反 の チ ェ ッ ク を行 な っ て い る。

ま た、A行 か らB行 の 客 ⑳ フ ァイ ル の 内 容 を 知 る こ とは で き な い。

(6)個 人 の 信 用

当 社 の フ ァイ ル に は 客 とな り得 る全 て の 個 人 ま たは 法 人 の デ ー タが 記
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録 されてい る訳 では な い。 必要 とす る時 は どうす るか とい えば、 別途 こ

うい う調 査 を専 門 に扱 って い る会社 が シカ ゴには4ヵ 所 あ り、 そ の一 社

と契約 して情 報 を得 る よ うに な ってい る。 したが って、 窓 口へ来 た新 規

の客 の信用 状 態等 につ いて情 報 を必 要 とす る時、 当社 は契約 した信用 調

査 会社 へ照 会 す る。

イ リノイ 州 の住 民 の75%に っい てな らば、 結果 は2～3分 で 入手 可～
～__._

能 で ある。 残 りの25%に つ いて は24～48時 間で 結果 を入手 す る こ

とがで きる。

(7)要 員

DataProcess部 門は、 現在60名 の職 員 の うち、20名 は マネ ージ

メ ン トお よび プ ログ ラ ミング関係、40名 は コ ンピュー タの オペ レー タ

お よびキ ーパ ンチ ャ ーで ある。

(8)料 金

固定料 金 の ほか、 トラ ンザ クシ ョ ンの数等 に よる こ とを原則 と して い

るが、 実際 には相 互 間 の契約 に よ りケ ースバ イ ケ ースに よって決 め られ

る。

(9)機 器構 成

ご:∴1(…)}と もにバ・クァ・プ可能

IBM-2319デ ィ ス ク装 置8台

磁 気 テ ー プ装 置4台

ライ ン プ リ ン タ3台

音 声 応 答 装 置2台 、 語 い64語

使 用 回 線110ボ ー 、 お よび300ボ ー

こ の シ ス テ ムは 全 て 当社 が 開 発 した。 プ ロ グ ラ ム の95%ま で は ア セ

ン ブ ラ ー に よ っ て い る。 理 由 は デ ィ ス ク の 効 率 を高 め る た め と説 明 さ れ

た.音 声応 答 まで も含 め7プ ログラ ムの長 さ1ま38Kで あ る.

6」
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ao)BASISの 効果

BASISは 以上 に述 べ た とお り、 銀 行 の窓 口業務 に 関す るオ ンライ

ンに よるイ ン クワ ィア リー ・シス テ ム で ある。 しか し、 この程度 の こ と

が、 はた して それ ほ どの ことであ ろ うか …… とも思 わ れたが、 これに つ

い て 同社 は つ ぎの よう に説 明 した。

今 日、 米国 で銀 行 マ ンが客 の預金 口座 に関す る処理 や 貸 し越 しの審 査

を手 作 業 で行 なお う とした ら、 大へ ん な時 間 と労 力 を必 要 とす る。 これ

を組 織 化 し、 機械 化 した の がBASISで あ っ て、BASISを 使 用 し

てい る銀 行 は、 今 窓 口にい る客 につ い て の情報 を即座 に コ ンピュー タ か

ら と り出 す こ とがで きる。 しか し窓 口で は、 取 引 きの 内容 を コ ンピュ ー

タか ら出 力 させ て通 帳 に転 記す る とい うことは行 なっ てい な い。 そ の気

に な れば で きな い こ とは ないが、 その た めに は現在使 用 してい る タ ッチ

トー ン式 の電話機 は役 に立 た な くなる な ど、 経費 の点 で賢 明 な方法 とは

い えない。

しか も、 米国 は 今 や小 切 手万 能 で あ る。 客 は 買物 の ほ とん どを小 切手

で支 払 い、 ク レジ ッ トカ ー ドです ませ るの が通 常 である。.も し現金 が必

要 な ら、 自分 の 小切 手 を銀 行 に持参 す れば よい。 この場 合、 そ の 口座 の

残 高、 客 の信 用度 とい った こ と以 外 にハ ー ドコ ピーは必 要 と しな い。 す

なわ ちイ ンク ワィア リー ・シス テム で十分 な の で ある。

ただ し、BASISは 銀行 の取 引 客 に対 す るサ ー ビス と して、 月 々客

との取 引 き の一切 を会 計管理 報告 書 と称す る報 告書(表2)に 集約 して

客へ郵送する ことに よ り・鰹 とを補 ・てレ'る・

客 の要 求 の有 無 に かか わ らず、 こ うい う手紙 を出 して い るので、 客 は

常 に 自分 の取 引 きの 内容 を承 知 して お り、 トラブルはお こ らない との こ

とで ある。
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表2 客 に郵送 される 月々 の会 計 管理報 告書
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243ソ フ トウ ェ ア の 販 売 と 価 格 の 算 定

テ レ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム を米 国 内 の7つ の銀 行 へ 販 売 し

た。 こ の 価 格 は 買 取 りで19,000～29000ド ル で あ る。 価 格 に 巾 が

あ るの は 、 これ らは モ ジ ュ ール と な っ て お り、 客 は 自社 に 必 要 な モ ジ ュ ー

ル を購 入 す る か らで あ る。

価 格 を 算 定 す る方 法 と して は 、 如 何 な る形 に せ よ、 とに 角 開 発 の コス ト

を は じい て み る。 市 場 に 出 す 時 は、 競 争 とい う こ と を考 えね ば な ら な い か

ら、 市場 で 同種 の も の の 価 格 を調 べ 、 こ れ らか ら販 売 価 格 を 決 定 す る。 必

要 な ら リー ス も行 な うが、 今 まで の 所 、 客 が 銀 行 とい う こ と も あ り、 全 て

買 取 ら れ た。

販 売 当 初 は、 別 の ソ フ トウ ェ ア会 社 と契 約 して 、 販 売 後 の 修 正 、 変 更 等

に つ い て は こ こ に や らせ た が、 今 後 は 料 金 を請 求 して 当 社 が 手 直 し を行 な

う こ と も あ り、 ま た客 が 自 身 で変 更 す る こ と も 可 能 で あ る。

2。5情 報 処 理 サ ー ビ ス に 関 す る2、3の 問 題

251銀 行 の 情 報 処 理 サ ー ビス へ の 進 出 を ど う考 え る か

当 社 の サ ー ビ ス は 、 前 述 し たBASISを 中 心 とす る 。

しか し、 この シ ス テ ム は、 本 来 ビバ リー 銀 行 が 自社 に 必 要 で あ った か ら

こ そ 開 発 し た。 しか しそ の 運 営 に は1行 の み で は 経 済 的 に 無 理 が あ る こ と

と、 前 述 した 経 営 方 針 も あ っ て、 そ の サ ー ビ ス の 範 囲 を現 在10行 に 拡 大

して い る 。 す な わ ち、 始 め か ら売 る っ も りで 開 発 した の で は な く、 使 い た

い 目的 に 適 合 した シ ス テ ム で あ る か ら こ そ た ま た ま売 れ た の で あ る。

独 立 の セ ン タ ー は 、 客 の 要 求 を も っ と十 分 に 考 慮 して ソ フ トウ ェ ア を開

発 す れ ば、 必 らず 売 れ る の で は な い か。 よい シス テ ムの デ ザ イ ン とは、 使

い た い 目的 に よ っ て 決 る。 した が っ て積 極 的 に 市 場 を侵 して い る 訳 で は な

い0

252TSSに つ い て

ビ バ リ ー 銀 行 時 代 か ら 引 き 続 い て 、Call-A-Computer社 の タ イ ム シ ェ
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ア リ ン グ ・サ ー ビ ス の シ カ ゴ地 区 の 代 理 店 とい うこ とで 、 一 般 向 け の タ イ

ム シ ェア リ ン グ ・サ ー ビ ス を行 な って い る が、 今 後 と も こ の サ ー ビス を行 な

うか ど うか は検 討 中 で あ る。

現 在 のTSSは 技 術 関 係 の 用 途 が 非 常 に 多 い が 、 今 後 は マ 一一カ ッ テ ィ ン グ、

財 務 関 係等 に つ い て も次 第 に定 量 的 な分 析 が多 くな っ て くる の で 、 こ うい っ

た 面 にTSSの 発 展 分 野 の 一 つ を 考 え る こ とが で き る。

当社 の 場 合、 ユ ー ザ の 立 場 でTSSを 必 要 とす る 業 務 を考 えて み る と、..財Z－

務 関 係 に 限 られ て い る の で、 こ れ に マ ッ チ したTSSの シ ス テ ム を独 自 に 開一
発 し、 顧 客 の銀 行 に サ ー ビス す る こ と を考 えて い る。

現 在 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス を受 け て い る 中程 度 の 企 業 は、 次 第 に

自社 に コ ン ピ ュー タ を設 置 す る こ と を考 えて ゆ くの で は あ る ま い か 。 また、

TSSの 客 が 次 第 に コ ン ピ ュ ー タ に 慣 れ て く る に した が っ て 高 度 化 し、 難 し

い 注 文 を して く る の で は あ る ま い か。

小 規 模 のTSS会 社 は、 要 員 も資 金 も十 分 で ない た め、 次 第 に 客 の 要 求 を

み た し得 な くな っ て ゆ くだ ろ う。 こ うい っ た こ とか ら、 小 規 模 のTSS企 業
=}■

は消滅 して ゆ くので は ないだ ろ うか。一一一 ,._'〔 ≡一旬'=一 工一,

2531SAL(電 話 回線 料金 の値 上 げ案)に つ い て

電 話 料金 は、 本来 短 時間 の使 用 とい うこ とで定 め られてい た。 そ こへTS

Sが 入 って くれば、 設 備 の増設 等 が必 要 とな るの は当然 であ る。

これ を一 般 の通 話料 金 にかぶ せ るのは不 当 で あ って、 当然 利用度 の 高いT

SS企 業 とかユ ーザ が負担 す るの は止 む を得 まい。 した が って 値上 げ は実現

す る と考 えて い る。
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豊富 な資金 力 に よ りコン ピ ュー タの リー ス を主体 と

す るグ レイハ ン ド・コン ピュー タ・コー ポ レー シ ョン

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

GreyhoundComputerCorporation(GCC)

130SouthCanalStreet,Chicago,IIlinois60606

1971年7月13日(火)

RichardE.Bailey(DirectorofCustnmerService)

吉 田 、 大 塚 、 畔 柳 、 堀 川 、 中 川 、 新 野 、 坂 倉(現 地 参 加)

1.概 要 および所感

グ レイ ハ ン ド ・コ ー ポ レ ー シ ・ ン は、 フ ォー チ ユ ン誌 に よ る全 米 巨 大 企 業

500社 中 の29位(1970年)に あ り、 売 上 高 約1兆 円、 従 業 員67,000

名 の 典 型 的 な コ ン グ ロマ リ ッ ト経 営 を行 な う持 株 会 社 で あ る。 食 堂 経 営 や 航 空

機 、 鉄 道 車 輌 、 コ ン ピ ュ ー タ の リー ス業 、 あ る い は 食 品 、 損 害保 険 等 の 事 業 を

巾広 く行 な っ て い る。

有 名 なGreyhound(猟 犬)を 車 体 の 両 脇 に 飾 っ た 全 米 第1位 の バ ス 会 社 で

あ る グ レイ ハ ン ド ・ライ ン ズ 社 も 子 会 社 の一 つ で あ る。

訪 問 したGCC社 は 、 直 系 の 子 会 社 と して グ レイ ハ ン ド ・コ ー ポ レー シ ョン

の コ ン ピ ュ ー タ事 業 を受 持 って い る。

今 回 の 訪 問 先 で、 唯 一 の 異 色 の コ ン ピ ュー タ会 社 と して わ れ わ れ の 目 に 映 っ

たGCC社 の 特 徴 は、 親 会 社 の豊 富 な資 金 力 を背 景 と した コ ン ピ ュ ー タ ・ リー

ス業 へ の進 出 と、 そ の2大 な 投 資 額 で あ っ た。

GCC社 で 買 取 った 現 有 の コ ン ピュ ー タ機 器 の総 投 資 額 は785億 円 に達 す

る 巨 費 で あ り、 第3者 リー ス と して 賃 貸 して い るIBM360シ ス テ ム は、 モ

デ ル30か ら75ま で 含 め て267セ ッ トに 達 す る と の こ とで あ る。

ち な み に、 米 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・リー ス 会 社 は、 米 国 に設 置 さ れ た コ
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ンピu-一 夕全体 の約12%、 金額 に して約1兆 円 を所有 す る大勢 力 で あ り、 そ

の コン ピュータの90%はIBMシ ステ ム360と い われ てい る。 この第三 者

リース が、 若 しIBMの レ ンタル ・ベ ー スに.組み込 まれて いた ら、IBMの レ

ンタル収益 は30%ア ップす る で あろ う と予 想 され てい る。 とも角、 第三 者 リ

ー スに よる情報 処理 シ ステ ムの提 供 も
、 ア メ リカの場 合 は、 日本 の それ に比 し、

1桁 大 きい とい うの がわ れわ れ の実感 で あ った。

資 金力 の強 いGCC社 で も、一 昨年、 昨年 と続 い た不 況 か らの脱 出 には大 き

な経営 努 力 を傾 け た こ とが知 られ る。 この不況克 服対 策 が実 を結 び始 めた矢先、

新 しいIBM370シ ステ ム に採 られたIBM社 の売渡 し価 格政 策 によ って、

IBM社 の レンタル ・ベー ス と比 較 して、 第 三 者 の リ ース の う ま 味 が 減 り、

GCC社 の コ ンピュー タ ・リース業 の将 来 を危 くす る可能 性 が出 て来 た。

IBMと の競合 にお いて、 なお リース業 が利 益 をあげ うるか どうか、GCC

社 が重 点 を転換 しつ つ あ る情 報 処理 サ ー ビス業 へ の進 出が大 き く伸 び るか ど う

か、 今 後 のGCC社 の経 営方 針 は注 目に値 いす る と思 う。

2.詳
論
日岡

2.1GCC社 の 概 要

グ レイ ハ ン ド ・コ ー ポ レー シ ョ ンが 株 式 の74%を 支 配 す る 直 系 の子 会 社

で あ り、1966年 に グ レイ ハ ン ド ・ リー ス ィ ン グ ・ア ン ド ・フ ィ ナ ン シ ア

ル ・コ ー ポ レー シ ョ ン を吸 収 し、 コ ン ピ ュ ー タ の リー ス 業 に乗 出 した。70

年5月 に は、 親 会 社 が 買 収 した 全 米 第2位 の畜 肉会 社 ア ー マ ー ・フ ー ド社 の

コ ン ピュ ー タ 部 門 の 人 員 ・機 器 を吸 収 し、 現 在 はGCC社 の3つ の計 算 セ ン

タ ー の他 に、 ア ー マ ー社 の7ヵ 所 の デ ー タ 処 理 シ ス テ ム を持 っ て い る。

100%子 会 社 と して 海 外 に カ ナ ダ ・グ レイ ハ ン ド ・コ ン ピ ュー タ社 と グ

レイ ハ ン ド ・コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 社(英 国)の2つ の 会 社 を所 有 して い

る 。

:rx

η'1

、=ス1 '=
+・1



2.2GCC社 の主要指標と不況の影響
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197019691968

a・ 収 入 億円 億円 億 円

計算機の レンタル収 入154167135

デ ー タ処理 サービス23133

計177180138

b.税 引 後純益11.816.419・6

c.コ ン ピュータ設備

新規計算機 器の購入13135286

リー ス用 コンピュータ投資額785783712

同上 簿価533589533

d.従 業 員数441名336名191名

1970年 は 、 競 争 会 社 ほ ど で は な か っ た に せ よ、 コ ン ピ ュ ー タ の リ ー

ス と情 報 処 理 サ ー ビス の 両 部 門 と もに、 不 況 の 影 響 を受 け た 。 不 況 に よ る

デ ー タ処 理 量 の 減 少 に 伴 って、返還 され る コ ンピ ュー タ の新 しい 需 要 先 の 開 拓 、

あ る い は 競 争 激 化 に よ る契 約 更 新 時 の リー ス料 率 の 低 下 、 再 契 約 期 間 の短 縮

等 困 難 な 問 題 が 続 出 した 。 さ らに加 え て70年 前 半 の 記 録 的 な高 金 利 に よ'り、

税 引 後 純 益 は69年 の16億4,000万 円 か ら70年 は11億&000万 円

と28%の 大 巾 な 下 降 を示 した。 この た め、 新 しい 計 算 機 器 の購 入 は、 サ ー

ビス の 向 上 に必 要 な 周 辺 機 器 の 整 備 と、 コ ア ー の 増 強 程 度 に と ど め、 資 金 支

出 を大 巾 に しぼ った 。 しか し、 一 方 で は堅 調 な資 金 繰 りに 支 え られ て、 銀 行

借 入 金 を68億 円 、 分 割 払 い の 負 債 も14億 円 返 済 し、 財 務 構 成 の 健 全 化 に

務 め る こ と が で き た 。

1970年 に は 市 中 貸 出 し金 利 の 中 心 的 な指 標 で あ る プ ラ イ ム ・ レー トが、

8.5%の 高 水 準 か ら年 末 に は7%に 下 り、 さ らに71年 の 始 め に は6%を 下

廻 っ た 。 年 間1%の 金 利 低 下 はGCC社 に と って、2億2000万 円 の 経 費

減 を も た らす こ とか ら、 金 利 々率 の 低 下 と上 述 の 負 債 額 の 減 少 は、 今 後 の 収

益 向 上 に大 き な プ ラ ス と な ろ う。

昨 年 の 経 済 不 況 で、 産 業 界 で は手 形 決 済 期 間 の 延 長 が一 般 化 し、 の み な ら

ず 多 く の 会 社 が 破 産 に追 い込 まれ た が、GCC社 は、 売 掛 金 の 圧 縮 と貸 倒 れ

(
」
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の 発 生 を最 小 限 に くい と め る 努 力 を全 社 を挙 げ て 行 な い、 万 全 の 不 況 対 策 を

実 施 して 効 果 を あ げ えた と い っ て い た。

2.5コ ン ピ ュ ー タ ・リー ス業

GCC社 が 買 取 り、 これ を第3者 リー ス と して 顧 客 に 提 供 して い るIBM

360シ ス テ ム の 運 用 状 況 は 次 の 通 りで、 合 計267セ ッ トに 達 す る 大 規 模

な も の で あ る。 こ れ に よ る リー ス 収 入 は年 間154億 円 に達 し、 同 社 全 収 入

の87%を 占 め て い る。 リー ス 用 の コ ン ピ ュ ー タ 投 資 額785億 円 と対 比 す

る とほ ぼ1/5に 相 当 す る 。

IBMシ ス テ ム360/モ デ ル30… … …180セ ッ ト

〃 モ デ ル40… … …56

〃 モ デ ル50… … …28

〃 モ デ ル65… … …2

〃 モ デ ル75… … …1

計267

顧 客 層 は、 デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 会 社 、 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ会 社 、 公

認 会 計 士 事 務 所 、 一 般 事 業 会 社 、 学 校 、 陸 軍 、 電 力、 ガ ス等 多 方 面 に わ た っ

て い る模 様 で あ る。

70年 の 始 め か ら、 中 頃 に か け て 、 相 当 数 に の ぼ る リー ス 中 の コ ン ピュ ー

タ ・シ ス テ ム とそ の 周 辺 機 器 の返 還 に直 面 した 。 こ れ らの 計 算 機 材 は、 再 び

新 しい お 客 を開 拓 し、 リー ス され た が 、 新 しい お 客 を探 し、 設 備 を移 動 す る

そ の 期 間 の ア イ ドル の た め、 少 な か らぬ 収 入 の 減 少 を招 い た。

マーケ ッテ ィング部 門 も、 技 術 ・管 理 ス タ ッ フ部 門 も、 全 社 を あ げ て こ の よ

うな オ フ ・レ ン タ ル 期 間 の 短 縮 、 設 備 の移 動 費 用 の 最 小 化 に 努 力 を集 中 し、

そ の結 果 、 オ フ ・レ ン タ ル の 遊 休 設 備 は、70年 の 毎 月 末 で 見 る と、12月

末 が最 も少 くな った 。

一 方
、 古 いIBM1400シ リー ズ、7000シ リ ー ズ、UNIVAC、

そ の 他 の 雑 機 器 の 売 却 は、70年 後 半 か ら成 功 裡 に すyみ 現 在 も 継 続 中 で あ
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る 。

2.4情 報 処 理 サ ー ビ ス 業

1970年 中 に、GCC社 の 情 報 処 理 サ ー ビス 部 門 は、 グ レイ ハ ン ド ・コ

ー ポ レー シ ョ ン の運 輸 部 門 で あ る グ レイ ハ ン ド ・ライ ンズ 社 の 車 輌 部 品 管 理
、

配 車 計 画 等 の サ ー ビ ス を追 加 した。

特 筆 す べ き こ とは70年5月}こ 買 収 され た ア ー マ ー ・フ ー ド社 と ア ー マ ー

・ダ イ ア ル社 の シ カ ゴの 計 算 セ ン タ ー を
、 そ の 計 算 シ ス テ ム と15'0人 を超

え る エ キ ス パ ー トを含 め て、GCC社 の シ カ ゴ計 算 セ ンタ ー に統 合 した こ と

で あ ろ う。

1970年 の 終 りに は、 新 しい 業 務 と して シ カ ゴ以 外 に あ る ア ー マ ー ・フ

ー ド社 の7つ の工 場 の デ ー タ処 理 部 門 の た め に
、 固 定 資 産 管 理 業 務 の サ ー ビ

ス を 開 始 した。

こ の 様 な情 報 処 理 サ ー ビ ス部 門 の 拡 充 強 化 に よ り、 収 入 は69年 の13億

円(全 収 入 の7%)か ら70年 は23億 円(13%)に 増 加 した 。 しか し内

60%は 系 列 会 社 か らの 収 入 で あ る。 さ らに外 部 か らの収 入 を注 意 深 く増 加

させ、50:50の 線 ま で持 っ て ゆ く よ う経 営 努 力 を払 って い る との こ とで

あ る 。

GCC社 は3つ の 計 算 セ ンタ ー を ク リー ブ ラ ン ド、 シ カ ゴ、 サ ン フ ラ ン シ

ス コ に持 っ て お り、 こ れ らの コ ン ピ ュ ー タ は 次 の と お りで あ り、 い ず れ も

GOC社 の 所 有 マ シ ンで あ る。

IBMシ ス テ ム360/モ デ ル30… … …6セ ッ ト

〃 モ ァ ル402

〃 モ ァ ル50… … …2

1BM7094型2

シ カ ゴ に は さ らに 通 信 回 線 を持 つ たGE415×2台 の オ ン ラ イ ン ・コ

ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を賃 借 して い る。

1970年 の 不 況 は 情 報 処 理 サ ー ビス 部 門 の 成 長 を さ ま た げ、 競 争 会社 と
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の激 しい価格 引 下 げ を余儀 な くされた が、 第3者 リースの先 行 き不安 もあっ

て、 今後 ます ます この 部門 のサ ー ビス を強 化 し、 関連 会社 の適用 業務 の拡大 、

外部 の顧客 の開 拓 を進 め て ゆ きた い と述 べ てい た。

2.5将 来 の 問題 点 ……と くに コン ピ ュー タの リー スに関連 して ……

わ れわ れ の深 い関心 は、IBM社 に よる システ ム370の レンタル ・ベ ー

ス・と比 較 して、 コ ンピュー タの リース業 が 今後 とも成 り立 つか 否か で あ る。

GCC社 は、 次姉 で述 べ る シカ ゴ計算 セ ンター の機 器構 成 に示 す よ うに、

現有 のIBM360シ ス テ ムのコ アー ・サ イ ズの増強 や 周辺機器 等 に安 価 で

ス ピー ドの早 い 他 の専 業 メー カ品 を導入 してい る。 また機 器 の維持補 修 には

IBM社 よ りコス トの安 い サ ー ビス会社 を利用 し、 あるい は1つ の シス テ ム

を複数 の ユ ーザ に提 供 す る等、 第三 者 リー ス業 の特 色 を生 か した様 々な経営

努 力 を行 な って、 収 益 性 の増加 につ とめて い る。

新 機 種 で あるIBM社 の370シ ス テ ムにつ いて は、 買取 りの可能 性 につ

い て検 討 中 で あるが、 買取 価格 が高 く、 過 去数年 間 の360シ ス テ ム とは異

り、 リス ク を負担 して まで リースす るに は魅力 がな い商 売 で あ ろ うと同社 で

は判 断 してい る。

GCC社 は、 この新 しいIBM370シ ステ ムの価格 政策 は契 約違 反 であ

る として法 廷 に告訴 し、 現 在連邦 裁判 所 で係 争 中 との こ とで ある』GCC社

の見解 で は、 コ ンピ ュータ の リース業 の 将来 は、IBM社 に対 す る訴 訟 の結

果 に大 き く依存 して お り、 その370シ ステ ムの価格 政策 の変 更 がな い限 り、

IBM社 と競争 して、 シス テ ム370を 買取 り、 第三 者 リース を行 な うこ と

は事実 上不 可能 で あ ろ うと見 てい る。 若 し不 可能 な らば、 豊 富 な資 金 力 を活

か して、 よ り収 益性 の ある情報 処理 サ ー ビス部門 の比重 を高 める方 向 に進 む

べ きで あろ う とい ってい た。

2.6シ カゴ計 算 セ ン ターの機 器 構 成 と組 織

われ われ の訪 問 した シカ ゴ計 算セ ンター の機 器構 成 と用途 は概 略次 の通 り

で ある。 こ のセ ンターの稼 動 には1直17名 前後 で、3シ フ ト制 を採 用 して
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い る。 ま た、 セ ン タ ー全 体 の 従 業 員 は、70名 余 との こ と で あ り、 組 織 は 図

1に 参 考 と して 添 付 した。

a)デ ー タ 通 信 シ ス テ ム

GE415×2台(DuqlSystem)

タ ー ミナ ル:約160台

デ 欲 ・鑓 ・・>BM23・ …7台

1台 は グ レイ ハ ン ド社 用 部 品 管 理 、 配 車 計 画 他

1台 は ア ー マ ー 社 用 ソー セ ー ジ の原 料 混 合 計 画 他

b)IBMシ ス テ ム360/モ デ ル3064K

テ ー プ 装 置:TELEX19台

用 途 は ア ー マ ー 社 と一 般 の 顧 客

c)IBM7094.

デ ィ ス ク装 置:IBM23115台

外 部 の 顧 客 の 科 学 技 術 計 算 専 用 で、 モ デ ル30と 共 有 の テ ー プ に

ア ウ トプ ッ トし、 モ デ ル30の プ リ ンタ を 利 用 す る
。

d)IBMシ ス テ ム360/モ デ ル40256K

テ ー プ装 置:TELEX7台

デ ィス ク装 置:IBM23142台

オ ン ラ イ ン、 バ ッチ 両 用 の マル チ プ ロ グ ラ ミ ング を採 用 して お

り、50%以 上 が ア ー マ ー 社 の 仕 事。

e)IBMシ ス テ ム360/モ デ ル50256K

テ ー プ 装 置:IBM7台

デ ィスク装 置:IBM2314、2311等

コ ア ー増 強:AMPEX1024K

コ ア ー は、 モ デ ル50の256KとAMPEX1024Kの 二 つ

のCPUを も ち、 メ モ リー ・ス ピ ー ドは 同 じ。 主 と して 外 部 顧 客 用

で あ り、 若 干 社 内 用 も あ る。
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図1 シ カ ゴ ・デ ー タ ・セ ンタ ー の 組 織
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ポ テ ンシ ァル ・マ ー ケ ットの 開拓 に意欲 を燃 や す

TSS会 社(タ イム シ エアー 社)

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

Tymshare,InC・

525UniversityAvenueSuit220,PaloAlto,California

94301.

1971年7月15日(木)

AldenHeintz

(VicePresidentCorporateDevelopment.)

MaxP.Beere

(DirectorofTelecQmmunicationsSystems.)

RogerLWinter

(DistrictManager,PaloAlto.)

WilliamE。Morton

`(M
arketingRepresentative,PaIoAIto.)

Richard'Previte

(DirectorofFinanceandTreasurerofADVANCED

'

MICRO'DEVICES,INC。)

901ThompsonPlace,Suhnyvale,California。

(TymshareSystemのUser)

吉 田 、 新 野 、 畔 柳 、 堀 川 、 中 川 、 大 塚 、 若 曽 根(現 地 参 加)

1.概 要 お よ び 所 感

TSSは 当初 は実 験的 で、 どち らか と言 うと研 究所 の よ うな機 関 を対 象 と し

てい た もの が、60年 代 中期 か ら商 用サ ー ビス会社 が営業 を始 め る よ うにな っ

て、 急速 に科学技 術 か ら事 務計 算 へ と広 く産業 界全般 に使用 され る よ うにな っ

た。
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タ イ ム シ ェ ア社 は 、 初 期 か ら こ の よ う な サ ー ビ ス を行 な って 来 た 会 社 で 、 そ

の 後 着 々 と内 容 を充 実 し、 現 在 で は 上 位 会 社 の一 つ に数 え られ る よ う に な っ た
。

この優 位 を支 える ものは、 同社 の開発 した使 い やす い プ ログラ ミング言 語、高

度 に 専 門 化 さ れ た ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ、 一 ヵ所 に 集 中 さ れ た強 力 な

計算 セ ンター、 お よび 北米全体 に散在 す るユー ザ をセ ンター に連 結 す るた めの

極 め て信頼 性 の高 いデ ー タ通 信 網組 織、TYMSAT/TYMNETな どのす

ぐれ た技 術 力 と、 それ を実現 させ た人 の構 成 で あ る。

1960～70年 の 景気 下 降 に よ って 多 くの計 算 サー ビス会社 が後 退 を余儀

な く され た内 で、 同社 がす ぐれ た成績 を挙 げて い るのは、 新 しく発展 す る見通

しが あ り、 かつ 同業 他社 と競 合 しない よ うな分 野 を択 び、 地道 に ユ ーザ を開拓

して来 た こ とに起 因す る。
」

TSSは 、 現 在 で は技 術計 算 の よ うな比較 的限 られた範 囲で しか利 用 されて

いな い ため、 同業者 間 の競合 も激 しいカ・、 その 醸 す る適用 分野 は限 りな く広

い。 これ を彼 らはポ テ ンシ ァル ・マー ケ ッ トと呼 んでい る。 ポテ ンシァル ・マ

ーケ ッ トを開 拓 し
、 先取 り した者 のみがTSSの 世界 で の勝 者 とな るこ とは明

らか で あ る。

タイ ム シ ェア社 と して は、 現在 上 層管 理者、 会 計 士、 計理 士、 各種 ア ナ リス

トお よび電 子工 学、 航 空宇宙 工学、 金 属工 業、 輸 送、 銀行 そ の他 各分 野 の技 術

者、 専 門家 な どiOOO社 、15000人 に もお よぶ多 くの人 々にサ ー ビス を

提 供 してい る。

TYMNETの 一応 の完 成 を見 た同社 は、 今後 米 国 内の通信 網 の拡充 ととも

に、 国外 に も網 を延 ばそ う としてい る。 これ と同時 にサー ビス業 務 の内容 も、

ポテ ン シァル ・マー ケ ッ トの開 拓 に あわ せ、 次 第 にイ ンタ ナ シ ョナル な もの を

取 り入 れ よ うと してい る。

タイ ムシ ェア社 の本社 はサ ンフ ラ ンシス コ湾 に沿っ た気候 温和 で緑 の美 しい

大学 町 パ ロアル トに ある。 西の ス タ ンフォ ー ド大学 、 東 のス タ ンフォ ー ド研 究

所 を結 ぶ ユ ニバ ー シテ ィ大通 りの中程 の、 モ ダ ンな銀行 の ビル 内 にお かれ た本
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社 内 で、Heintz氏 とBeere氏 の 懇 切 な応 待 を受 け た 。 パ ロア ル トに は 巨 大 な

工 場 は な い が、 電 子 工 業 関 係 の工 場 は 多 く、 タイ ム シ ェ ア社 の 顧 客 も多 い。

こ の 好 環 境 に あ っ て、 強 力 な 企 画、 技 術 ス タ ッ フ に支 え られ、 業 界 の トッ プ

を誇 る タ イ ム シ ェア 社 の 前 途 は ま さに 注 目す べ き もの が あ る。

2.詳 論

2.1タ イ ム シ ェ ア社 の 概 要

21・1タ イ ム シ ェア社
、5年 間 の 歩 み

タイ ム シ ェ ア社 は1965年5月 に 設 立 され た。 現 在 独 立 系 で は 最 大 の

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス 会 社 で あ る。 こ こ5年 間 の 同 社 の歩 み は、

下 表 に 見 られ る よ うに1966年 か ら1969年 ま で は 損 失 が 続 い て い た

が、1970年 に よ うや く黒 字 に 転 じた 。1970年 は 、 リセ ッ シ ョ ンの

影 響 が 大 き くで て 、 計 算 サ ー ビス 会 社 は軒 並 み 不 況 で あ った が 、 同 社 は か

え って 黒 字 に持 込 ん だ こ とは 注 目 に値 い す る。

1970

注)
1969

YearsEndedDecember31

196819671966

R・v・nu・$群 口 旦 ・$6β71β95$2β17・716$1ρ01β53$111557

NetIncome(Loss)$98,709$(640P22)$(898,072)$(344857)$(239ρ95)

ComputerSystems1910521

E㎞Ployees2552221625828

SalesOffices158621

注)こ の数値の中には1970年3月 に吸収 したダイアル ・データ社 の分 も入 ってい る。

(買 収価格約140万 ドル(17万 株 相当))

ま た 、 同社 は従 来 科 学 技 術 計 算 サ ー ビス を主 体 と して い た が、1969

年 の 初 め か ら ビジ ネス、 コマ ー シ ャルお よび フ ィナ ンシ ァル の 分 野 の カ ス ト

マ ー に もサ ー ビス を拡 げ る た め の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ や プ ロ グ

ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム の 開 発 を開 始 して い る。 こ の 結 果 、 現 在 同 社 の マ ー ケ

ッ トは エ ン ジ ニ ア リ ン グ と ビ ジ ネ ス との 割 合 い が 半 々 に な っ て い る。 さ ら
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に1970年 に はttTYMNET"と 称 す る全 国 的 な デ ー タ通 信 網 を完

成 し、 こ れ に よ っ て タ イ ム シ ェア リ ング ・サ ー ビス は一 段 と強 化 され た。

212国 外 へ の 進 出

1970年 に タ イ ム シ ェア 社 は フ ラ ンス の マ ネ ー ジメ ン ト ・コ ンサ ル タ ン

ト会 社 のCEGOSInformatiqueお よ びCreditLyonnais銀 行 との三者 提

携 で パ リ郊 外 にCEGOS-Tymshare社 を 設 立 した 。(出 資 率20%)同

社 は タ イ ム シ ェ ア社 の バ ック ア ッ プ に よ って 順 調 に成 長 して い る。

同 様 に カ ナ ダ の 有 力 な コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス 会 社 で あ る バ ン ク ーバ ー

のEDPイ ン ダ ス ト リー 社 と提 携 し てTymshareCanadaI、td.(TCL)

(出 資 率40%)を 設 立 し、 ま ず オ ン タ リオ 州 トロ ン トか らサ ー ビス を開

始 した 。 今 後 は モ ン ト リナ ー ル、 オ タ ワ、 バ ン クーバ ー な どにTCLの オ

フィ ス を開 く予 定 で あ る が、 カ ナ ダ の経 済 事 情 の悪 化 は計 画 を ス ロー ・ダ

ウ ン気 味 に して い る。

213タ イ ム シ ェア 社 の 組 織

本 社 は カ リフ ォ ル ニ ア 州 パ ロア ル ト市 に あ る。 こ こ は 会 社 の ヘ ッ ド ・ク

ナ ー タ ー と して 幹 部 、 ス タ ッフ、 事 務 員 を合 せ て20人 位 が い る だ け で あ

る。(70年 末 の 同 社 の 従 業 員 総 数 は255人)。 他 に米 国 内15ヵ 所 に

デ ィ ス ト リ ク ト ・オ フ ィ ス(DistrictOffice)が 配 置 され て い る。

これ らの オ フ ィ ス は マ ネ ー ジ ャ、 セ ー ル ス マ ン、 タ ー ミナ ノ↓ ・エ ン ジ

ニア 、 秘 書 な ど を入 れ て オ フ ィス 当 り平 均15～18人(小 さ い所 で8人'

位)の 要 員 で 運 営 して い る。

ま た パ ロ ア ル トの 南 数 マ イ ル の ク ー パ ー チ ノ(Cupertino)に は タ イ ム

シ ェ ア社 ナ シ ョナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ ・セ ンタ ー が あ り、 デ ー タ 処 理 の 心 臓

部 とな っ て い る 。 ま た こ こ はTechnicalandDataServicesDivisionが

あ り、 ソ フ トウ ェ ア、 ハ ー ドウ ェ ア、 通 信 シ ス テ ム な どの専 門 家 が 研 究 開

発 に従 事 して い る 。(2.5項 参 照)
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2.2ポ テ ン シ ァ ル ・マ ー ケ ッ トへ の 挑 戦

(TSS会 社 の現 状 と今 後 進 む べ き道)

米 国 に お い てTSS会 社 は どの よ うな 地 位 を 占 め て い る か、 ま た 今 後TS

Sの 進 む べ き道 は 如 何 に あ る べ き か に つ い て、 当社 は次 の よ うな 見 解 を も っ

て い る。

221コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス ・ビ ュ 一 口 の 分 類

米 国 内 の こ の 種 の 会 社 の 数 は約500社 と推 定 して い る。

O

O

O

0

BatchProcessingCo.300社

RemoteBatchProcessingCo.25社

InteractionTSSCo.150社

(こ蕊 ㌶三∴ ㌶∵1蕊∴
ImformationStorage十ltetrieva1Co.15社

合 計 約500社

こ の 他 に イ ンハ ウス の コ ン ピ ュ ー タ の 余 力 を売 り出 して い る会 社 も あ る。

(例TRW,BankofAmerica等)こ れ らに つ い て は こ こで は ふ れ な い 。

222バ ッ チ とTSSの 領 域 を特 徴 づ け る も の

要 因 Batch TSS 記 事

*

入 出 力 デ ー タ 大 量 デ ータ 小 量(*) 大 量 のPrintout

の必 要 な ときは

Turnaround 日/週/月 単位 分/時 間単位 Batch

InteraCtiOn 殆 ん ど考 えない 極 めて重要

Userに 与 え る価 値 小 大

適 用 分 野 給 与 計 算 株 の運用案内
小 切 手 処 理 各種統計分析

科学技術計算
経営分析



一140-

223競 合 とポ テ ンシアル ・マー ケ ッ トの開 発

この よ うにTSS会 社 の数 は まだ少 ない が、 現時 点 で はTSSの サ ー ビ

ス分野 も限 られ てい るた め、 同業 者 が 同 じ分 野 で競 合す る こ とが多 い。 競

合す るサ ー ビス分野 は エ ンジニ ア リン グ ・ア ン ド ・サ イエ ンス とな るが、

これ は新 規 開業 の会社 に とって もっ と も択 び やす い分 野 だ か らで ある。 こ

れ に対 してポ テ ンシ ァル は高 い が競 合 の少 ない ものは次 の よ うな もので、

これ らは いず れ もその成長 の可能 性 も高 い。(図1)

図1TSSの ポ テ ンシ ァ ル ・マ ー ケ ッ ト

/

既開拓分野

競合分野

Potential

Market

inU.S.A・

/

o財 務 に関 す る分 析、 計 画、 マネ ー ジメ ン ト

o製 造 に関 す る予測、 予 算管理、 在庫 管理

oマ ー ケ ッテ ィ ング、 販売 予 測、 販 売分 析 等

当社 は無益 な競 争 を避 けて 自身 で上記 の分野 を開拓 し、 あわせ て ユー ザ

を教 育 しつつ あ る。 これ らを実現 す るた め にはい ろい ろ問 題 が あ り、 例 え

ば 在庫管 理 には大 容量 の記 憶 装置 が必 要 とい う技 術的 問題 を解 決 しな けれ

ば な らず、 マ ネ ー ジメ ン ト関 係 では トップ レベ ルが何 を どの よ うに必 要 と

す るか とい う管理 システ ム上 の問題 を解 明 しな ければ な らない。

これ らは単 な る思い つ きや小 細工 で は ど うに もな らない ものば か りで、

十分 研究 して徐 々 に実現 して い くよ うに しな ければ な らない。 幾多 の問題

は ある と して も、TSS業 は、 本来 限 りない ポテ ンシァル ・マ ー ケ ッ トを

か か えてい るので あ って、 この マー ケ ッ トを どの よ うに開 拓 してい くか が

TSS会 社 に課 せ られ た命 題 で あ る。
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224各 サ ー ビス ・ ビュ 一 口の 動 向

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ビ ュ一 口の 形 態 別 に ポ テ ンシ ァ ル の つ な が り

方 を 調 べ て見 る と図2の よ うに な る。

図2各 フ2一 ル ドに延 び る各社 の動 向

③

InformatiOn

Retrieval

Reservatlon

field③

②Computation

LP

大 洋 の よ うに際限 な く

広 が りを持 つ

①C。nversafiona

InteractiveTSS

field②

field①

Bankaramo社 はTymshare社 は① からCSCは ② か らス タ　 トして

③ か らス ター トして ス ター トして②、③ の両方 ①の方 向に進 みつつ ある。

① に進みつつ ある。 に向 って拡 大 しつつ ある。

IBMは ②が大部分 、③ が少 々、①は殆 ん どや らない。CDCは ② を守 っている。

2.5TSSと ユ ー ザ

231TSSユ ー ザ の 特 徴

タ イ ム シ ェ ア 社 の サ ー ビ ス を 受 け て い る カ ス ト マ ー は 現 在1,000社 ほ

ど あ る 。 そ し て 実 際 端 末 機 を 操 作 し て こ の シ ス テ ム を 利 用 す る 人 間 の 数 は

お そ ら く15000人 に 達 す る もの と見 て い る 。 そ の理 由 は カ ス トマ_の

内 に は ロ ッキ ー ドや ジ ェネ ラル ・フ ー ドな どの 大 企 業 も 相 当 あ り、 こ れ ら

の 会 社 の 内 で購 買、 マ ー ケ ッ テ ィ ング、 エ ン ジ ニ ア リン グ な ど多 く の分 野

の ア ナ リテ ィ カ ル(analytica1)な 人 達 がTSSを 利 用 して い る 。 こ う し

た 分 野 で 共 通 に見 られ る こ とは、 仕 事 の 内 容 が企 業 の規 模 に よ らず 、 そ れ

に 取 組 ん で い る個 人 の資 質 に よ る と こ ろ が 多 い 。 例 えば ロ ッキ ー ド社 に 従

業 員 が20,000人 い る と して も ア ナ リテ ィ カ1レ な 訓 練 を受 け た 人 は
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LOOO人 位 で、 そ の人 達 がTSSを 利 用 した 経 験 を持 っ て い る 訳 で あ る。

232ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジの 動 向

TSSの 使 わ れ方 を見 る と、4、5年 前 ま で は ユ ー ザ は 自営 の 時 の 習 慣

を持 ち込 ん で プ ロ グ ラ ム を全 部 自分 で 作 って い た 。

当 時 キ ー デ ー タ社 の み は 、TSS会 社 の 方 で 作 って い た よ うだ が、 これ

は 例 外 で あ っ た と思 う。 しか し、2、3年 前 か らTSS会 社 が パ ッケ ー ジ

を作 って ユ ー ザ に売 る よ うに な った 。 こ の傾 向 は さ らに つ づ い て サ ー ビス

・ビュ ー ロ とユ ー ザ の 作 る プ ロ グ ラ ム は半 々 位 に な る で あ ろ う。

233パ ッ ケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ム の 必 然 性 と困 難 性

あ る企 業 が と くに 自分 の 必 要 とす る計 算 を行 な うた め に は カ ス トマ ー ・

オ リエ ンテ ッ ドな フ.ロ グ ラ ム を 自分 で 作 ら ざる を得 な い 。 こ う して 作 られ

る プ ロ グ ラ ム も似 た 企 業 が 皆 同 じよ う な プ ロ グ ラ ム を必 要 とす る よ うに な

る とパ ッケ ー ジ ・フ。ロ グ ラ ム の概 念 が 生 ま れ る。

各 種 パ ッケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ムの 内、 建 築 構 造 設 計 計 算 、 科 学 技 術 計 算 な

どは い く らで も で き る が、 財 務 管 理 関 係 の もの は将 来 有 望 で も あ り、 タイ

ム シ ェ ア社 と して も一 応 用 意 して サ ー ビ ス を して い る が、 本 質 的 に極 め て

難 か しい も の で あ る。

当 社 が 現 在 提 供 して い る パ ッケ ー ジ に は大 略 次 の よ うな もの が あ る。

(1)BusinessManag㎝ent関 係

oGeneralFinance用

Balance-Sheet,Cashflow,Costsave等

oScheduling用

CPMPERTLP

oIR用

FORTUNE誌 の 発 表 した500社 の 経 営 情 報 の 提 供

(2)数 学 関 係

oLAPLACE,FOLIRIER,BESSEL,POLYROOT等 の 計 算 用
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oMINIMAX,TIMEFUNCTION等 の 計 算 用

(3)統 計 関 係

o一 般 統 計 解 析 用 各 種 ル ー チ ン

(4)電 子 工 学 関 係

o回 路 解 析 用 ル ー チ ン

o論 理 シ ミュ レー シ ョ ンお よび 解 析 ル ー チ ン

こ れ ら の詳 細 は附 録 資 料 を参 照 さ れ た い。

234リ モ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン ト リー(RJE)に つ い て

こ の シ ス テ ム の タ ー ミナ ル は ヴ ナ イ ス ・グ レイ ド ・ライ ン を使 用 せ る こ

と を 原 則 と し て い る。 タ ー ミナ ル の 入 出 力 に カ ー ド ・リー ダ や ライ ン

プリンタのよ うな高速入出力装置 を必要 と し、重連返 送回堤 を必要 とする

よ うな リモ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン ト リー は不 経 済 の た め、 こ の よ うな種 類 の

一(3000HZ回 線で30ド ル/.月 、4&OOOHZ

回線 で22000ド ル/月)し か し高 速入 出力 装置 の値 段 が現在 の40,000

ドル か ら1qoOOド ル位 に下 れば採 算点 に達 す るであろ う。

2.4タ イム シ ェア社 の設計 概念

一 般 にTSS会 社 の運 営 に あた って は
、 次 の諸項 目に注 意 しな けれ ば な ら

な い。

1

2

3

4

5

6

Software

Hardware

Cc㎜unication

Ma.rketing

Managernent

Financing

これ らの 内 で最 樋 要 で且 つ 『 多 く抱 えて い るのはC-icationに

関 す る もので あ る。

タイ ムシ ェア社 は とくに 自社 のた めTYMNETと 称 す るデ ータ通 信 回線
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網 を建 設 した。 これ は 北 米 全 体 お よび カ ナ ダ を覆 う もの で あ り、 主 要 地 区 毎

にTYMSATと 呼 ぶ 衛 星 コ ン ピュ ー タ を配 備 し て、TYMNETか ら ユ ー

ザ へ の リ ン ク を構 成 して い る。 こ のTYMNETは 計 算 セ ンタ ーに接 続 され、

TYMBASEと 呼 ば れ るTYMSATと 同 様 な 小 形 コ ン ピュ ー タ を経 て 主

コ ン ピュ ー タ に接 続 され て い る。 こ の よ うな シ ス テ ム をバ ラ ンス よ く作 る こ

とは ソ フ トウ エア の作 成 よ りも難 か しい 。 こ の詳 細 に つ い て は2.5項 で 述 べ

る。

要 す る にTSS会 社 に とっ て の3大 支 出 は

①PeoPle②Computer③Comnunication

で あ る こ と に留,意 して 相 互 に バ ラ ンス を は か る必 要 が あ る。

ソ フ トウ ェ ア に関 して 当 社 で は

Monitor/Executive;FORTRAN,COBOL,SBASIC,EDITOR;

各 種 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

な ど必 要 に応 じて 作 って い る 。

ハ ー ドウ ェ ア に つ い て は、 メー カ にい ろい ろ注文 をつ けた い と思 っ て い る。

ピ1三 二∴ ㌫ll㌔ なV'o
IBM,RCA,UNIVAC,CDC,Burrough社 の い ず れ も落 第 で

あ る。 タ イ ム シ ェ ア 社 は、XEROXDATA社 のXDS-940を19

台 使 用 して い る。 これ は、 カ リフ ォ ル ニ ア大 学 のNASAの プ ロ ジ ェ ク ト用

と して 採 用 さ れ たXDS-930の 改 良 形 で あ る。 こ の 他 にDEC-PDP

-10を3台 入 れ て い る。

XDS-940の 特 長 は、Memorypaging,Reentrantprogramming

(Reentrycalling)が 可 能 で、AdvancedStorageの 使 用 が で きR,eliabili-

ty/Maintenability/DesignofEquifment等 に す ぐれ て い る こ とな どで あ

る。

ハ ー ドウ ェア を中 心 と した シス テ ム構 成 は、 次 項 で説 明 す る が、CPUに
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XDS-940を 採 用 し た の に対 しマ ス ・ス トレー ジ に はIBM-2314

集 団 磁 気 デ ィ ス ク装 置 を用 い、 この 間 を結 ぶ セ レク タ ・チ ャ ネ ル は 自社 で 製

作 した 。 同 様 に通 信 回 線 と の 接 続 部 分 もTYMBASEと 呼 ぶ ミニ コ ンを

開 発 し、 通 信 回 線 網 に つ い て もTYMNETと 呼 ぶ 全 米 デ ー タ通 信 網 を作 り

上 げ た 。 そ して 問 題 の 多 い タ ー ミナ ル 機 器 に つ い て も、Tymshare1030と

呼 ぶ 標 準 タ ー ミナ ル を 作 っ た。

こ の よ うに タ イ ム シ ェ ア社 は 市場 に 良 い 製 品 が あ れ ばそ れ を使 うが、 買 え

な け れ ば 大 メ ー カ か ら人 を 引抜 い て で も 自分 の手 で 作 り上 げ る こ と と し てい

る。 しか し、 各 機 器 間 に バ ラ ンス を保 っ て 設 計 す る こ とは 時 と して ソ フ トウ

ェ ア よ りも難 か しい 問 題 を引 起 こ す とい っ て い る。

2.5ハ ー ドウ ェ ア 関 係

251ナ シ ョナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー の概 要

セ ン タ ー 内 の コ ン ピ ュ ー タ は1970・1・1か ら48ヵ 月 レ ン タ ル で 導 入

し た も の で、 つ ぎ の 機 種 が使 用 され て い る。

XDS-940(ゼ ロ ッ ク ス ・デ ー タ社)19台

DEC-PDP-103台

こ れ らが 特 別 に 当 社 で 開 発 され た 接 続 装 置 に よ っ て、IBM2314集

団 磁 気 デ ィ ス クパ ックお よび 後 述 のTYMBASEと 称 す る 通 信 制 御 装 置

を経 由 し て、 こ の 社 の 看 板 で あ るTYMNETと 呼 ぶ 全 国 的 デ ー タ 通 信 網

に接 続 さ れ て い る。

21台 の コ ン ピ ュ ー タ は任 意 に周 辺 装 置 に接 続 で き る の で、 過 負 荷 や 障

害 に対 して 極 め て 信 頼 性 の 高 い もの に な っ て い る。
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252TYMNETシ ス テ ム

(丁卿shareもInternationalTeleco㎜nicationsNetwork)

ナ シ ョナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー はTYMNETと 称 す る同 社 自慢

の総 合 デ ー タ通 信 網 に よ って、 全 米 お よび カ ナ ダ に散 在 す る 中継 コ ン ピ ュ

ー タ(Comnunication
sConcentrator)"TYMSAT"に リ ン ク接 続 さ

れ る。(図6、 図7)

TYMNETシ ス テ ム は北 米19の 主 要 都 市 の ロ ー カ ル ・セ ン タ ー を

25000マ イ ル に お よ ぶ 直 通 線 お よ び 専 用 電 話 回 線 で 連 結 し
、 ナ シ ョナ

ル ・セ ン タ ー と情 報 の 送 受 を行 な え る よ うに建 設 され た もの で あ る
。 電 話

回 線 は 本 来 ア ナ ロ グ伝 送 用 に設 計 さ れ て い る が、 同社 は これ を大 量 の デ ィ

ジ タ ル 伝 送 に耐 え られ る よ うに工 夫 した 。

ユ ニ ー クな パ リテ ィ ・チ ェ ッ ク方 式 の 採 用 に よ つ て
、 ナ シ ョナ ル ・コ ン

ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー とユ ー ザ と の 間 の伝 送 信 頼 度 は極 め て 良 好 で あ る
。
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エラー㌔:

,∴1-・}一(L・wEr…R…)

TYMNETシ ス テ ムに よれば ユ ーザ とコ ンピュー タ との間の 通信 は極

め て正確 な もの とな り、 迂回 皇継五 式 の。採 用'によ って回 線網 の どの部分 が一
障 害 を お こ して も必 らず 接 続 ル ー トが残 され、 通 信 に は 支 障 の な い よ うに

で き て い る。 一(ReliabilityofFacility)

さ ら にTYMSATと 呼 ぶ 特 殊 の 中 継 コ ン ピ ュ ー タの 開 発 に よ り、 通 常
＼

の マ ル チ プ レ ク サ に比 べ て4～5倍 の伝 送 効 率 を得 る こ と が で き た 。

(CostRedundant)

図5TYMSATに よるCOSTの 低 減 の例
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/一
く2400bps571ines
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253TYMSAT通 信 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ(CorrmunicationsConcentrator)

TYMSATは 信 頼 性 と経 済 性 を そ な え た 第 四嘩4)ミ ニ コ ン に よ る 通

麟}一

信 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ で、 米 国、 カ ナ ダ、 ヨ ー ロ ッパ で78台 設 置 さ れ て

い る。 こ れ は モ ジ ュラ ー ・タ イ プ で あ り、TYMNETで 使 用 さ れ る と

き、 使 用 場 所 に よ っ て 次 の二 つ の タ イ プ に わ け られ る。

oBaseTYMSAT

親 コ ン ピ ュ ー タ に 直 結 され、 最 大4個 の 他 のR㎝oteま た はBase

TYMSATと 通 信 線 を経 由 して 接 続 す る こ と が で き る。 こ れ に よ りベ

ース ・コ ン ピュ ータ お よ び そ の 所 有 す る デ ー タ ・ベ ー ス との 間 に 完 全 に 自

由 な径 路 を 設 定 す る こ と が で き る。

oRemoteTYMSAT

こ れ 自身 は 親 コ ン ピュ ー タ は持 た な い が、 他 の 一 つ のBaseTYMSAT

ま た は い くつ か のRemoteTYMSATに 接 続 さ れ る。1R㎝oteあ た

り30回 線 の低 速 通 信 回 線(110～300ボ ー)を 収 容 で き る。 場 合 に よ一

っ て は 高 速 周 辺 機 器 用 と して1200ボ ー の ロ ン グ ・ライ ン も収 容 で き

る。さ らに他 のRemoteと 連 結 され た と き70回 線 分 を通 過 さ せ る こ と も

で き る。

oTYMSATの 定 格 は 次 の とお りで あ る。

Memry8192語1
.6ビ ッ ト/ワ ー ド1.8μs

伝 送 ビ ッ ト誤 り率(1～4)×10-9以 下

接 続 タ ー'ミ ナ ル数300ボ ー30回 線

(オ プ シ ョ ン1200ボ ー1～2回 線 を プ ラ ス で き る。)

対 コンピュータ回 線BellSyst㎝SCHED4C2

(モ デ ム は2400bps、4800bpsま た は9600bps使 用)

電 力115voltAC、60HZ15Amp

温 湿 度18℃ ～24℃25%～75%

所 要 ス ペ ー ス 最 小81平 方 ブ イ ー ト
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oTYMSATの 機 能

o高 信 頼 性

ダ ウ ンは 年1回 に 近 づ い て い る。1シ ス テ ム 毎 に障 害 モ ニ タ用 タ ー

ミナ ル を持 ち、 ま た 障 害 状 況 を通 知 す る 可聴 信 号 発 生 器 を も っ て い る。

停 電 の 後 な ど 自動 再 ス タ ー ト機 能 が あ る。

o多 目 的 用 途

各 種 タ ー ミナ ル に 対 す る コー ド変 換 機 能 を も っ て い る。 また 特 別 な

識 別 文 字 を送 る と コー ド と信 号速 度 を指 定 す る こ と に な る。

例;"A"は300ボ ー でASCIIコ ー ドの タ ー ミナ ル を意 味 す

る。

o伝 送 誤 りの 検 出 と訂 正

半 二 重 ま た は 全 二 重 通 信 を行 な うが、 後 者 の 場 合"echoing"を 行

な う と早 く誤 りが 判 る。 全 部 垂 直 パ リテ ィ お よ びダイ ヤ ゴナル ・パ リテ

ィチ ェ ック を採 用 して い る。

oType103集 合 モ デ ム の 採 用

,低 速 回 線 用 モ デ ムが 収 容 され て い て 障 害 に な る と 自動 的 に そ の モ デ

ム は 閉 塞 され る 。

o最 大 ス ル ー プ ッ ト

2400ボ ーC2Conditionedprivatelineに 対 して 最 大57

の 低 速 回 線(全 二 重 の場 合)が 多 重 化 で き る。4800ま た は9000

ボ ー の モ デ ム を使 えば も っ と数 が ふ え る。 普 通 の市 販 の マ ル チ プ レ ク

サ の3～10倍 の 能 力 を持 つ こ と に な る。

oリ モ ー トバ ッチ ・タ ー ミナ ル と して 利 用 で きる。

ユ ーザ が 自分 の建 物 内 にTYMSATを 設 置 す れ ば、ハイ ス ピー ド ・

チ ャ ネル を通 し て ライ ン プ リ ン タ、 カ ー ド リー ダ、 磁 気 テ ー プ な どの

高 速 周 辺 機 器 を接 続 で き るめ で リモ ー トバ ッチ が 容 易 に で きる 。



一152-

234'Th。Tym、h。 ・e1030t・rmih・1

同 社 の 開 発 した標 準 的 な 端 末 装 置 で 以 下 の よ うな 定 格 を も って い る。

o定 格

.入 力

法

数字

方

丈

ド

法

数

武

力

形

一

字

パ

'

方

丈

力

出o,

●

イ ン タ ー フ ェ イ ス ・コネ ク タ

25-pin

電 話 線 直 結 用

1030用

デ ー タ伝 送 特 性

インターフェイス

モ ー ド

速 度

パ リ テ ィ

通 信 線 路

プリント速度

プリント用紙

EIA

DAA

特殊 用

TeletypeModel33と 同 一 の キ ー 配 列

64文 字

USASCII

ThermalPagePrinter,dotmatrix・2EO!!!n二 」 興直a℃ユー 一
'

96(2段 シ フ ト)

1行80字

1イ ンチ6行'

1イ ン チ10字

毎 秒10、15ま た は30字

sIEイ ン チ 巾 感 熱 紙(1巻100ブ イ ー ト)

EIARS-232C

1/4イ ン チプ ラ グ

15-pinコ ネ ク タ

MARKV音 響 カ プ ラ ー(プ リ ンタ 背 面 に送 受

器 受 口が あ る)

半 二 重 ま た は 全二 重

110、150ま た は300ボ ー

奇 、 偶 また は パ リテ ィ な し

標 準 音 声 バ ン ド



・ 電 源

電 圧AC110V±10%

周 波 数50-60HZ

電 力 最 大150W

・ 外 形 寸 法 、 重 量

寸 法14"×19"×5き"(巾 × 奥 行 ×高)

重'量 ポ ー タ ブ ル ケ ー ス 共25ポ ン ド(1151iil・)

・ 周 囲 条 件

使 用 時32T～100F

不 使 用 時0.F～120rF

2.6Tymshare社 シ ス テ ム のUserの 一 例

261訪 問 先 概 要
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タ イ ム シ ェア社 の パ ロ ア ル ト ・デ ィス トリク ト ・オ フ ィ ス(こ こ で は300

件 の ユ ー ザ を受 持 っ て い る。)の マ ネ ー ジ ャ ーR.LeWinter、 同 マ ー ケ

ッテ ィ ン グ担 当W.E.Morton両 氏 の 案 内 に よ って 同 地 区 の ユ ー ザ

t'ADVANCEDMICRODEVICES
,INC!'(901ThompsonPlaceSunny-

vaLeCalifornia)を 訪 問 し、 同社 のDirectorofFinancesandTreastr

reで あ るRichardPrevite氏 に ユ ー ザ の 立 場 に立 っ た 話 を きい た。

同社 は2年 前 半 導 体 部 品 メ ー カ と して 発 足 し、 当 時 従 業 員 は60人 で あ

っ た も の が、 現 在 で は120人 と な っ て い る。 製 品 は300種 位 で、 売 上

げ は 昨 年100万 ドル、 今 年 の 見 込500万 ドル、 来 年 は1,000万 ドル

に 達 す る もの と見 られ て い る。 こ の附 近 は 電 子 工 業 関 係 工 場 が 集 中 して い

て、 著 名 大 メ ー カ の 工 場 が随 所 に あ る。 こ の小 さ な 会 社 が これ だ け の 売 上

げ を見 込 め る の もそ の 立 地 条 件 に よ る所 が多 い 。

262AMD社 の シ ス テ ム

こ の シ ス テ ム は 受 注 管 理(OrderEntry)を 主 体 とす る ビ ジ ネ ス ・シ ス テ

ム で あ る。 こ の シ ス テ ムの デ ー タ ・ファ イ ル の 構 成 とデ ー タ ・フ ロー を図
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8'に 示 す 。

図8AMD社 の オ ー ダ ー一 ・ エ ン ト リ ー ・ シ ス テ ム

LEDGERFILE
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毎 週 金 、 土 の二 日間 に これ ら必 要 な デ ー タ が 事 務 所 のTymshare1030

teminalに よ りTSSセ ン タ ー に 送 信 され る。 ニ ュ ー ・オ ー ダ ー が バ ッ

ク ・ロ グ(BackLog)さ れ 出 荷 票 が 作 られ る。

こ の デ ー タ は さ らに受 取 勘 定 フ ァイ ル に 加 算 さ れ、 入 金 が あ る と受 取 報

告 が作 成 さ れ る。

毎 週 土 曜 日 ま で に全 デ ー タ を入 れ る た め、 こ の 日は3時 間 程 送 信 に か か

り切 りで あ る。

日曜 日 に セ ン タ ー で 処 理 が な され(約2～3時 間)、 高 速 プ リ ンタ に よ

り必 要 な報 告 書 が 作 成 さ れ、 月曜 日の 朝 ユ ー ザ に 車 送 さ れ る。(遠 方 の場
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合 は郵 送 と な る こ と も あ る。)

各 フ ァイ ル は デ ィ ス クで イ ン ク ワイ ァ ー 可 能 で あ る。 毎 月 デ ィ ス クの 内

容 を磁 気 テ ー プ に移 して お き、4半 期 に磁 気 テ ー プ よ りデ ィ ス ク に戻 して

必 要 な報 告 書 を作 る。

こ の シ ス テ ムの 使 用 料 金 は 毎 月1,300ド ル(+15～20ド ル の電 話

料)で 、 も しこ れ を紙 テ ー プ ベ ー ス に よ るバ ッ チ 投 入 方 式 に す れ ば 処 理 代

1,000ド ル と紙 テ ー プ パ ンチ 用 人 件 費500ド ル で 計1500ド ル 位 に

な る か ら、 オ ン ライ ン の方 が 有 利 とみ て い る。 し か し、 こ の会 社 の使 用 方

法 は本 来 のTSSの 望 ま しい 使 い 方 よ りや や ず れ て い る 感 じで あ る。

263AMD社 がTSSを 導 入 した 理 由

Previte氏 は2年 前 は フ ィ ル コ(Philco)社 で 営 業 関 係 を や っ て い た 人

で 、 以 前IBM360/30を 使 用 した 経 験 が あ る。AMD社 は 小 さい 会

社 で あ る た め、 デ ー タ処 理 シ ス テ ム を作 りた くて も人 材 が な い 。 ま た、 ソ

フ トウ ェア 会 社 の パ ッ ケ ー ジ を利 用 しよ う と考 え て も、 大 抵 の パ ッケ ー ジ

は イ ンテ グ ラ ル ・ビ ジ ネ ス 用 を対 象 と して い る た め、 受 取 勘 定 、 支 払 勘 定

か ら給 与 計 算 ま で 組 込 め る よ うに な っ て い て、 大 き す ぎ る し、 高 価 で も あ

る。 この 程 度 の 会 社 で は も っ と基 本 的 な モ ジュ ー ル ・プ ロ グ ラ ム が ほ しい 。

しか し、 この 地 域 に は他 に 良 い サ ー ビス 会 社 も な く、 一 方 タ イ ム シ ェ ア社

は こ の 会 社 の要 求 通 りの も の を す ぐ作 っ て くれ た の で、 これ を採 用 した。

シ ス テ ムの 内 容 は オ ー ダ ー エ ン トリー で あ る が 、 セ ー ル ・バ ッ ク ロー ル

(Salebackro11)は 別 会 社 の バ ッチ 処 理 を利 用 して い る 。 ま た 給 与 計 算 は

バ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカ に 依 託 して い る との こ と で あ る。

264AMD社 の 今 後 の 方 針

現 在 は1030termina1を 使 い、 受 注 計 画 をオ ン ライ ンで 作 る こ と

が で き る が、 い ず れ 生 産 管 理 、 在 庫 管 理 ま で 内 容 を拡 げ た い 。 も し これ を

自社 でIBM360/20デ ュ プ レ ック ス で 実 行 す れ ば 、 年 間10万 ～

11.5万 ドル は か か りそ うだ と思 って い る。 こ れ に対 して タ イ ム シ ェア社
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はTSSを 使 えば同 じシス テム を年 間5～6万 ドルで で きる とい ってい る。

265実:演

訪問 先 で会談 終 了後、Morton氏 が手 に して いた小 型 のス ー ツケ ース を

'
開 くと中 か ら1030temlinalが 顔 を出 した。 一寸 使用 実況 をお見 せ し

ま しよ うと、 机 上 の電話 を とつ てセ ンター に ダイ ヤル し、 送受 器 をタ ー ミ

ナル の う しろの カ プ ラー に押 し込 む と、 す ぐキ ーボー ドで送信 開始、 答 は

毎 秒30字 の速 さで感 熱紙 上 に静 か に プ リン トされた。 パ ラメ ータ を指定

す る と受注 計 画表 が プ リン トされ る。 い とも無雑作 で ある。Mbrton氏 は

2年 前 にタイ ムシ ェア社 に来 て、 自分 一人 で この シス テ ムを作 った の だ と

これ ま た簡 単 に言 う。背 後 につみ 上 げ られ た技 術 の大 き さが感 じち れ るひ,

と ときで あった。

266タ イ ム シェア社 の ユー ザ獲得 の手 段

RMD社 の よ うに、担 当者 が コ ン ビ=一 夕 の利用 にっい てす でに経 験 を

持 ち、 利 点、 欠点 につい て よ く知 っ て い るユ ーザ に対 して はTSSの 売込

み も割 合 楽 で あるが、 相手 が全然 素 人 の ときは ど うす るか との問 に対 し、

タイ ムシ ェア社 で は次 の よ うに答 えて い る。 まず既 存 の ユーザ で、TSS

に満 足 してい る人 の所 に新 らしい客 をつれ てい って実際 を見 せ てや る。先

発 ユ ーザ は タイ ム シ ェア社 に代 ってTSSの 良 さを大 い に宣 伝 して くれ る。

こ うして新 らしい客 は次 々 と増 える こ とに な る。

2.7ATTのISALタ リフ(電 話 回線 料 金 の値上 げ 案)に つ い て

現在 それ が公的 に提示 ない し決定 されて い る もの では ないの で、 表 面 的 に

議論 を戦 わ せ る段階 で はない と してい る。 しか し各 州で お こ ってい る電 話料

金値 上 げ問 題 に関 連 して、FCCを 相 手 と してで な く、 各 州 のPublic

UtilityCo㎜issionに 対 して、ADAPSOを 通 じて抗 議 を加 えてい る。

これ は3年 前 か らの問 題で あ るが、 フ ロ リダ、 オハイ オ、 イ リノ'イの各 州 に

おい て電話 料 金 の値 上げ が行 なわれ た こ とに対 し、 電話 料金 は米 国全 土 にわ

た って平等 で あ るべ きで、 特定 の 州で値 上 げ をすべ きで ない との主張 に よ り
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訴 訟 に持 ちこ んだ。(こ の 結果 は まだ判 らな い。)

タイ ムシ ェア社 はADAPSO内 のTSS部 門 の委 員 と して この よ うな問

題 に参 画 してい る。 そ こで も し上記 の料 金値 上 げ が全 国平 等 に行 な われ た場

合 は ど うか、 との質 問 に対 して は、 そ の内容 が公正 妥 当な もので あるな らば

止 む を得 ない と考 えて い る。 さ らに電 話 会社 が主張 す るよ うに、 トラ フィ ッ

クの増加 に伴 な う設備 増 の ため の料 金 ア ップが必要 で ある と して も、 そ の費

用 は ユーザ が負担 す るこ ととな るの で、TSS会 社 に はあま り影 響 が ない の

では ない か と云 う問 に対 して は次 の よ うに答 えてい る。

現 行 電話料 金 は パ ブ リックなサ ー ビス を前 提 としてい る もので あ る し、

TSS会 社 が特別 な設備 を要 求 して もそれ が受 入 れ られる こ とは殆 ん どな く、

相変 らず一般 市外 回線 を使 わせ られ るにす ぎな い。 こ うした状態 では会 社 は

特別 料 金 を払 う必要 はない。 電 話会社 はTSSで は 回線 の保 留時 間 が大 き く

翌 旦 工 であると雄 しているが蜘 ζ磐 穴あるし・づ 搬 電

話 の方 は今 迄平 均2分 位 とされて いた もの が現在 で は8分 位 に延 びて い る筈

で あ る。 さ らにTSSで は一般 電話 の場 合 ほ ど複 雑 な接続 ル ー トを とる こ と

が ない か ら、 交 換機 能 もそれ ほ ど必 要 としな いので、 む しろ この面 で は もっ

と安 くしてい い位 に思 ってい る。

2.8タ イ ム シ ェア リング ・サ ービスCOST-一 覧

A型 サ ー ビス

端 末使 用時 間$16.00/h

CPU使 用 時 間$0.04/sec

最 低料 金$80.00/月

B型 サ ー ビス

端末使 用時 間$13.00/h

CPU使 用 時 間$0.04/sec

最低料 金$390.00/月
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デ ィス ク装 置

0～50qoOO字

50qoO1～200QOOO字

2000000字 以 上

媒 体 変 換

プ ロ ッテ ィ ン グ

プ リ ンタ 打 出 し

カ ー ド読 取 り

カ ー ドパ ンチ

MTか ら デ ィ ス ク

デ ィ ス クか らMT

最 低 料 金

$1.00/1000字

$0.75/1000字

$0.50/1000字

$0.60/分

$0.10/ペ ー ジ

$0.005/カ ー ド

$0.02/カ ー ド

$1.00/フ ァ イ ル

$1.00/フ ァ イ ル 十$40/MT

$3.00/ジ ョ ブ
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tymshare&buS'inessmanagement

Tymshareoffersthebusinessworldthefollowingapplicationspackages.

Thosewithnamesbeginningwithacrosshatch(#)areintheUserProgram
Library;thoSiewithoutthecrosshatchareintheTymshareLibrary.'

GENERALFINANCE

#BALSHEET

BALSHEETmergesthebalancesheetsoftwocom-

panlestoproduceaproformacombinedprintout,

#CASHFLOW

SuccessiveapProximationofrateofreturnat

simpleinterestrateoninvestmentstgivenaseries

ofcashflows.

#COSTSAVE

Calculationofpresentvalueofcostsavingsrealized

bVmakingaproductas.oppbsedtobuyingit.

#DEPREC

Four・methodcomputationofyearlyormonthly

tableofdepreciationonaninvestment.Thefour

methodsusedare;StraightLine,DoubleDeclining

Balance,SumOfYearsDigits,and150Percent

D㏄liningBalance.

#LESSOR

Calcu|ationoflesso「'scashftowsandrateofreturn

onaIeasewithvariab|e,period-endpayments,and

alifeof20yearsorIess.

#MORTGAGE

Givenanythreeofthefouressentialelementsofa

mortgage-lnterestRate,LoanLife,Amount,and

MonthlyPayment-MORTGAGEcomputesthe

fourthandprintsan'annualormonthlymortgage

table.

#PRESVAL

Givenaseriesofcashf|ows,PRESVALprintsboth

thenetpresentvaluebasedonthecalculatedrate,

ofreturnandthediscountedflowsforeachperiod.

Calculatesnetterminalvalueofaninvestmentfor

ausersupPlieddiscouptrate.

SCHEDULING

#CPMIand#CPM2

Twophasecriticatpathmethodschedulingpack・

age.CPMIchecksthenetworkforconsistencyand

allowsadditionsandcorrectionstobemade.CPM2

computesthecriticalpathforthenetwork,en・

ablingthemanagertoscheduleaprojecttomeet

deadlinesatminimumcost.

LINPROG

Maximizesalinearobjectivefunctionsubjecttoa

setoflinearinequalityconstraints.LINPROGcan

accommodateasmanyas30constraints.

#PERT・,

PerformscnanalysisonaProgramEValuationahd

ReviewTechnique{PERT)network.

INFORMATIONRETRIEVAL

F500

Aninformationretrievalsystemtoaccessthe

FORTUNE500DATABANK.TheDataBank

containstwenty・oneitemsofdataaboutthe500

1argestU.S.industrialcorporationsforeachyear

since1954.

RETRIEVE

Ageneralpurposemanagementinformationre-

trievalsystemforaccessingauniformlyformatted

database.
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tymshare&mathemat輌CS

Inadditiontoafullcomplementgfmathematicalsubroutines,Tymshare

offersthefollowingspecialmathematicalanalysisprograms.Thosewith

namesbeginningwithacrosshatch(#)areintheUserProgramLibrary;those

withoutthecrosshatchareintheTymshareLibrary.

CSMPandANALOG`

Continuoussystemmodellingtosolvedifferential

equationsofalltypes.

#SIMEQN

Solutionofrealandcomplexsystemsoflinear

equations.

LAPLACE

SolutionofsystemsofIineardifferentialequations

usingtheLap|acetransformtechnique.

#TMFCEV

Evaluationoftimefunctionswhicharesumsof

exponentialsandexponentialsine・cosineterms.

」

#FOURIER

CalculationoftheFouriercoeffibientsofaperiodic

functiondescribedpointbypoint.Alsogivesout・

putintermsoffrequency,amp|itude,andphase.

#MINMAX

Theminima,maxima,andzeroesofanalytic

functions.

#BESSEL

EvaluationofBesselfunctions.

#SPHERE

Solvessphericaltriangles.

#POLYROOTS

Fastsolutionforrealandcomplexrootsofreal

andcomplexpolynomialsusingBairstow'smethod.

#NUMINT

Providesdefiniteintegrals

usingGausS'sru|e.

ofanalyticfunctions

MostofthcUPLprogramsareinsymbolicform,permittingtheuserto

adaptthcmtohisownparticularpurposes,ortoincorporatethemintolarger

programs.SeealsoTymShare'sStatisticsLibrarywhichcontainsarepertoire

ofcurvefittingandstatisticalanalysisprograms.
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tymshare&statistiCS
Tymshareoffersthebusinessmanandengineeranextensivesetoflibrary

programstoaidinthemanytypesofanalysesrequiredintheireverydayac-
tivities.Includedintheselibraryprogramsisafullcomplementofstatistical

analysisprograms.Thosewithnamesbeginningwithacrosshatch(#)arein

theUserProgramLibrary;thosewithoutthecrosshatchareintheTymshare

Library.

GENERALSTATISTICALANALYSIS

STATPAK

Tymshare'smostcomprehensivestatisticspackage

includingelementarystatiSticalanalysisicorrelation

matrix,twelvetypesoftransformatbns,andp|ot-

tingofhistogramsandscatterdiagrams.

#STATANAL

Anextensivestatisticalanalysisprogramfora

sing|evariable;describesvaluesintermsofdevia・

tionfromthemean,andcomputes34different

statiSticalmeasuresforthesetofvalues.

REGRESSIONANALYSIS

#LINREG

Simplelinearregressionanalysisfordatasamples

intwovariables.

#MULRAN

Multipleregressionanalysis;findsthelinearde'

pendenceofadependentvariableinupto39in・

dependentvariables.

#STEPREG-1

Multipleregressionana|ysisusingastepPingtech・

niquetoaddindependentvariablestotheanalysis.

#DESTAN

AdetailedstatiSticalanalysisofoneormoresets

ofunivariatedataincludingmean,standarddevia-

tlon,varlance.coefficientofvariance,skewness ,
excess,frequencyandcumulativesampledistribu:

tions,andhiStograms.

SPECIALPROBABIUTY

DISTRIBUTIONS

#BINDIS

Calculatβsabinomialprobabilitydistributionfora

givenpopulationproportionandsamp|esize.

#HYPERG

CURVEFITTING

Calculatesabinomialprobabilitydistributionfora

givennumberofdefectsinagivenpopulation.

#CURFIT

Acomprehensivecurvefittingprogramthatfitsa

setofdatapointstosixdifferentcurvetypes.

#POLYCURV

polynomialcurvefittingprogram;fitsthedatato

pOlynomialsinorderofascendingdegree.

ANALYSISOFVAR[ANCE

#ONEWAY

Onewayana|ysisofvarianceforagivengroupof

samplesofthesamesize.

■

CONFIDENCELIMITS

#COLINR

Confidencelimitsforalinearregressioncurve.

#MEANLIM

Confidencelimitsforapopulationmeanincluding

samplemean,samplevariance,samplestandard

deviation,andstandarderrorofmean.

#SIGNIF

Confidence|imitsforthedifferencebetweentwo

populationmeansbasedondataenteredfortwo●
samp|es.
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tymshare&e∫ectronics

、「'.

.Inqdditiontoafullcomplementoflibraryprogramsformathematical

analy.sis,Tymshareofferstheelectricalengineerthe.foHowingapplication

packages.Thosewithnamesbeginningwith・acrosshatch(#)areintheUser

PrρgramLibrary;thosewithoutthecrosshatchareintheTymshareLibrary.

CIRCUITANALYSIS

ECAP
`

AC,DC,andtransientlinearcircuitana.lysiswith
'

frequlncysweepandworstcasecapability.、

.CODED-CAP

AC・CODED,DC-CODED,andTR・CODEDprovide

AC.DC.andTrapsientanalysiswithbuiltin,non・

lineardiodecapabilityandacontinuousnonlinear

E8ERS・MOLLmodelfortransistorsinDCanalVsis.

FILSYN

Synthesisofequalripple{Chebyshev}andmax・

ima|lyf|at{Butterworth}Iow,high,andbandpass

filters.

#FILTERPACKAGE

Lowpassfilterdesign,twinteefilterdesign,atten-

uatorpadsdesign,andcomplexwVe-deltatransfor・

mationofimpedances.

#CIRC
MICAP

AsophisticatedACandDCpackagedesignedto

handlelargeproblems,withelaborateworstcase

analysis,andnonlineartransistormode|sforAC

analysis.Atransientanalysiscapabilityisindesign.

#LADDER

Phaseandfrequencyanalysisonladdertypenet-

works.

lnteractivesteadystateanalysisprogramableto

solveawidevarietyofmicrowaveandlowfre-

quencycircuitproblems.

#BODEPLOT

Calculationoftransferfunctionofacircuit・or

network.Alsohasterminalplottingcapability。

LOGICSIMULATIONANDANALYSIS

LOGSIM

,Simulationof.logiccircuitswithbuiltinelement

blocksand .switches;andgenerationofatraceor
atruthtableaswellasatimingdiagram.

DIGILOG

Largescalglogicsimulaterwith400blockcapacity

anduserdefinedfunctionswhichcansimulate

integratedcircuits.

LOGMIN

Computestheequationofthemostefficientcir-

cuitthatwillproduceagiventruthtable.Gives

minimizedBooleanequationforthebgiccircuit

printedinsigma-piform.

#LOGIC

Providesthetruthtab|eforagivenlogicnetwork.

●

MATHEMATICALANALYSIS

TheTymsharemathematicslibraryalsohasprogramswhichmaybeof

interesttotheElectronicsEngineer.LAPLACEcomputesandplotsthetimc

responseofalineartransferfunctionthatiscxpresscdasaLaplacetransform

oftheratioof'twopolynomials.CSMPandANALOGarevcrsatne,inter・

activecontinuoussystemmodellingprogramswithplo眈inganduserdcfincd

functioncapab三lities.#FOURIERperformsharmonicanalysisofperiodic

waveformsus三ngtheCooly-Tt∫keyalgorithm.
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